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Ⅰ．財 政 状 況 

１．決算の概要 

 平成 30 年度 鹿島市会計別決算状況  (単位：千円） 

会 計 区 分 歳 入 歳 出 差引額 

一
般
会
計 

一般会計（会計決算） 14,938,182 14,554,779 383,403 

※決算統計（地方財政状況調査） 14,922,198 14,538,795 383,403 

特
別
会
計 

公 共 下 水 道 事 業 1,539,674 1,539,624 50 

谷田工場団地造成・分譲事業 26,272 26,272 0 

国 民 健 康 保 険 3,798,534 3,710,468 88,066 

後 期 高 齢 者 医 療 419,162 417,560 1,602 

合  計 20,721,824 20,248,703 473,121 

※一般会計の数値は、決算統計（地方財政状況調査）と実際の会計決算とは分類方法の違いがあり、集計上の差異が

生じる場合がある。（対外的には、決算統計の数値を使用するのが通例） 

 

○一般会計の決算概要 （※決算統計数値より） 

歳入は、国庫支出金16.5％増、県支出金16.3％増などにより歳入全体で対前年比3.9％増となったが、

一般財源ベースでは、地方交付税2.0％減、地方税0.8％減などにより1.1％の減となった。 

歳出は、普通建設事業13.2％増（補助11.9％増、単独9.0％増）、積立金13.4％増、補助費等12.0％増

などにより歳出全体で3.5％増となったが、一般財源ベースでは、2.7％の減となった。 

このような状況のなか、財源補てんのため、公共施設建設基金については、小学校・中学校施設整備事

業及び市道改修事業などに約60,000千円を取り崩した。 

また、財政調整基金については、地方交付税の減（約△73,000千円）、地方税の減（約△24,000千円）

などの影響により、約100,000千円を取り崩した。 

 

○今後の展望と課題 

 本市のまちづくりにおいて、「第六次総合計画」（H28～H32）を着実に推進し、交流人口拡大、定住促

進、市民満足度の向上を図っていかなければならない。 

 一方、本市を取り巻く状況は、①人口減少や不透明な社会経済情勢、②地方交付税（国の交付金）など

の主要一般財源の減少、③公共施設の老朽化等もあり、所要の財源確保と社会経済や行政需要の変化に適

切に対応するための効率・効果的かつ計画的な財政運営を図っていかなければならない。 

 これらの課題に適時的確に対応していくため、行財政改革プラン（毎年度見直し）の取組みなどにより、

限りある人材と予算の効率性を高め、将来にわたり「持続可能な行財政運営」を構築することがますます

重要になってきている。 
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主な財政指標 （※決算統計指標：過去 5ヵ年） 

○経常収支比率 

区  分 比率（％） 増 減 要 因 等 

平成３０年度 94.4 「経常収支比率」は、主に人件費や扶助費、公債費などの義務的性格の

経常経費に、市税や普通交付税などの経常一般財源がどの程度充当され

ているかを表した比率であり、財政構造の弾力性（余裕）を判断するた

めの財政指標である。（低いほど余裕がある。） 

歳入では、普通交付税（臨財債を含む）の減（2.0％減）、地方税の減

（0.8％減）などにより、経常一般財源は、1.1％の減となった。 

歳出では、補助費の増（11.2％増）公債費の増（4.5％増）となった

が、扶助費の減（9.5％減）により、経常一般財源は、ほぼ横ばい

（0.1％減）となった。 

近年、人件費及び公債費は、行財政改革により減少していたが、今後

は、制度改正による人件費の増加や老朽化した公共施設の整備・大規模

改修の実施などにより、公債費が増加傾向になると見込まれる。 

また、扶助費や補助費（一部事務組合負担金）なども、高い水準で推

移することが見込まれる。 

平成２９年度 93.5 

平成２８年度 91.9 

平成２７年度 88.1 

平成２６年度 93.2 

○実質赤字比率   

区  分 比率（％） 増 減 要 因 等 

平成３０年度 
－ 

（△4.94） 

 

｢実質赤字比率｣は、標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額を含

む。以下同じ。）に対する歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合

で、一般会計が黒字か赤字かを判断する財政指標である。 

黒字なら「－（０）」となる。 

早期健全化基準を超えると「財政健全化計画」を、財政再生基準を超

えると「財政再生計画」を策定・公表しなければならない。 

 

早期健全化基準 14.00％ 

財政再生基準  20.00％ 

平成２９年度 
－ 

（△3.37） 

平成２８年度 
－ 

（△4.27） 

平成２７年度 
－ 

（△3.90） 

平成２６年度 
－ 

（△4.24） 

○連結実質赤字比率   

区  分 比率（％） 増 減 要 因 等 

平成３０年度 
－ 

（△15.38） 

 

｢連結実質赤字比率｣は、一般会計と水道事業会計や国民健康保険特別

会計等の特別会計を含む全会計の赤字額から黒字額を引いた額（「連結

実質赤字額」）の標準財政規模に対する割合で、全会計をまとめて黒字

か赤字かを判断する財政指標である。 

黒字なら「－（０）」となる。 

一部事務組合、土地開発公社、広域連合などは対象外となっている。 

早期健全化基準を超えると「財政健全化計画」を、財政再生基準を超

えると「財政再生計画」を策定・公表しなければならない。 

 

早期健全化基準 19.00％ 

財政再生基準  30.00％ 

平成２９年度 
－ 

（△14.21） 

平成２８年度 
－ 

（△12.60） 

平成２７年度 
－ 

（△11.17） 

平成２６年度 
－ 

（△13.87） 
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○実質公債費比率   

区  分 比率（％） 増 減 要 因 等 

平成３０年度 6.8 

 

｢実質公債費比率｣は、公債費に関し、一般会計ばかりでなく特別会計

や公営企業、一部事務組合などを含めた総合的な財政指標である。 

公共下水道事業は、建設途上であるが今後とも計画的な事業実施、接

続率の向上、適正な使用料設定などに努め、可能な限り一般会計繰出に

依存しない経営体質をめざしていく。 

なお、市町村の起債は、｢実質公債費比率｣が１８％を超えると、公債

費負担適正化計画の策定が義務付けられ、起債に際しては県知事の許可

が必要な許可団体となる。 

早期健全化基準を超えると「財政健全化計画」を、財政再生基準を超

えると「財政再生計画」を策定・公表しなければならない。 

 

早期健全化基準 25.0％ 財政再生基準 35.0％ 

 

平成２９年度 6.3 

平成２８年度 7.0 

平成２７年度 8.0 

平成２６年度 9.0 

 

○将来負担比率   

区  分 比率（％） 増 減 要 因 等 

平成３０年度 97.2 
 

「将来負担比率」は、一般会計などの地方債現在高、上下水道事業な

どの公営企業や一部事務組合などの元利償還金に充てる一般会計からの

繰入見込額、全職員の退職手当支給予定額など、一般会計が将来負担す

べき実質的な負債の標準財政規模に対する比率である。 

早期健全化基準を超えると「財政健全化計画」を策定・公表しなけれ

ばならない。 

 

早期健全化基準 350.0％ 

 

平成２９年度 97.2 

平成２８年度 92.6 

平成２７年度 68.9 

平成２６年度 58.0 
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繰入金
繰越金
市債
その他
計

区分
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
計

市税

3,055,096

20%

地方譲与税・交付金

716,366

5%

普通交付税

3,085,115

21%
特別交付税

595,857

4%

国庫支出金

2,423,628

16%

県支出金

1,740,645

12%

繰入金

514,439

3%

繰越金

323,347

2%

市債

840,742

6%

その他

1,642,947

11%

○歳入（科目別）※会計決算数値

議会費

151,962

1%
総務費

2,130,078

15%

民生費

5,575,801

38%衛生費

827,646

6%

労働費

62,890

0%

農林水産業費

1,267,976

9%

商工費

659,948

5%

土木費

1,531,971

11%

消防費

453,750

3%

教育費

1,076,157

7%

災害復旧費

31,938

0%

公債費

776,810

5%

諸支出金

7,852

0%

○歳出（目的別）※会計決算数値

歳入合計 14,938,182千円

歳出合計 14,554,779千円
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人件費
扶助費
公債費
物件費
維持補修費
補助費等
積立金
投資・出資・貸付金
繰出金
投資的経費（建設事業）

計

　      ○平成３０年度決算（参考資料）

人件費

2,127,814

15%

扶助費

3,607,727

25%

公債費

776,811

5%
物件費

1,650,956

11%

維持補修費

38,019

0%

補助費等

1,450,946

10%

積立金

557,767

4%

投資・出資・貸付金

215,211

2%

繰出金

1,913,026

13%

投資的経費（建設事

業）

2,200,518

15%

○歳出（性質別）※決算統計数値

0

1000
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6000

7000

8000

9000

10000

11000

12000

13000

14000

15000

Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

残高（単位：百万円） 会計年度

○市債、基金残高の推移（一般会計）

市債残高（計）①+②

市債(建設地方債）①

市債（臨時財政対策債）②

基金残高（計）

うち財政調整基金

歳出合計 14,538,795千円
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7

2.
5

△
 3

3
,6

7
9

△
 9

.4

1
2

 
○

使
用

料
及

び
手

数
料

20
9,

83
5

1.
4

21
5,

40
0

1.
5

△
 5

,5
6
5

△
 2

.6

1
3

 
国

庫
支

出
金

2,
42

3,
62

8
16

.2
2,

07
9,

72
1

14
.5

3
4
3
,9

0
7

1
6
.5

1
4

 
県

支
出

金
1,

74
0,

64
5

11
.7

1,
49

6,
78

4
10

.4
2
4
3
,8

6
1

1
6
.3

1
5

 
○

財
産

収
入

23
,9

08
0.

2
64

,5
68

0.
4

△
 4

0
,6

6
0

△
 6

3
.0

1
6

 
○

寄
附

金
58

1,
44

4
3.

9
29

1,
53

8
2.

0
2
8
9
,9

0
6

9
9
.4

1
7

 
○

繰
入

金
51

4,
43

9
3.

4
60

3,
38

7
4.

2
△

 8
8
,9

4
8

△
 1

4
.7

1
8

 
○

繰
越

金
32

3,
34

7
2.

2
31

2,
06

3
2.

2
1
1
,2

8
4

3
.6

1
9

 
○

諸
収

入
50

2,
75

2
3.

4
45

3,
77

4
3.

1
4
8
,9

7
8

1
0
.8

2
0

 
市

債
（

借
入

金
）

84
0,

74
2

5.
6

97
1,

84
8

6.
8

△
 1

3
1
,1

0
6

△
 1

3
.5

　
・

臨
時

財
政

対
策

債
37

1,
54

2
2.

5
37

3,
74

8
2.

6
△

 2
,2

0
6

△
 0

.6

　
・

そ
の

他
（

建
設

事
業

債
等

）
46

9,
20

0
3.

1
59

8,
10

0
4.

2
△

 1
2
8
,9

0
0

△
 2

1
.6

  
  
 合

  
  
  
  

 計
14

,9
38

,1
82

10
0.

0
14

,3
82

,5
78

10
0.

0
5
5
5
,6

0
4

3
.9

5,
53
5,
82
9

37
.1

5,
37
8,
17
0

37
.4

1
5
7
,6
5
9

2
.9

備
　

　
　

　
考

内 訳 内 訳

う
ち
自
主
財
源
（
○
印
）

※
構

成
比

（
％

）
は

小
数

点
第

２
位

を
四

捨
五

入

〇
一

般
会

計
決

算
状

況
（

款
別

）
  
 ※

決
算

額
は

会
計

決
算

よ
り

 
 
（

単
位

：
千

円
、

％
）

区
分

（
款

）
平

成
3
0

年
度

平
成

2
9

年
度

比
　

　
　

較

-6-



・
歳

出
（

款
別

）

決
算

額
(
Ａ

)
構

成
比

決
算

額
(
Ｂ

)
構

成
比

増
減

額
(
A
)
-
(
B
)

増
減

率

1
 
議

会
費

15
1,

96
2

1.
1

15
7,

02
8

1.
1

△
 5

,0
6
6

△
 3

.2

2
 
総

務
費

2,
13

0,
07

8
14

.6
1,

95
4,

47
1

13
.9

1
7
5
,6

0
7

9
.0

3
 
民

生
費

5,
57

5,
80

1
38

.3
5,

67
7,

86
3

40
.4

△
 1

0
2
,0

6
2

△
 1

.8

4
 
衛

生
費

82
7,

64
6

5.
7

75
7,

25
0

5.
4

7
0
,3

9
6

9
.3

5
 
労

働
費

62
,8

90
0.

5
63

,0
35

0.
5

△
 1

4
5

△
 0

.2

6
 
農

林
水

産
業

費
1,

26
7,

97
6

8.
7

1,
18

8,
80

3
8.

5
7
9
,1

7
3

6
.7

7
 
商

工
費

65
9,

94
8

4.
5

39
8,

45
0

2.
8

2
6
1
,4

9
8

6
5
.6

8
 
土

木
費

1,
53

1,
97

1
10

.5
1,

17
3,

00
1

8.
3

3
5
8
,9

7
0

3
0
.6

9
 
消

防
費

45
3,

75
0

3.
1

42
8,

65
7

3.
0

2
5
,0

9
3

5
.9

1
0

 
教

育
費

1,
07

6,
15

7
7.

4
1,

50
2,

22
2

10
.7

△
 4

2
6
,0

6
5

△
 2

8
.4

1
1

 
災

害
復

旧
費

31
,9

38
0.

2
3,

55
6

0.
0

2
8
,3

8
2

7
9
8
.1

1
2

 
公

債
費

（
借

入
金

償
還

）
77

6,
81

0
5.

3
74

6,
85

7
5.

3
2
9
,9

5
3

4
.0

1
3

 
諸

支
出

金
7,

85
2

0.
1

8,
03

8
0.

1
△

 1
8
6

△
 2

.3
水

道
事

業
会

計
出

資
金

ほ
か

1
4

 
前

年
度

繰
上

充
用

金

  
  
  
合

  
  
  
  

計
14

,5
54

,7
79

10
0.

0
14

,0
59

,2
31

10
0.

0
4
9
5
,5

4
8

3
.5

※
構

成
比

（
％

）
は

小
数

点
第

２
位

を
四

捨
五

入

〇
一

般
会

計
決

算
状

況
（

款
別

）
  
 ※

決
算

額
は

会
計

決
算

よ
り

 
 
（

単
位

：
千

円
、

％
）

区
　

分
（

款
）

平
成

3
0

年
度

平
成

2
9

年
度

比
　

　
　

較
備

　
　

　
　

考
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決
算

額
決

算
額

決
算

額

（
A
）

充
当
額
（
B
）

構
成

比
（
C
）

充
当
額
（
D
）

構
成

比
（
A
）
－
（
C
）

充
当
額
(
B
)
-
（
D
）

構
成

比

2
,1

2
7
,8

1
4

1
4
.6

1
,9

5
4
,8

3
5

2
4
.3

2
,1

1
8
,4

3
9

1
5
.1

1
,9

5
7
,8

5
1

2
3
.7

9
,3

7
5

0
.4

△
 3

,0
1
6

△
 0

.2

う
ち

職
員

給
1
,2

3
5
,6

0
1

8
.5

1
,1

3
2
,9

5
3

1
4
.1

1
,2

0
1
,7

4
0

8
.6

1
,1

0
0
,1

8
8

1
3
.3

3
3
,8

6
1

2
.8

3
2
,7

6
5

3
.0

3
,6

0
7
,7

2
7

2
4
.8

9
3
1
,7

8
8

1
1
.6

3
,6

0
9
,9

2
5

2
5
.7

1
,0

3
0
,3

7
4

1
2
.5

△
 2

,1
9
8

△
 0

.1
△

 9
8
,5

8
6

△
 9

.6

7
7
6
,8

1
1

5
.4

7
6
8
,6

2
7

9
.6

7
4
6
,8

5
7

5
.3

7
3
5
,8

4
2

8
.9

2
9
,9

5
4

4
.0

3
2
,7

8
5

4
.5

6
,5

1
2
,3

5
2

4
4
.8

3
,6

5
5
,2

5
0

4
5
.5

6
,4

7
5
,2

2
1

4
6
.1

3
,7

2
4
,0

6
7

4
5
.1

3
7
,1

3
1

0
.6

△
 6

8
,8

1
7

△
 1

.8

1
,6

5
0
,9

5
6

1
1
.3

1
,2

5
0
,3

9
8

1
5
.6

1
,5

7
7
,3

9
1

1
1
.2

1
,2

5
7
,8

0
1

1
5
.2

7
3
,5

6
5

4
.7

△
 7

,4
0
3

△
 0

.6

3
8
,0

1
9

0
.3

2
1
,8

7
1

0
.3

3
7
,8

9
4

0
.3

2
2
,0

2
2

0
.3

1
2
5

0
.3

△
 1

5
1

△
 0

.7

1
,4

5
0
,9

4
6

1
0
.0

1
,0

7
1
,8

7
6

1
3
.3

1
,2

9
5
,7

8
8

9
.2

9
9
0
,2

6
5

1
2
.0

1
5
5
,1

5
8

1
2
.0

8
1
,6

1
1

8
.2

一
部

事
務

組
合

7
3
2
,8

1
2

5
.1

7
2
1
,5

4
4

9
.0

6
6
0
,4

4
9

4
.7

6
4
9
,0

6
6

7
.9

7
2
,3

6
3

1
1
.0

7
2
,4

7
8

1
1
.2

そ
の

他
7
1
8
,1

3
4

4
.9

3
5
0
,3

3
2

4
.3

6
3
5
,3

3
9

4
.5

3
4
1
,1

9
9

4
.1

8
2
,7

9
5

1
3
.0

9
,1

3
3

2
.7

5
5
7
,7

6
7

3
.8

1
2
0
,0

0
0

1
.5

4
9
1
,8

6
8

3
.5

2
0
6
,4

5
8

2
.6

6
5
,8

9
9

1
3
.4

△
 8

6
,4

5
8

△
 4

1
.9

2
1
1

0
.0

2
1
1

0
.0

2
1
1

0
.0

2
1
1

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

2
1
5
,0

0
0

1
.5

0
0
.0

2
1
5
,0

0
0

1
.5

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

1
,9

1
3
,0

2
6

1
3
.2

1
,6

3
5
,2

4
6

2
0
.4

2
,0

3
2
,9

9
9

1
4
.5

1
,7

0
2
,6

3
2

2
0
.6

△
 1

1
9
,9

7
3

△
 5

.9
△

 6
7
,3

8
6

△
 4

.0

5
,8

2
5
,9

2
5

4
0
.1

4
,0

9
9
,6

0
2

5
1
.1

5
,6

5
1
,1

5
1

4
0
.2

4
,1

7
9
,3

8
9

5
0
.7

1
7
4
,7

7
4

3
.1

△
 7

9
,7

8
7

△
 1

.9

1
,3

4
8
,9

3
5

9
.3

4
4
,0

2
7

0
.6

1
,2

0
5
,0

8
8

8
.6

7
2
,8

8
8

0
.9

1
4
3
,8

4
7

1
1
.9

△
 2

8
,8

6
1

△
 3

9
.6

7
1
5
,7

7
3

4
.9

2
1
4
,4

3
5

2
.7

6
5
6
,5

5
8

4
.7

2
6
3
,8

5
2

3
.2

5
9
,2

1
5

9
.0

△
 4

9
,4

1
7

△
 1

8
.7

1
0
2
,9

6
6

0
.7

2
,9

5
8

0
.0

5
3
,0

0
3

0
.4

1
0
,7

5
6

0
.1

4
9
,9

6
3

9
4
.3

△
 7

,7
9
8

△
 7

2
.5

3
2
,8

4
4

0
.2

8
,7

6
0

0
.1

3
,5

5
6

0
.0

4
5

0
.0

2
9
,2

8
8

8
2
3
.6

8
,7

1
5

1
9
,3

6
6
.7

2
,2

0
0
,5

1
8

1
5
.1

2
7
0
,1

8
0

3
.4

1
,9

1
8
,2

0
5

1
3
.7

3
4
7
,5

4
1

4
.2

2
8
2
,3

1
3

1
4
.7

△
 7

7
,3

6
1

△
 2

2
.3

1
4
,5

3
8
,7

9
5

1
0
0
.0

8
,0

2
5
,0

3
2

1
0
0
.0

1
4
,0

4
4
,5

7
7

1
0
0
.0

8
,2

5
0
,9

9
7

1
0
0
.0

4
9
4
,2

1
8

3
.5

△
 2

2
5
,9

6
5

△
 2

.7

前
年
度
繰
上
充
用
金

歳
出

合
計

　
※
数
値
は
、
決
算
統
計
（
地
方
財
政
状
況
調
査
）
に
よ
る
分
類
で
あ
り
、
会
計
決
算
と
は
集
計
上
の
差
異
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。

※
構
成
比
(％
）
は
、
小
数
第
2
位
を
四
捨
五
入

投 資 的 経 費

補
助
事
業

（
受
託
補
助
含
む
）

単
独
事
業

（
受
託
単
独
含
む
）

県
営
事
業
負
担
金

(同
級
他
団
体
含
む
）

災
害

復
旧

事
業

計

そ の 他 の 経 費

物
件

費

維
持

補
修

費

補
助

費
等

内 訳 積
立

金

投
資

及
び

出
資

貸
付

金

繰
出

金

計

う
ち

一
般

財
源

構
成

比
う

ち
一

般
財

源
増
減
率

一
般

財
源

義 務 的 経 費

人
件

費

扶
助

費

公
債

費

計

○
一
般
会
計
（
決
算
統
計
対
比
）

性
質
別
経
費
（
歳
出
）
及
び
一
般
財
源
充
当
状
況

（
決
算
統
計
：
1
3
表
資
料
）

（
単
位
：
千
円
、
％
）

区
分

（
性

質
別

）

平
成
３
０
年
度

平
成
２
９
年
度

比
較

構
成

比
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（
単
位
：
千
円
）

借
入
額

償
還
額
（
返
済
）

一
般
会
計
(
A
)

1
0
,
7
8
9
,
1
2
2

8
4
0
,
7
4
2

7
0
7
,
8
0
1

1
0
,
9
2
2
,
0
6
3

償
還
費
の
交
付
税
措
置
率
（
6
9
.
0
％
）

う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
(
B
)

4
,
7
8
4
,
2
3
3

3
7
1
,
5
4
2

3
0
8
,
2
4
9

4
,
8
4
7
,
5
2
6

償
還
費
の
交
付
税
措
置
率
（
1
0
0
％
）

差
引
（
A
-
B
)

6
,
0
0
4
,
8
8
9

4
6
9
,
2
0
0

3
9
9
,
5
5
2

6
,
0
7
4
,
5
3
7

実
質
負
担
相
当
額
（
3
,
3
9
0
,
2
7
3
千
円
）

2
公
共
下
水
道
事
業

5
,
3
4
4
,
5
0
1

4
5
0
,
4
0
0

4
0
6
,
5
5
1

5
,
3
8
8
,
3
5
0

3
水
道
事
業
（
企
業
債
）

2
,
1
0
9
,
0
9
0

1
1
2
,
5
0
0

2
4
5
,
5
4
9

1
,
9
7
6
,
0
4
1

1
8
,
2
4
2
,
7
1
4

1
,
4
0
3
,
6
4
2

1
,
3
5
9
,
9
0
1

1
8
,
2
8
6
,
4
5
5

○
積
立
基
金
（積

立
金
）現

在
高
の
状
況

（
単
位
：
千
円
）

積
立
額

取
崩
（
繰
入
）
額

1
財
政
調
整
基
金

1
,
4
3
1
,
7
1
0

1
5
5
,
2
7
3

2
6
0
,
0
0
0

1
,
3
2
6
,
9
8
3

年
度
間
の
財
源
不
均
衡
調
整

2
減
債
基
金

1
9
6
,
7
7
0

2
3
8

6
,
4
4
9

1
9
0
,
5
5
9

公
債
費
（
借
入
金
)
償
還
財
源

3
公
共
施
設
建
設
基
金

7
0
4
,
4
0
4

8
6
,
5
9
8

1
4
7
,
7
0
0

6
4
3
,
3
0
2

公
共
施
設
の
建
設
資
金
積
立

4
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

1
7
,
0
9
2

5
,
3
0
3

3
,
1
9
3

1
9
,
2
0
2

地
域
づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
（
ふ
る
さ
と
創
生
交
付
金
が
原
資
）

5
地
域
振
興
基
金

4
,
8
5
3

4
0

4
,
8
5
7

福
祉
活
動
推
進
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成

6
地
域
福
祉
基
金

2
3
3
,
3
8
5

2
,
2
1
1

3
,
7
0
9

2
3
1
,
8
8
7

高
齢
者
等
の
健
康
福
祉
、
地
域
福
祉
の
充
実

7
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

5
,
0
4
1

4
0

5
,
0
4
5

良
好
な
農
村
環
境
確
保
（
啓
発
、
普
及
）

8
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

3
,
6
2
6

0
2
6
6

3
,
3
6
0

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
個
人
の
育
成

9
愛
野
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

1
0
,
0
5
6

8
8

1
0
,
0
5
6

　
〃
　
（
故
愛
野
代
議
士
遺
族
寄
附
が
原
資
）

1
0

青
少
年
健
全
育
成
基
金

2
2

0
0

2
2

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
（
寄
附
金
が
原
資
）

1
1

ふ
る
さ
と
人
材
育
成
支
援
基
金

2
8
,
3
9
1

1
1
,
1
7
3

1
8
,
0
2
5

2
1
,
5
3
9

青
少
年
等
人
材
育
成
の
支
援
(
東
亜
工
機
寄
附
が
原
資
）

1
2

ふ
る
さ
と
納
税
基
金

2
1
3
,
3
1
0

2
9
7
,
0
2
1

3
5
,
1
3
7

4
7
5
,
1
9
4

寄
附
金
活
用
事
業
に
使
用
(
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
原
資
)

2
,
8
4
8
,
6
6
0

5
5
7
,
8
3
3

4
7
4
,
4
8
7

2
,
9
3
2
,
0
0
6

1
3

国
民
健
康
保
険
基
金
（
国
保
会
計
）

0
4
6
,
9
0
1

0
4
6
,
9
0
1

給
付
費
等
の
財
源
補
て
ん
（
年
度
間
調
整
）

1
4

減
債
積
立
金
（
水
道
事
業
）

4
1
8
,
7
2
8

1
0
1
,
9
0
0

7
4
,
3
7
4

4
4
6
,
2
5
4

水
道
事
業
企
業
債
償
還

1
5

建
設
改
良
積
立
金
（
水
道
事
業
）

9
1
,
3
0
0

0
7
5
,
3
4
9

1
5
,
9
5
1

水
道
施
設
整
備
資
金
積
立

3
,
3
5
8
,
6
8
8

7
0
6
,
6
3
4

6
2
4
,
2
1
0

3
,
4
4
1
,
1
1
2

備
　
考
（
基
金
の
目
的
等
）

(参
考
資
料
）
平
成
３
０
年
度
決
算
統
計
（
地
方
財
政
状
況
調
査
）
よ
り

○
地
方
債
（借

入
金
）現

在
高
の
状
況
（元

金
）

会
　
計
　
区
　
分

平
成
２
９
年
度
末

現
在
高

平
成
３
０
年
度
中
増
減
額

平
成
３
０
年
度
末

現
在
高

普
通
会
計
（
一
般
会
計
）
計

合
　
　
　
　
計

備
　
考
（
交
付
税
措
置
率
等
）

1

合
　
　
　
　
計

※
定
額
運
用
基
金
を
除
く
積
立
基
金
(
地
方
財
政
状
況
調
査
よ
り
：
出
納
整
理
期
間
中
の
増
減
を
含
む
）

基
　
　
金
　
　
名

平
成
２
９
年
度
末

現
在
高

平
成
３
０
年
度
中
増
減
額

平
成
３
０
年
度
末

現
在
高
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A （ A ´ ） B C＝ A´ × B D＝ A - C
臨時財政対策債 4,847,526 ( 4,847,526 ) 44.4 100 4,847,526 0
臨時税収補てん債 0 ( 0 ) 0.0 100 0
減収補てん債 0 ( 0 ) 0.0 75 0

特 減税補てん債 72,034 ( 72,034 ) 0.7 100 72,034 0
臨時財政特例債 0 ( 0 ) 0.0 100 0
一般公共（財源対策債等分） 630,514 ( 630,514 ) 5.8 50・80 320,517 309,997

別 旧地域総合整備事業債（財源対策債） 0 ( 0 ) 0.0 100 0
一般廃棄物処理事業債（財源対策債） 0 ( 0 ) 0.0 50 0
義務教育施設整備事業債（財源対策債） 1,600 ( 1,600 ) 0.0 50 800 800

分 臨時地方道整備（地方特定）（財源対策債） 0 ( 0 ) 0.0 50・100 0
臨時地方道整備 （ふるさと農林道）（財源対策債） 3,762 ( 3,762 ) 0.0 50・100 2,705 1,057
臨時河川等整備（地方特定）（財源対策債） 0 ( 0 ) 0.0 50 0
　　　　　（  特  別  分  計  ） 5,555,436 ( 5,555,436 ) 50.9 5,243,582 311,854
補正予算債 429,310 ( 429,310 ) 3.9 50・75・80・100 372,141 57,169
臨時地方道整備（地方特定） 0 ( 0 ) 0.0 30・54.4 0
　　　〃　　 （ふるさと農林道） 19,659 ( 19,659 ) 0.2 30・54.4 8,046 11,613
臨時河川等整備（地方特定） 0 ( 0 ) 0.0 30・54.4 0
旧地域総合整備事業債 0 ( 0 ) 0.0 54.4 0
補助災害復旧事業債 7,137 ( 7,137 ) 0.1 95 6,780 357
単独災害復旧事業債 1,300 ( 1,300 ) 0.0 47.5 618 682
鉱害復旧事業債 0 ( 0 ) 0.0 57 0
かんまん災 0 ( 0 ) 0.0 57 0
自然災害防止事業債 13,308 ( 13,308 ) 0.1 28.5 3,793 9,515
一般公共（通常分） 601,703 ( 3,647 ) 5.5 30 1,823 599,880
義務教育施設整備事業債（施設分、用地分） 0 ( 0 ) 0.0 60・70 0
　　　　　〃　　　　（水泳プール分） 0 ( 0 ) 0.0 30 0
　　　　　〃　　　　（大規模改造分・単独事業） 767,439 ( 468,542 ) 7.0 30・50 209,640 557,799
　　　　　〃　　　　（給食施設） 7,200 ( 0 ) 0.1 50 0 7,200
一般廃棄物処理事業債 0 ( 0 ) 0.0 20・40・50 0
辺地対策事業債 475,365 ( 475,365 ) 4.4 80 380,292 95,073
過疎対策事業債 0 ( 0 ) 0.0 70 0
地域改善対策特定事業債 0 ( 0 ) 0.0 80 0
公園緑地事業債 15,131 ( 15,131 ) 0.1 20・30 3,521 11,610
臨時地方道整備（一般分） 3,375 ( 3,375 ) 0.1 30 1,013 2,362
臨時河川等整備（一般分） 12,046 ( 12,046 ) 0.1 30 3,614 8,432
都市生活環境整備特別対策債 0 ( 0 ) 0.0 40 0

0 ( 0 ) 0.0 40 0
臨時地域基盤整備事業債 0 ( 0 ) 0.0 30 0
臨時経済対策事業債 0 ( 0 ) 0.0 45 0
発展基盤緊急整備事業債 0 ( 0 ) 0.0 50 0
日本新生緊急基盤整備事業 0 ( 0 ) 0.0 50 0
緊急防災基盤整備事業債 0 ( 0 ) 0.0 50 0
地域活性化事業債 30,665 ( 28,310 ) 0.3 30・50 9,437 21,228
合併特例事業債 0 ( 0 ) 0.0 50 0
防災対策事業債 75,901 ( 75,901 ) 0.7 30・50 23,314 52,587
（旧）緊急防災・減災事業債 58,373 ( 58,373 ) 0.5 80 45,203 13,170
（新）緊急防災・減災事業債 1,091,026 ( 1,091,026 ) 10.0 80 763,718 327,308
全国防災事業債 216,913 ( 216,913 ) 2.0 80・100 173,531 43,382
地域再生事業債 0 ( 0 ) 0.0 ― 0
住宅宅地関連公共施設整備促進事業債 0 ( 0 ) 0.0 20 0
公共施設適正管理事業 1,000 ( 1,000 ) 0.0 50 500 500

0 ( 0 ) 0.0 30 0

　　　　　　　　（　小　計　） 3,826,851 ( 2,920,343 ) 35.1 2,006,984 1,819,867
公営住宅建設事業債 58,476 ( 0 ) 0.5 ― 0 58,476
厚生福祉施設整備事業債（普通会計分） 0 ( 0 ) 0.0 ― 0
社会福祉施設整備事業債（普通会計分） 0 ( 0 ) 0.0 ― 0

0 ( 0 ) 0.0 ― 0

転貸債（住宅資金貸付等） 0 ( 0 ) 0.0 ― 0
公共用地先行取得債 0 ( 0 ) 0.0 ― 0

680,300 ( 0 ) 6.2 40 0 680,300

地域総合整備資金貸付事業債 0 ( 0 ) 0.0 ― 0
市町村振興資金貸付金 0 ( 0 ) 0.0 ― 0
公営競技収益金貸付金 101,790 ( 0 ) 0.9 ― 0 101,790

0 ( 0 ) 0.0 100 0
559,929 ( 559,929 ) 5.1 50 279,964 279,965
139,281 ( 4,200 ) 1.3 ―　・30 1,260 138,021

　　　　　　　　（　小　計　） 1,539,776 ( 564,129 ) 14.0 281,224 1,258,552
　　　 　　　（　通　常　分　計　） 5,366,627 ( 3,484,472 ) 49.1 2,288,208 3,078,419

10,922,063 ( 9,039,908 ) 100.0 69.0 7,531,790 3,390,273

＊これは、平成３０年度決算時における一般会計の起債残高と、償還額のうち普通交付税で参入される額の割合を示す資料である。

 

財源措置
相 当 額

〇平成30年度末起債残高の状況（交付税措置額一覧） 　  

 （ 単位 ： 千円、％ ）

区
分

事　　　　業　　　　債　　　　名
平成30年度末起債残高 構

成
比

実負担
相当額

通

常

分

一般単独事業債 （一般分のうち地域経済対策分）

そ  の  他   （　一般補助施設整備等事業（一般分）　)

ふるさと一般農道、ふるさと一般林道
備事業債（単独実施分）

合　　　　　　　　計

一般単独事業債 （一般分のうち上記以外のもの）

そ  の  他   （　調　整　債　)

そ  の  他   （　上水道出資債　)

交付税
算入率

義務教育施設整備事業債
（大規模改造分・補助事業）
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（
単

位
：
円

）

※
現
在
高

借
入

先
借

入
期

間
借

入
利

息

4
87

0,
27

3,
52

1
89

1,
01

2,
07

3
△

 2
0,

73
8,

55
2

4/
3

80
0,

00
0,

00
0

8
00

,0
00

,0
00

5
38

9,
43

9,
93

3
47

9,
85

6,
26

0
△

 1
1
1,

15
4,

87
9

8
00

,0
00

,0
00

6
1,

51
1
,7

78
,8

43
72

7,
75

4,
68

2
67

2
,8

69
,2

82
6/

20
60

0,
00

0,
00

0
6/

8
80

0,
00

0,
00

0
6
00

,0
00

,0
00

財
政

調
整

基
金

4/
3～

6/
8

66
0.

01
0

10
,8

49

7
28

8,
99

2,
33

3
72

7,
30

9,
39

9
23

4
,5

52
,2

16
6
00

,0
00

,0
00

8
45

3,
93

5,
89

7
88

8,
03

9,
96

4
△

 1
9
9,

55
1,

85
1

6
00

,0
00

,0
00

9
2,

04
9
,6

16
,4

38
86

9,
69

5,
29

6
98

0
,3

69
,2

91
6
00

,0
00

,0
00

10
83

2,
32

6,
40

2
89

9,
57

3,
73

9
91

3
,1

21
,9

54
6
00

,0
00

,0
00

11
1,

49
0
,1

85
,5

38
65

5,
18

4,
15

5
1,

74
8,

12
3,

33
7

6
00

,0
00

,0
00

12
92

6,
09

6,
17

4
74

4,
58

2,
75

2
1,

92
9,

63
6,

75
9

6
00

,0
00

,0
00

1
63

1,
72

8,
31

0
58

2,
77

1,
26

8
1,

97
8,

59
3,

80
1

6
00

,0
00

,0
00

2
56

0,
20

1,
81

9
1
,0

32
,3

43
,0

31
1,

50
6,

45
2,

58
9

2/
19

40
0,

00
0,

00
0

1,
0
00

,0
00

,0
00

3
3,

72
5
,1

86
,8

14
2
,1

30
,4

65
,1

63
3,

10
1,

17
4,

24
0

3/
15

40
0,

00
0,

00
0

1,
4
00

,0
00

,0
00

3/
27

60
0,

00
0,

00
0

8
00

,0
00

,0
00

財
政

調
整

基
金

6/
20

～
3/

27
28

0
0.

01
0

46
,0

27

3/
27

40
0,

00
0,

00
0

4
00

,0
00

,0
00

財
政

調
整

基
金

2/
19

～
3/

27
36

0.
01

0
3,

94
5

3/
27

40
0,

00
0,

00
0

0
公

共
施

設
建

設
基

金
3/

15
～

3/
27

12
0.

01
0

1,
31

5

3/
27

60
0,

00
0,

00
0

6
00

,0
00

,0
00

4
39

4,
45

0,
30

0
1
,2

72
,6

66
,7

93
2,

22
2,

95
7,

74
7

4/
2

60
0,

00
0,

00
0

0
佐

賀
銀

行
3/

27
～

4/
2

7
0.

28
0

32
,2

19

5
83

1,
22

8,
36

7
2
,6

70
,7

82
,7

39
38

3
,4

03
,3

75
0

計
借

入
累

計
2
,8

0
0
,0

0
0
,0

0
0

返
済

累
計

2
,8

0
0
,0

0
0
,0

0
0

0
9
4
,3

5
5

※
一
般
会
計
予
算
で
認
め
ら
れ
た
一
時
借
入
金
の
限
度
額
（
現
在
高
）
は
、
1
,
5
0
0
,
0
0
0
千
円
で
あ
る
。

月
歳

入
総

額
歳

出
総

額
月

末
現

金
残

高

基
　

金
　

の
　

運
　

用
　

及
　

び
　

一
　

時
　

借
　

入
　

金
　

の
　

状
　

況

※
例

月
報

告
書

（
収

支
月

計
表

）
の

数
値

（
一

般
会

計
）
よ

り
利

息
計

日
数

・
利

率
返

済
額

借
入

額

基
金
の
運
用
及
び
一
時
借
入
金
の
状
況
（
平
成
３
０
年
度
）
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鹿
島
市
（一

般
会
計
）　
財
政
状
況
の
推
移
（過

去
１
０
年
間
）

※
数
値
は
決
算
統
計
資
料
か
ら

 
 

(単
位
：
千
円
）

№
平
成
２
１
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
２
３
年
度

平
成
２
４
年
度

平
成
２
５
年
度

平
成
２
６
年
度

平
成
２
７
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
２
９
年
度

平
成
３
０
年
度

1
　

市
税
（
税
収
）

2
,
9
4
1
,
4
8
7

2
,
9
2
3
,
9
6
8

2
,
9
2
6
,
1
2
1

2
,
9
8
2
,
7
4
9

2
,
9
8
8
,
6
9
2

2
,
9
5
5
,
6
2
8

2
,
9
6
6
,
7
5
8

3
,
0
0
3
,
1
7
1

3
,
0
7
8
,
7
5
3

3
,
0
5
5
,
0
9
6

2
　

地
方
交
付
税
（
計
）

4
,
1
6
0
,
7
2
8

4
,
4
0
2
,
0
6
4

4
,
3
6
1
,
0
2
2

4
,
2
8
1
,
5
3
3

4
,
1
7
1
,
5
6
9

3
,
9
9
3
,
8
7
4

4
,
0
4
7
,
0
8
0

3
,
8
9
8
,
2
1
2

3
,
7
5
4
,
3
6
5

3
,
6
8
0
,
9
7
2

3
・
う
ち
普
通
交
付
税

3
,
4
7
0
,
1
7
0

3
,
6
7
5
,
7
4
7

3
,
6
3
9
,
6
5
1

3
,
5
8
7
,
1
3
5

3
,
4
7
7
,
2
8
0

3
,
3
1
8
,
6
9
2

3
,
3
7
8
,
7
0
7

3
,
2
6
2
,
7
7
3

3
,
1
4
9
,
7
8
5

3
,
0
8
5
,
1
1
5

4
・
う
ち
特
別
交
付
税

6
9
0
,
5
5
8

7
2
6
,
3
1
7

7
2
1
,
3
7
1

6
9
4
,
3
9
8

6
9
4
,
2
8
9

6
7
5
,
1
8
2

6
6
8
,
3
7
3

6
3
5
,
4
3
9

6
0
4
,
5
8
0

5
9
5
,
8
5
7

5
臨
時
財
政
対
策
債
（
一
般
財
源
）

4
2
8
,
4
3
3

6
2
0
,
6
2
6

4
8
8
,
0
0
9

4
8
4
,
2
3
3

4
7
6
,
3
9
2

4
5
9
,
5
1
0

4
4
1
,
9
1
4

3
5
7
,
6
1
2

3
7
3
,
7
4
8

3
7
1
,
5
4
2

6
4
,
5
8
9
,
1
6
1

5
,
0
2
2
,
6
9
0

4
,
8
4
9
,
0
3
1

4
,
7
6
5
,
7
6
6

4
,
6
4
7
,
9
6
1

4
,
4
5
3
,
3
8
4

4
,
4
8
8
,
9
9
4

4
,
2
5
5
,
8
2
4

4
,
1
2
8
,
1
1
3

4
,
0
5
2
,
5
1
4

7
歳
入
（
総
額
）

1
3
,
1
2
2
,
3
4
2
1
3
,
2
6
3
,
0
6
9
1
2
,
8
5
6
,
3
3
7
1
3
,
3
4
4
,
7
6
3
1
3
,
5
0
5
,
9
4
7
1
5
,
0
5
7
,
1
4
4
1
4
,
4
0
3
,
7
7
9
1
5
,
5
0
8
,
7
7
6
1
4
,
3
6
7
,
9
2
4
1
4
,
9
2
2
,
1
9
8

8
・
う
ち
一
般
財
源
（
総
額
）

9
,
2
0
7
,
6
7
9

9
,
0
3
0
,
3
5
3

8
,
9
3
9
,
1
3
7

8
,
7
5
2
,
6
6
9

8
,
8
3
9
,
6
9
0

8
,
9
7
9
,
8
0
1

8
,
8
9
1
,
5
3
7

8
,
4
5
9
,
3
7
3

8
,
5
7
4
,
3
4
4

8
,
4
0
8
,
4
3
5

9
歳
出
（
総
額
）

1
2
,
8
1
1
,
0
7
4
1
2
,
8
5
1
,
5
2
2
1
2
,
4
3
5
,
4
9
8
1
2
,
8
8
5
,
8
7
0
1
3
,
0
2
3
,
9
2
5
1
4
,
7
0
8
,
2
7
1
1
3
,
8
2
9
,
3
0
4
1
5
,
1
9
6
,
7
1
4
1
4
,
0
4
4
,
5
7
7
1
4
,
5
3
8
,
7
9
5

1
0

市
債
（
借
入
金
）
残
高

9
,
2
7
5
,
2
0
0

9
,
3
2
4
,
6
6
7

8
,
8
6
3
,
0
4
6

8
,
5
1
2
,
6
0
4

8
,
2
5
8
,
5
2
4

8
,
8
2
9
,
1
3
0

9
,
3
6
2
,
5
1
6
1
0
,
4
8
7
,
0
4
7
1
0
,
7
8
9
,
1
2
2
1
0
,
9
2
2
,
0
6
3

1
1

・
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債

2
,
9
3
8
,
2
3
0

3
,
3
7
6
,
8
5
4

3
,
6
6
8
,
1
1
2

3
,
9
3
9
,
2
6
3

4
,
1
7
8
,
2
1
3

4
,
4
0
3
,
9
0
7

4
,
6
0
2
,
6
9
1

4
,
6
9
4
,
6
0
1

4
,
7
8
4
,
2
3
3

4
,
8
4
7
,
5
2
6

1
2

差
引
（
市
債
残
高
）

6
,
3
3
6
,
9
7
0

5
,
9
4
7
,
8
1
3

5
,
1
9
4
,
9
3
4

4
,
5
7
3
,
3
4
1

4
,
0
8
0
,
3
1
1

4
,
4
2
5
,
2
2
3

4
,
7
5
9
,
8
2
5

5
,
7
9
2
,
4
4
6

6
,
0
0
4
,
8
8
9

6
,
0
7
4
,
5
3
7

1
3

基
金
（
積
立
金
）
残
高

2
,
9
8
2
,
3
1
9

3
,
6
2
5
,
1
8
0

3
,
9
2
6
,
2
4
7

3
,
7
8
2
,
1
0
8

3
,
8
1
3
,
8
7
9

3
,
2
0
6
,
4
4
1

2
,
9
4
5
,
2
3
7

2
,
9
4
4
,
8
2
3

2
,
8
4
8
,
6
6
0

2
,
9
3
2
,
0
0
6

1
4

　
・
う
ち
財
政
調
整
基
金

1
,
1
1
4
,
6
0
9

1
,
3
9
1
,
3
5
4

1
,
6
4
8
,
4
3
2

1
,
6
4
9
,
2
8
5

1
,
6
5
2
,
0
2
7

1
,
4
9
3
,
1
0
9

1
,
4
9
6
,
6
0
3

1
,
4
9
3
,
2
6
2

1
,
4
3
1
,
7
1
0

1
,
3
2
6
,
9
8
3

1
5

　
・
う
ち
減
債
基
金

4
9
7
,
0
8
5

4
3
2
,
2
2
5

3
8
8
,
4
1
7

3
2
1
,
7
9
5

2
5
0
,
7
7
6

2
1
9
,
2
9
8

2
1
0
,
7
5
1

2
0
5
,
9
4
6

1
9
6
,
7
7
0

1
9
0
,
5
5
9

1
6

　
・
う
ち
公
共
施
設
建
設
基
金

9
5
5
,
4
5
7

1
,
3
8
8
,
8
9
0

1
,
4
8
3
,
8
3
9

1
,
4
1
6
,
2
0
1

1
,
4
9
0
,
4
9
6

1
,
0
8
7
,
7
1
6

8
5
0
,
7
6
2

8
1
0
,
4
0
2

7
0
4
,
4
0
4

6
4
3
,
3
0
2

1
7

1
,
4
3
6
,
0
2
8

1
,
5
4
9
,
2
7
7

1
,
1
0
3
,
3
7
5

1
,
7
7
6
,
3
4
2

1
,
7
5
6
,
3
3
5

3
,
1
6
0
,
7
3
4

2
,
0
6
0
,
4
1
5

3
,
4
2
8
,
4
2
2

1
,
9
1
8
,
2
0
5

2
,
2
0
0
,
5
1
8

1
8

経
常
収
支
比
率
（
％
）

9
2
.
4

8
7
.
6

8
9
.
9

9
1
.
3

9
2
.
2

9
3
.
2

8
8
.
1

9
1
.
9

9
3
.
5

9
4
.
4

1
9

起
債
制
限
比
率
（
％
）

1
0
.
3

8
.
8

7
.
5

6
.
8

6
.
4

5
.
6

4
.
6

3
.
5

2
.
9

3
.
3

2
0

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

1
5
.
8

1
3
.
3

1
1
.
1

1
0
.
3

9
.
8

9
.
0

8
.
0

7
.
0

6
.
3

6
.
8

2
1

財
政
力
指
数

（
３
ヵ
年
平
均
）

0
.
4
4

0
.
4
3

0
.
4
2

0
.
4
1

0
.
4
2

0
.
4
3

0
.
4
4

0
.
4
5

0
.
4
6

0
.
4
7

2
2

人
口
（
年
度
末
現
在
）

31
,
62
2

31
,
54
1

3
1,
4
03

31
,2
99

30
,9
46

30
,6
00

30
,3
61

29
,9
58

29
,5
91

29
,1
74

2
3

職
員
数
（
人
）
　
※
全
会
計

25
2

25
4

25
0

24
8

24
7

24
1

23
7

23
8

23
5

23
6

2
4

議
員
数
（
人
）

16
1
6

16
16

16
16

16
16

16
16

 
 

平
成
３
０
年
度
(決

算
資
料
）

区
　
　
分

財 政 規 模 市 債 残 高 基 金 残 高 財 政 指 標投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
費
）

計
（
地
方
交
付
税
＋
臨
財
債
）
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平
成
３
０
年
度
　
決
算
資
料
（主

要
成
果
）

（
単
位
：
千
円
）

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

そ
の
他

地
方
消
費
税
交

付
金
（
社
会
保

障
財
源
化
分
）

そ
の
他

1
○
社
会
福
祉

4
,1

9
3
,9

4
9

3
,9

3
8
,8

4
6

1
,7

5
1
,8

6
3

6
9
8
,2

4
6

0
3
1
6
,9

0
3

1
1
1
,2

7
3

1
,0

6
0
,5

6
1

2
障
害
者
福
祉
事
業

9
0
0
,8

0
5

8
9
8
,5

9
2

4
1
3
,9

9
6

2
3
5
,7

6
8

0
6
,1

2
3

2
3
,0

4
6

2
1
9
,6

5
9

3
高
齢
者
福
祉
事
業

1
8
8
,6

9
2

1
2
5
,9

3
3

0
6
9
8

0
2
4
,0

6
0

9
,6

0
7

9
1
,5

6
8

4
児
童
福
祉
事
業

2
,4

3
6
,9

2
9

2
,3

5
1
,0

6
0

1
,0

2
3
,1

5
8

4
5
1
,2

6
5

0
2
7
4
,3

7
5

5
7
,1

8
9

5
4
5
,0

7
3

5
母
子
福
祉
事
業

3
3
,9

6
2

3
3
,9

6
2

8
,2

4
8

2
,0

0
2

0
0

2
,2

5
2

2
1
,4

6
0

6
生
活
保
護
扶
助
事
業

4
5
4
,7

8
9

4
0
3
,9

0
5

2
9
3
,8

6
0

1
,2

2
9

0
0

1
0
,3

3
3

9
8
,4

8
3

7
そ
の
他
の
社
会
福
祉
事
業

1
7
8
,7

7
2

1
2
5
,3

9
4

1
2
,6

0
1

7
,2

8
4

0
1
2
,3

4
5

8
,8

4
6

8
4
,3

1
8

8
○
社
会
保
険

1
,4

4
7
,9

2
8

1
,3

4
7
,4

0
3

3
3
,7

9
1

1
9
1
,9

0
0

0
5
3
,6

9
9

1
0
1
,4

1
5

9
6
6
,5

9
8

9
介
護
保
険
事
業

5
4
4
,0

3
6

4
4
3
,5

1
1

0
6
0
0

0
1
6
,3

7
4

4
0
,5

0
2

3
8
6
,0

3
5

10
国
民
健
康
保
険
事
業

3
4
3
,9

5
6

3
4
3
,9

5
6

3
3
,7

9
1

1
0
4
,0

3
1

0
2
3
3

1
9
,5

5
2

1
8
6
,3

4
9

11
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

5
5
9
,9

3
6

5
5
9
,9

3
6

0
8
7
,2

6
9

0
3
7
,0

9
2

4
1
,3

6
1

3
9
4
,2

1
4

12
○
保
健
衛
生

2
0
2
,1

9
7

1
5
4
,7

3
1

1
,6

4
7

1
,7

7
7

0
6
,4

2
5

1
3
,7

5
8

1
3
1
,1

2
4

13
予
防
事
業

9
2
,0

4
8

8
3
,2

5
5

0
2
2
9

0
7
6
8

7
,8

1
1

7
4
,4

4
7

14
母
子
保
健
事
業

2
7
,7

8
3

2
7
,7

8
3

1
4
7

1
3
9

0
5
3

2
,6

0
6

2
4
,8

3
8

15
健
康
増
進
事
業

2
3
,4

5
2

2
3
,2

1
9

7
6
7

8
0
3

0
3
,4

7
4

1
,7

2
6

1
6
,4

4
9

16
そ
の
他
の
保
健
衛
生
事
業

5
8
,9

1
4

2
0
,4

7
4

7
3
3

6
0
6

0
2
,1

3
0

1
,6

1
5

1
5
,3

9
0

17
合
　
　
計

5
,8

4
4
,0

7
4

5
,4

4
0
,9

8
0

1
,7

8
7
,3

0
1

8
9
1
,9

2
3

0
3
7
7
,0

2
7

2
2
6
,4

4
6

2
,1

5
8
,2

8
3

備
考

特
定
財
源

一
般
財
源

地
方
消
費
税
交
付
金
(社

会
保
障
財
源
化
分
)が

充
て
ら
れ
る
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経
費

 

（
単
位
：
千
円
）

歳
入
項
目

社
会
保
障
財
源

　
平
成
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
（
５
％
か
ら
８
％
）
に
伴
い
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
分

に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
途
を
明
確
化
し
、
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３
０
年
度
「
鹿
島
市
一
般
会
計
決
算
」
に
お
け
る
社
会
保
障
施
策
経
費
へ
の
充
当
状
況
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
（社

会
保
障
財
源
化
分
）

22
6,

44
6

№
事

業
名

事
業
費

う
ち
対
象
経
費

（
事
務
費
、
人
件

費
を
除
く
）

財
源
内
訳
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 国 ２７年  就

２２年  業

 調 増 加 率  人

住台 31･3･31  口

基帳 30･3･31

(14人)

職員数 千円

(人) 千円

10 世帯

10 人

12 円

2 円

0 円

※「歳入総額」欄及び「歳出総額」欄には、地方財政状況調査に基づく純計を計上している。
※「標準財政規模」欄には臨時財政対策債を含む金額を計上している。
※職員数、給料及び報酬は、平成31年4月1日現在を計上している。

4 1 2 0 7 4  市 町 村 類 型 Ⅰ－１

 種 地  区 分

産      業      構      造

 30年度交付税決 算 状 況  ふりがな  かしまし佐 賀 県

平 成 30 年 度

 鹿 島 市

 コ－ド番号

 市町村名

人 口

都 道 府 県 名

第 ２ 次

種 地

Ｉ－２

第 ３ 次
人 口 密 度

人口集中
面 積

地区人口 区 分

２２年

112.12k㎡

26.0%

指定団体
等の状況5,975,826千円

8,886人

60.6%

3,814人1,956人

第 １ 次

274人 9,708人　 国  調

265人

60.1%

9,378人

14.2% 25.7%

2,220人 4,007人

平成30年度平成29年度

14,922,198

9,570人　 ２７年

区　分

国  調 13.4%

 35･10･1以降の合併状況

区   分（単位：千円）

29,174人

  △3.4%

29,591人

30,720人

29,684人

指数等

 低開発

 辺地

 農山村

標 準 財 政 規 模

基 準 財 政 需 要 額

7,136,654千円

基 準 財 政 収 入 額

238,946

 ６ 単 年 度 収 支         (Ｆ)

 ５ 実質収支(C)-(D)        (Ｅ)
97.2%

3.3%

将 来 負 担 比 率

起 債 制 限 比 率

実 質 公 債 費 比 率

実 質 赤 字 比 率

 し尿処理

 火 葬 場

(△15.38%) 事務の共同
処理の状況

 ごみ処理

 介護保険

 ８ 繰 上 償 還 金         (Ｈ)

△ 66,514

 ７ 積    立    金         (Ｇ) 218,358

2,890,711千円

14,538,795

323,347 383,403

内減債基金

352,803

113,857

30,600

内財政調整基金

連結実質赤字比率 －%

3.1%

9.1%

財 政 力 指 数 0.47

実 質 収 支 比 率

6.8%

公 債 費 比 率

公 債 費 負 担 比 率

一人当り平均給料

H29 ･ 4 ･ 1

925,052千円

年 月 日

H29 ･ 4 ･ 1 786,000円

改定実施

 ４ 翌年度へ繰越すべき財源 (Ｄ)

 ３ 歳入歳出差引額         (Ｃ)

84,401

 １ 歳  入  総  額         (Ａ) 14,367,924

14,044,577 ２ 歳  出  総  額         (Ｂ)

4.9%

(△4.94%)－%

190,559千円

155,209

   議 会 副 議 長

   議  会  議  員

債 務 負 担 行 為 額

特 別 職 等

可 処 分 資 産 額

（報　酬）月　額

 電    算

 ふるさと市町村圏

 常備消防

2,932,006千円

1,326,983千円

内その他特目基金 1,414,464千円

積 立 金 現 在 高

635,000円

10,922,063千円

 後期高齢者医療

 ９ 積立金取崩し額         (Ｉ)

 10 実質単年度収支         (Ｊ)
         (F)+(G)+(H)-(I)

△ 128,156

   議  会  議  長

(63,787) (320,538)    市          長

319,960

   教    育    長

63,352 　 副　　市　　長

収 益 事 業 収 入 額

地 方 債 現 在 高
260,000

職員数（Ａ） 給料月額（Ｂ）１人当り支給月額
(B)/(A)

（単位：円）

9,066

280,000

198

区 分

（ ） は 前 年 度

386,000

一 般 職 員 等

区 分

    教 育 公 務 員 3 1,158

    一  般  職  員 (199)

 (単位：人)  (単位：千円)

法 適 用

 繰入金  (千円)

普通会計からの

（千円）

収 支 額

公

営

事

業

の

状

況

国民健康保険 無

後期高齢者医療 無

の 有 無
事 業 名

343,956

570,165

有

公 共 下 水 道

88,066

上 水 道 95,873 9,467

無 0

    臨  時  職  員

    消  防  職  員

合 計 201 64,510 320,945

1,602 128,167

谷田工場団地 無 0 0 361,158

国

保

会

計

の

状

況

収  支  額 (千円)

被保険者一人当り費用

普通会計からの繰入額(千円)

7,057

被保険者一人当り保険税調定額 (現年)

加入世帯数 (年平均)

被保険者数 (年平均)

205,361

114,452

88,066

343,956

3,933

一世帯当り保険税調定額 (現年)

596,000円H29 ･ 4 ･ 1

H29 ･ 4 ･ 1

H29 ･ 4 ･ 1

420,000円

354,000円

334,000円H29 ･ 4 ･ 1
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                                            （単位：千円、％）

経常収

支比率

2,127,814 24.7

1,235,601 15.4

3,607,727 12.9

776,811 10.6

776,713 10.6

98 0.0

6,512,352 48.2

1,650,956 14.3

38,019 0.3

1,450,946 10.7

732,812 8.6

557,767 0.0

215,211 0.0

1,913,026 20.9

2,200,518

64,103

2,167,674

内 1,348,935 ％

715,773

訳 102,966 千円

32,844

千円

※

※ 千円

　

△ 3.8 1.1

8.8 13.8

△ 0.6 38.6

3.8 5.8

3.4 0.4

3.5 8.8

4.6

　特別土地保有税 　 10.6

8.4 3.3

 入  湯  税 8.4 7.5

内  都市計画税 0.2

 水利地益税 5.3

訳  共同施設税

△ 0.8 100.0

 50,000円  ～

※地方債（　）書きは臨時財政対策債発行額。
※合計（　）書きは臨時財政対策債を含む経常一般財源（歳入）の額。

検索

1,183,438

2,413,991

ページでご確認ください。
■更新日　令和元年8月9日 ＜ver1.0＞

■内容の変更がある場合があります。最新版は鹿島市ホーム
鹿島市 決算カード

純固定資産税固  定

0.2

【鹿島市決算カードをご利用の方へ】

　鉱  産  税

226,420   農 林 水 産 業 費 1,271,784

所 得 割

均 等 割

法 人 税 割

固 定 資 産 税

法

税

1.00

 3,500円

対する比率

標準税率に

　軽自動車税

資産税

3.6 111,833

7,209

個人分

100.0

民

12.1/100

人

分

　市町村たばこ税

市

民

税

個

人

分
1.5/100

市

96.6%

768,627

合 計
繰 越 分

94.6%

95.9%

  市  民  税

  市  税  計

  固定資産税 14.9%

19.3%

27.0%

99.0%

8,025,032

  公    債    費

  諸  支  出  金

776,811

  前年度繰上充用金

99.0%

98.9%

区 分
現     年

合          計 14,538,795

課 税 分徴

収

率

 3,000,000円

115,217

滞     納

  消    防    費

  災 害 復 旧 費

1,541,888

478,316

1,095,276

32,844

170,674660,919

842,551

62,896

  教    育    費

746,061

17,896

8,760

928,115

404,029

794,105

437,494

  衛    生    費

  商    工    費

  土    木    費

2,008,420

  労    働    費

19,912192,232 6.3 162,468

46.9 1,337,521 95,305

  総    務    費

5,615,248  民    生    費

151,842

(7,231,578)

0.0

158

 地  方  債

100.014,922,198

2.3

323,347

35.3

2.2

一般財源等
超過課税分

収入済額

0.0

1,123,679   議    会    費

(371,542)

339,402

合 計

増 減 率構 成 比

6,860,036

566,753

580,935

261,420

うち一部事務組合

 積    立    金

2,958

経常収支比率

5.0 721,544

3.8

1.5

1,510,2001,635,246

120,000

 繰    出    金

595,857

0.0

16.2

11.7

66,495

2,422,975

 投資及び出資金貸付金

0.0

 投 資 的 経 費0.0

0.0

3.9

25,301

3,085,115

5,878

1.0

4.0

0.4

6,850,699

14,513

3,085,115

1,535

2.8

0.0

49.9

45.0

 単    独

112,808

市 町 村 名 鹿 島 市

6,410

20.7

0.1

24.7

0.0

0.0

 利子割交付金

 自動車取得税交付金

540,166

 株式等譲渡所得割交付金

 地方消費税交付金

5,271

6,019

0.0

3,085,115

25,301

5,271

540,166

6,410

3.6

6,019

 交通安全交付金

 分担金･負担金

類 型

区 分
経 常 一 般

財 源 ( Ｋ )

歳                        入

0.8

3,055,096

112,808

Ⅰ － １

3,055,096

決 算 額 構 成 比

 地  方  税

 地方譲与税

20.5

0.2

 配当割交付金

 特  別

地方特例交付金

 地方交付税 3,680,972

14,513

5,878

 普  通

416,250

0.2

 手  数  料

 国庫支出金

 都道府県支出金

 財 産 収 入

 寄  附  金

1,740,645

 繰  入  金

7,446,556

 使  用  料 148,330

  小    計

233,496

110,385

民  税

交 付 金 7,209

23,890

840,742

法人分

1,076,904

区 分

市町村

 繰  越  金

3.8

5.6

1,766

一 般

均 等 割

100.0

適 用 税 率 の 状 況

合        計 2,969,1303,055,096

旧法による税

 宅地開発税

目 的 税

1,106

1,106

0.0

0.0

1,433,764

決 算 額

7.7

768,529

98

 補  助  費  等

 物    件    費

小 計

経常一般財源（歳出）

元利償還金内

0.0 98

768,5295.3

214,435

9.3

0.3

13.2

211

3,485,309

1,031,644

10.0

44.7

11.4

3,655,250

1,250,398

一時借入金利子

94.4 ％

0.2

0.7

1,071,876

21,871 21,871

776,903

臨時財政対策債を含まない率

 前年度繰上充当金

14.9

270,18015.1

0.0

  うち 人件費 18,9790.4

44,027

4.9

 県工事負担金

618,850

　

8,408,435

99.5

構成比

14,538,795

6,825,927

経常一般財源（歳入）

8,025,032100.0

区 分

7,231,578

決 算 額

合 計

市 町 村 税

基準税額
×100/75

0.0 諸  収  入

0.0

0.0

 補    助

0.0

0.0

 普通建設事業費

0.1

0.1

0.0

 維 持 補 修 費

 災害復旧事業費

平成30年度

構成比決 算 額

768,627

財 源 等

0.1

う ち 職 員 給

 扶    助    費

14.6 人    件    費

5.3 公    債    費

8.5

931,788

768,627

24.8

8,760

性      質      別      歳      出

1,114,7411.6

一般財源等総額（歳入）

経 常 一 般

目 的 別 歳 出

151,842

0.1

1,785,147

財 源 等

1,954,835

1,132,953

訳

931,535

(Ｋ)の

構成比
区 分

44.5

0.2

99.9

7.9

0.4

45.0
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Ⅱ．一 般 会 計 

１款．議会費  （１項）議会費 

 

条例や予算関連議案、市政の重要な課題について、積極的かつ慎重な審議を行った。定例会のインター

ネットやケーブルテレビでの放映、議会だよりの発行により、広く議会情報を発信し、市民の議会への関心を

高めることに努めた。また、中学３年生の子ども議員が、市の課題や将来について質問や提言を行う「鹿島市

子ども議会」を開催した。さらに、議会報告会をエイブルホールで開催し、積極的に市民と議員の意見交換を

行った。 
 

議会費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 議会定例会・臨時会の開催 
所管課 議会事務局 

費 目 議会費 

事業費 

（千円） 
148,258 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    148,258 

事業内容 

 

住民福祉の向上や地域の活性化等の様々な課題に適切に対処していくために、議会に上程された

案件について審議を行った。 

 
○本会議開催状況 

 
 

○議決状況 

   

○請願の審議結果 

区 分 
件    数 審  議  結  果 

新 規 継 続 合 計 採 択 不採択 撤 回  継続審査 審議未了 

６月定例会     1  1 1     

９月定例会    2  2 1 1    

合  計  3  3 2 1    
 

議 会 名 会    期 会期日数 本会議 委員会 

６月定例会  ６月８日～  ２２日 １５ ６ １ 

９月定例会 ９月１０日～１０月１０日 ３１ ７ ６ 

１２月定例会 １１月３０日～１２月２０日 ２１ ７  ０ 

３月定例会 ２月２０日～３月２２日 ３１ ６ ７ 

合 計  ９８ ２６ １４ 

 付   議   事   件  
 
  

件 

数 

計 

結     果 

市 長 提 出 議 員 提 出 

原
案
可
決 

原
案
同
意 

承

認 

認

定 

修
正
可
決 

否

決 

報
告
・
諮
問
・
選
挙
ほ
か 

条 

例 

予 

算 

決 

算 

そ
の
他
議
案 

報 

告 

条 

例 

意
見
書 

決 

議 
 

動 

議 

選
挙
ほ
か 

 ６月定例会  7  2    6  3  1   1 20 12 1 3    4 

９月定例会  3  3  7  4  3  1   2 23  8 1  7 1 1 5 

１２月定例会  2  6    8  1  1    18 14 3      1 

３月定例会 11 14  17  1    1 44 28 13     3 
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○議会費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 委員会による行政視察 
所管課 議会事務局 

費 目 議会費 

事業費 

（千円） 
2,747 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,747 

事業内容 

 

議会運営委員会、常任委員会及び特別委員会等による行政視察を行い、先進事例の取組みを参考として

市政施策への有効な活用と方策の考察を行った。 

 
 

委 員 会 名 視 察 日 視 察 先 視 察 事 項 

議会運営 

委員会 

8月 28日 芽室町(北海道) 議会改革、議会運営 

8月 29日 石狩市（北海道） 議会改革、議会運営 

8月 30日 登別市（北海道） 議会改革、議会運営 

総務建設環境 

委員会 

10月 22日 気仙沼市（宮城県） 震災時の状況、震災からの復興と防災 

10月 23日 久慈市（岩手県） ＤＢ発注方式の契約概要、今後の計画 

10月 24日 須賀川市（福島県） 藤沼ダム決壊の経緯、復興の現状と防災対策 

文教厚生産業 

委員会 

10月 15日 大仙市（秋田県） 小中学校における学力向上の取り組み 

10月 16日 
横手市（秋田県） 園芸メガ団地 

北上市（岩手県） 北上市スポーツ推進計画 

10月 17日 登米市（宮城県） 東北風土マラソン＆フェスティバル 

 

 

地方創生対策

特別委員会 

7月 17日 

南島原市（長崎県） 学校の廃校舎を利用した南島原食堂の見学 

天草市（熊本県） 
起業創業・中小企業支援センター(アマビズ) 

および天草宝島物産公社運営事業 

7月 18日 
出水市（鹿児島県） 

観光資源を利用したまちづくり、企業誘致の 

取り組み 

人吉市（熊本県） グリーンツーリズム事業と今後の課題 

7月 19日 
人吉市（熊本県） 人吉ふれあい１００円商店街の取り組み 

みやま市（福岡県） 農村チャレンジショップ整備事業 

 

   

○総務建設環境委員会行政視察            ○文教厚生産業委員会行政視察 

（福島県須賀川市）                            （秋田県横手市） 
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○議会費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

 

事業名 議会だよりの編集及び発行 
所管課 議会事務局 

費 目 議会費 

事業費 

（千円） 
957 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    957 

事業内容 

 

本会議における一般質問、質疑、答弁、討論等の審議状

況、議員の賛否結果及び各委員会活動の報告等について、

議員で構成する議会だより編集委員会により編集し、議会だ

よりとして年４回発行した。 

読みやすい紙面づくりに取り組み、市民と議会を結ぶ情報

広報紙として議会活動をわかりやすく情報発信するよう努め

た。各回１０,７００部を作成し、市内全世帯及び県内外の市議

会ほか、関係機関に配布した。 
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２款．総務費  （１項）総務管理費 

 

消耗品費、通信運搬費などの経常的な事務費の節減を行いつつ、継続的に各事業又は新たな事業を推進

した。 

総務管理の面では、庁内全体に係る事務経費の管理や文書管理、人事管理の面では職員研修や健康管理

といった事業を継続的に行い、施設管理ではゲート付き職員駐車場のブロック塀改修工事や新世紀センターの

空調増設工事などを行った。また、新市民会館建設事業に係る基本設計に取り組んだ。 

交通対策として、子どもや高齢者、外国人を対象とした交通安全教室や、運転免許証自主返納者への助成

など、交通安全に関する各種事業を展開した。 

 

○総務管理費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文書管理システム事業 
所管課 総務部 総務課 総務係 

費 目 一般管理費 

事業費 

（千円） 
448 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    448 

事業内容 

 平成 11年度から導入した文書管理システム「ＡＫＦ」の維持管理のため、次の事業を行った。 

○ 文書管理委員会による前期・後期維持管理実地確認 

○ 新規採用職員等に対する研修 

○ フォルダラベル、個別フォルダ等の消耗品及び文書管理キャビネットの購入 

事業名 庁用車等の更新 
所管課 総務部 総務課 総務係 

費 目 一般管理費 

事業費 

（千円） 
10,048 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   8,600 1,448 

事業内容 

 マイクロバスの購入及び複合機などの事務機器等の更新

を行った。 

○ マイクロバス 1台（ｺﾐｭﾆﾃｨ助成事業） 8,672,580円 

○ モノクロ複合機（総務課） 

  FAX機能付き 3台、複合機 1台 

1,188,000円 

○ 椅子 9脚ほか 186,606円 
 

 

事業名 職員メンタルヘルス対策事業 
所管課 総務部 総務課 職員係 

費 目 一般管理費、職員研修費 

事業費 

（千円） 
980 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    980 

事業内容 

心の病の予防、早期発見、再発防止を目的として、職員自らのセルフケア及び組織のラインケアを促

すため、労働安全衛生法に基づく「ストレスチェック」、専門のカウンセラー（臨床心理士）による相談及

びメンタルヘルス研修を実施した。 

○ ストレスチェック 受検者 316人  集団分析  27集団 （実施委託料 275,400 円 ） 

○ 産業医による高ストレス者面談指導 （報酬 164,600 円 職員健康相談等） 

○ 臨床心理士による毎月 2回のカウンセリング及び「カウンセラーだより」の発行（毎月） 

（報償費 19,600 円×2回×12月＝470,400 円） 

○ メンタルヘルス研修（※職員研修費と重複計上） 

平成 30年 8月 受講者 154人  平成 30年 12月 受講者 170人 

（実施委託料 50,000 円  報償費 19,600 円） 

 

○マイクロバス ゆりのき号 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 交通対策一般経費事業 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 交通対策費 

事業費 

（千円） 
3,089 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   174 2,915 

事業内容 

 年間重点推進事項に基づき、年４回の交通安全県民運動を中心に各種交通安全活動を行った。 

〇交通安全街頭キャンペーンの実施、子どもや高齢者、外国人を対象とした交通安全教室の開催 

〇幼稚園・保育園の年長児を対象とした交通安全イベント「新入生のための交通安全フェスタ in鹿島」

の開催 

〇交通安全指導員に対する研修（警察研修、自転車安全教育指導員養成講習、交通ボランティア等

ブロック講習）の実施 

〇交通安全指導員制服等更新（5人） 

〇チャイルドシートの購入（3 台）及び無料貸出し事業（貸出し件数 102件） 

〇75歳以上の高齢者の免許証自主返納者へのバス・タクシー券の助成（78人） 

 

○新入生のための交通安全フェスタ風景 

 

〇バス・タクシー券 

事業名 職員研修事業 
所管課 総務部 総務課 職員係 

費 目 職員研修費 

事業費 

（千円） 
2,252 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   61 2,191 

事業内容 

 

行政事務が複雑化、高度化している中、職員の能力向上を図るため、市独自研修の開催、自主研

修の奨励、人事評価制度の推進等に努めた。 

○研修 

働き方改革研修      平成 30年 6月    69人（委託料 108,160 円） 

メンタルヘルス研修前期 平成 30年 8月   154人（委託料  50,000円） 

パソコン（上級）研修    平成 30年 8月    26人（委託料  74,520 円） 

メンタルヘルス研修後期 平成 30年 12月  170人（報償費  19,600 円） 

○階層別研修 8件（新規採用職員研修、新任係長研修等） （負担金 80,000 円） 

○自主研修 30件（市町村アカデミー3件、国際文化アカデミー2件、NOMA4件ほか） 

 （旅費 684,506円 消耗品費 18,458 円 負担金 282,880 円） 

○人事評価制度 平成 27 年度に検討した人事評価制度の実施方法の徹底を図るため、新採職員等

対象研修（平成 30年 4月 44人）と新任評価者対象研修（平成 30年 12月 7人）を行った。 

 （委託料 357,260 円） 

○社会福祉主事資格取得 1件（旅費 96,730 円 負担金 68,900円） 

○交流研修等職員 3 人(佐賀県産業労働部企業立地課、佐賀県滞納整理機構、国土交通省九州地

方整備局) （ 旅費 6,800円 修繕料 4,030 円 負担金 400,000 円 ） 
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○総務管理費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 庁舎管理費（工事、修繕、委託等） 
所管課 総務部 総務課 総務係 

費 目 庁舎管理一般経費 

事業費 

(千円) 
38,313 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   3,323 34,990 

事業内容 

ゲート付き職員駐車場のブロック塀改修工事や新世紀センターの空調増設工事、その他本庁舎

及び新世紀センターの営繕工事・修繕等を実施した。 

  

○庁舎管理に係る主な工事・修繕等 

№ 事業名 事業費(千円) 事業概要 

１ 
ゲート付き職員駐車場ブロッ

ク塀改修工事 
756  

・ブロック塀の安全性を確保するため、

基礎を取り壊し、基礎からメッシュ

フェンスを新設 

２ 新世紀センター空調増設工事 260  
・階段室の気温上昇を抑制するため、

空調機を増設（階段室４階） 

３ 
庁舎１階新共同書庫文書棚購

入 
2,376  

・文書保存スペースを確保するため旧

自家発電機室に文書棚を設置 

４ 
その他の修繕工事（庁舎・新世

紀センター） 
1,377  

○庁舎         1,355千円 

・市民食堂厨房空調機修繕 

・市民課雨漏り対応工事 ほか 

○新世紀センター     22千円 

・１階男子トイレ洋風便器修繕 

○庁舎管理に係る主な業務委託 

№ 事業名 事業費(千円) 事業概要 

１ 
市庁舎・鹿島新世紀センター清

掃業務 
14,739  

・市庁舎、鹿島新世紀センターの清掃

業務 

２ 市庁舎宿・日直委託 9,783  ・夜間、休日の対応業務等 

３ 
その他の委託業務（庁舎・新世

紀センター） 
9,022  

○庁舎         5,980千円 

○新世紀センター    3,042千円 

・空調設備保守点検 ほか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲート付き職員駐車場ブロック塀改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新世紀センター空調増設工事 
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○総務管理費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民会館管理事業 
所管課 総務部 総務課 総務係 

費 目 市民会館費 

事業費 

（千円） 
10,939 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,939 

事業内容 

 

 

昭和４１年に竣工した市民会館は、平成 3１年 3月 31日の「ありがとう市民会館さよならコンサート」

を最後に５３年間の歴史に幕を閉じた。 

 

事業費 

№ 項   目 事業費(千円) 事業概要 

１ 鹿島市民会館建設検討委員会 70 委員報酬・謝金 （2回開催） 

２ 市民会館需用費 3,071 電気料、さよならコンサート 

３ 市民会館指定管理委託料 7,474 市民会館指定管理者への委託料 

４ 機器使用料 324 調光装置ユニットリース料 

合  計 10,939  

 

 

平成３０年度市民会館利用状況 

施設名 利用回数（回） 減免回数（回） 利用金額：有料（円） 

ホール 140  96  1,820,283  

ホワイエ 26  20  169,089  

会議室 1,036  772  1,441,931  

合  計 1,202  888  3,431,303  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○さよならコンサートのチラシ 

 

○閉館セレモニー 
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○総務管理費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民会館建設事業 
所管課 総務部 総務課 総務係 

費 目 市民会館費 

事業費 

（千円） 
27,736 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  1,000  26,736 

事業内容 

 

 

 新市民会館の設計候補者を選考するための選考委員会を設置し、選考の基本方針及び公募型

プロポーザル実施要領を策定した。設計候補者によるプレゼンテーション及び選考委員会による 

ヒアリング等を経て、設計者が決定された後は、提案される設計内容について佐賀大学理工学部

の教授等の専門家によるアドバイスを受けながら設計を進めた。 

 

事業費 

№ 項   目 事業費(千円) 事業概要 

１ 
設計候補者選考委員会及び設計

審査アドバイザー謝金ほか 
406 

設計候補者選考委員謝金 

市民ワークショップアドバイザー謝金

設計審査アドバイザー謝金ほか 

２ 

設計候補者選考プロポーザルに

係る食糧費及び設計候補者選考

委員旅費ほか 

12 弁当代（7人）、旅費 

３ 
基本設計・実施設計業務委託料

ほか 
27,318 

基本設計・実施設計業務委託 

解体工事設計業務委託 

アスベスト含有調査業務委託ほか 

合  計 27,736  

 

 

○新市民会館の完成予想図 

 

○新市民会館設計市民ワークショップ 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 広報運営事業 
所管課 総務部 企画財政課 秘書広報係 

費 目 文書広報費 

事業費 

（千円） 
7,747 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 212  19 7,516 

事業内容 

 

市政への理解と参画意識の醸成を図るため、市民に必要な情報やお知らせなどを分かりやすく、迅速

かつ正確に提供するため、毎月 1 日に「広報かしま」を発行し、新聞折込み又は郵送により各世帯や関係

機関に配布した。（毎月 9,800部作成・配布） 

また、市報裏表紙のカラーページ一面に市内イベントの予告として、開催期日等とともに写真を多く掲

載し、市民に興味を持ってもらい来場者の増加を図った。 

ホームページについては、利用者が目的のページへスムーズにたどり着けるように、トップページをリニ

ューアルし、利便性の向上に努めた。 

このほか、定例記者会見を毎月実施するとともに、国内数千万人の利用者を有し、情報拡散力があるツ

イッターとラインのＳＮＳを活用し、イベント情報や鹿島市のニュースなどを全国に向けて発信した。 

 

○事業内訳 

№ 事  業  名 事業費(千円) 事 業 概 要 

1 広報かしま印刷 3,786 印刷経費（毎月 9,800部） 

2 広報かしま配布業務委託 2,644 新聞折り込み手数料 

3 ホームページ更新業務委託 492 ＣＭＳ保守業務委託 

4 ホームページトップリニューアル委託 540 トップページデザイン変更委託 

5 機器リース料ほか 285 広報かしま作成用端末リース料ほか 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○広報かしま１１月号裏表紙 ○ホームページリニューアル（トップページ） 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 公会計制度継続支援事業 
所管課 総務部 企画財政課 財政係 

費 目 財政管理費 

事業費 

（千円） 
1,781 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,781 

事業内容 
  総務省から示された新公会計統一基準に従い、会計事務所の支援を受けて固定資産台帳の更新及

び、財務諸表の作成を行った。 

 

 

事業名 杵藤広域市町村圏組合負担金（総務関係） 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 企画費 

事業費 

（千円） 
12,735 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    12,735 

事業内容 
杵藤地区広域市町村圏組合（3 市 4 町）の総務関係負担金（一部事務組合負担金） 

○杵藤広域総務費負担金      12,735 （事務局運営経費） 

事業名 
まち・ひと・しごと創生に関する取り組み 

（国県交付金事業）  

所管課 各担当課（企画財政課 企画係主管） 

費 目 各予算費目 

事業内容 

 

平成 27年度に策定した「鹿島市人口ビジョン・鹿島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づ

き、国や県の交付金を活用しながら、地方創生に資する各種事業に取り組んだ。 

また、平成 29 年度に実施した地方創生の取組みを評価・検証するため、「鹿島市まち・ひと・し

ごと創生会議」を開催した。 

 

【地方創生に関する鹿島市の取り組み】 

○まち・ひと・しごと創生会議（8月開催） 
 

【地方創生に係る交付金事業】 

※各費目計上分を集計   

No. 実施事業名 主管課 事業費（千円） 

1 囲碁を通じたまちおこし事業 生涯学習課 1,941  (970)  

2 新籠海岸ウォーキング・ジョギングコース整備事業 環境下水道課 2,825  (1,412)  

3 鹿島の掘り起こし・鹿島検定事業 ほか３２事業 企画財政課 23,445  (11,716)  

さが未来スイッチ交付金（３４事業） 28,211  (14,098)  

○さが未来スイッチ交付金（県単独補助） 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

 

事業名 
地域経済循環創造事業 

（ローカル 10000プロジェクト） 

所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 企画費 

事業費 

（千円） 
9,799 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    9,799 

事業内容 

 

未活用だった伝統的建築物（大塚家・中岡家）を新たに宿泊施設や飲食施設として再生し、地域の発酵

文化・日本酒文化も活かした「滞在型拠点」として整備することで、「交流・賑わい・雇用」を生み出す地域活

性の起点とする。 
 

○事業内訳 

事   業   名 
事業費

（千円） 
事  業  概  要 

伝統的建造物と発酵文化を活用した「交流・賑わい・

雇用」を創出する未来へつなぐ地域経済活性化事業 
9,799 改修工事費、厨房設備、内装インテリア整備等 

※ 事業費 24,499 千円のうち 14,700 千円は翌年度へ繰越 

  

事業内容 

 

 

【鹿島市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる地方創生に向けた 4 つの政策目標】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 鹿島市行財政改革プランの見直し 所管課 総務部 企画財政課 企画係 

事業内容 

人口減少に歯止めをかける施策を展開していくため、限りある人と予算の効率性を高め、持続可能な行

財政運営を図ることを目的に、平成 27 年度に「行財政改革プラン」を策定した。本プランの期間は平成 28

年度～令和 2 年度で、社会情勢等の変化に対応するため、毎年度見直しを行いながら取り組みを進めるこ

ととしており、平成 30 年度は令和元年度の取組みについて決定した。 
 

【令和元年度の主な取組み】 

・超過勤務削減の取組み･･････平成 26 年度対比 20％削減を目標（平成 30 年度実績：△19.6％） 

・組織の見直し・再編･･････････市民部、産業部内の事務分掌の見直しと組織の再編について検討する 

・財政運営健全化の取り組み･･令和元年 10 月の消費税 10％への引き上げに伴う施設使用料等の見直し

やその他歳入確保策、歳出削減の検討を行う 

政策目標１ 
 

政策目標２ 

定住促進と交流人口の拡大 

 

 

政策目標３ 

 

政策目標４ 

安全安心な確かな暮らしを営むずっと住み続けたいまちの実現 

若者の定住を促し、安心して結婚・出

産・子育てができる環境づくりの推進 

 

好循環 

鹿島のものづくりをさらに磨きあげて   
鹿島ならではのしごとを生み出す 
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総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 路線バス維持事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 企画費 

事業費 

（千円） 
36,782 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,793   34,989 

事業内容 

地域における公共交通機関としてのバス路線の運行を確保し、主に交通弱者である高齢者や学生等の

移動手段の確保を図るため、廃止路線・生活路線の運行を行う補助対象事業者（乗合バス事業者）に対

し、運行費補助金を交付した。廃止路線代替バス運行は平成 30 年度に県補助金が廃止されたことから、

持続可能な公共交通手段確保のため、路線廃止地区への予約型のりあいタクシー導入を推進するなど、

今後も利用者へのサービス向上、市費負担の抑制を図る。 

〇事業内容 

 
 

№ 事 業 名 事業費（千円） 運 行 路 線 

1 廃止路線代替バス運行費補助金 12,974 5路線（大野、能古見、山浦、奥山、矢答線） 

2 生活交通路線維持費補助金 23,808 5路線（佐賀、嬉野、吉田、武雄、太良線） 

 

○乗降風景 

 

○バス運行の様子 

事業名 地域公共交通活性化・再生総合事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 企画費 

事業費 

（千円） 
3,490 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,490 

事業内容 

鹿島市地域公共交通活性化協議会では、平成 29年 3月に鹿島市地域公共交通網形成計画を策定し、

同計画に基づき市内交通路線の再編、市内循環バス及び高津原のりあいタクシーなどの利用促進、予約

型のりあいタクシーの運行開始など交通不便地域解消に向けた施策について、地域・事業者・行政が一体

となった取り組みを行った。 

市内循環バスは年々乗車数が増加しており、市民の生活の足として定着しつつある。また、のりあいタク

シーも徐々に乗車率（稼働率）が向上しており、今後は新たな利用者確保のためにより一層広報に努めて

いく。 

◎協議会負担 〇市内循環バス 〇高津原のりあいタクシー 〇予約型のりあいタクシー 

【平成 30年度委託料実績】 1,692千円 126千円 23千円 

【１便当たりの平均乗車人数】   （能）1.2％ （北）3.9％ 

（平成 30.4月～平成 31.3月） 3.05人 1.19人 ※H30.4～Ｈ31.3月稼働率 
 

 

○市内循環バス 

 

 

 

 

 

○予約型のりあいタクシー 

 

 

 

 

 

○高津原のりあいタクシー 
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○総務管理費の主な事業（続き）      平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 移住推進事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 企画費 

事業費 

（千円） 
189 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    189 

事業内容 

 

移住・交流・定住の促進を行うため、東京や福岡等の大都市圏で開催されている移住フェアへ移住相談

ブースを出展し、地方への移住希望者に対して鹿島市の移住施策等の情報提供・ＰＲを行った。 

フェア名 開催日 開催場所 事業費（千円） 

佐賀県・長崎県合同Ｕターン・Ｉターン相談会 5/19 福岡 13 

住まなきゃ損ＳＡＧＡセミナー 10/13 東京 63 

佐賀県・長崎県合同Ｕターン・Ｉターン相談会 11/18 東京 113 

〇佐賀県・長崎県合同Ｕターン・Ｉターン相談会 福岡 〇佐賀県・長崎県合同Ｕターン・Ｉターン相談会 東京 

 

事業名 地域活性化推進事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 地域振興費 

事業費 

（千円） 
32,047 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 11,716  7,693 12,638 

事業内容 

 

コミュニティ助成事業（宝くじ収益金活用事業）、ふるさと創生事業奨励金（ふるさと創生基金事業）に加

え、地域を担う若者の主体的活動を支援し、地域づくりへの参画を促すために創設した「青年活力啓発事

業費補助金」や、自発の地域づくりを促進する「さが未来スイッチ交付金」を活用して、創意工夫による地域

活性化の取組みを支援した。 

ふるさと創生事業奨励金は、鹿島ガタリンピックなど国際・国内交流事業 3 件、太鼓や法被整備など伝承

芸能保存事業2件、そのほか鹿島市のイメージアップや地域活性化に資する事業に多数活用され、このよう

な取り組みが地域活性化及び鹿島のＰＲ、交流人口の増加に繋がっている。 

 

○事業内訳（その１） 

№ 事   業   名 
事業費

（千円） 
事  業  概  要 

１ コミュニティ助成事業（宝くじ収益金活用事業） 4,500 ※下記の 2事業へ交付 

(1) 執行分区コミュニティ施設備品整備 (2,500) 音響放送設備・映写設備等整備 

(2) 古枝地区自主防災組織防災備品整備 (2,000) 防災用ヘルメット・倉庫整備 
 

-28-



○総務管理費の主な事業（続き）      平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 
○事業内訳（その２） 

№ 事   業   名 
事業費

（千円） 
事  業  概  要 

２ ふるさと創生事業奨励金（ふるさと創生基金事業） 3,193 ※下記の 10事業へ交付 

(1) スプリングコンサート (280) スプリングコンサートの開催 

(2) 小宮道区伝承芸能に係る物品整備 (113) 伝統芸能保存事業への補助 

(3) 第 34回鹿島ガタリンピック (530) 第 34回鹿島ガタリンピックの開催 

(4) 日中 農業、教育交流事業 (32) 民間国際交流事業への補助 

(5) 浜町誕生 100年記念事業 (950) 地域振興事業への補助 

(6) 第 5回肥前浜宿国際交流宿泊体験事業 (365) 民間国際交流事業への補助 

(7) 文化連盟 50周年記念事業 (450) 文化振興事業への補助 

(8) 
小舟津区伝承芸能に係る太鼓の新調及び現在の

太鼓両面張替え事業 
(113) 伝統芸能保存事業への補助 

(9) 日中 農業、教育交流事業（受入） (70) 民間国際交流事業への補助 

(10) 
第 68回公認鹿島祐徳ロードレース大会招待選手招

聘事業 
(290) 祐徳ロードレースへの選手の招聘 

３ 青年活力啓発事業費補助金 909 ※下記の 3事業へ交付 

(1) 
子どもたちの自主性と豊かな心を育む体験合宿事

業 
(500) 地域振興(体験合宿)への補助 

(2) 田澤記念館での木工教室 (139) 定住促進（木工教室）への補助 

(3) 日本酒ソムリエ育成計画 (270) 地域振興（日本酒ソムリエ育成）への補助 

４ さが未来スイッチ交付金事業 23,445 ※下記の 32事業へ交付 

(1) 山浦区生活道路被り木伐採事業 (1,898) 集落の維持・活性化事業への補助 

(2) 
祐徳稲荷神社と浜宿を結ぶ浜川を活用したまちづく

り事業 
(1,463) 地域振興（地域資源ＰＲ）への補助 

(3) 百済伽耶琴演奏会を通じた国際交流事業 (1,533) 文化振興・国際交流への補助 

(4) 鹿島の掘り起こし・鹿島検定事業を通して (1,592) 地域振興（地域資源ＰＲ）への補助 

(5) 運営スタッフ育成&生け花教室 (633) 地域振興（地域人材育成）への補助 

(6) 「和装で散策」着付け教室 (414) 地域振興（地域人材育成）への補助 

(7) 秋の元気が出る味噌作り教室 (99) 伝統料理、地産地消、食育事業への補助 

(8) 肥前浜宿土曜夜市 (1,434) 集落の維持・活性化事業（夜市）への補助 

(9) 蔵 JAZZ in 秋の蔵々まつり (1,650) 文化振興（音楽関連事業）への補助 

(10) 大野区公民館空調機新設事業 (644) 公民館空調更新への補助 

(11) 八宿区テント・球技備品整備事業 (232) 集落備品整備への補助 

(12) 土穴公民館備品整備事業 (110) 集落備品整備への補助 
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○総務管理費の主な事業（続き）      平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○事業内訳（その３） 

№ 事   業   名 
事業費

（千円） 
事  業  概  要 

(13) 筒口公民館改修・備品整備事業 (477) 公民館改修・備品整備への補助 

(14) 湯ノ峰公民館防護柵設置事業 (247) 公民館防護柵設置への補助 

(15) 中尾公民館畳表替事業 (198) 公民館畳表替えへの補助 

(16) 小舟津区備品整備事業 (187) 集落備品整備への補助 

(17) 世間公民館トイレ改修事業 (211) 公民館トイレ改修への補助 

(18) 本城区グラウンドゴルフ場整備事業 (644) 集落グラウンドゴルフ場整備への補助 

(19) 浜新町公民館外部改修事業 (2,500) 公民館改修への補助 

(20) 乙丸区提灯新調事業 (44) 伝承芸能備品整備への補助 

(21) 能古見地区加工用機械設置事業 (693) 地域振興（地域資源ＰＲ）への補助 

(22) 鹿島の原風景活用事業 (619) 地域振興（地域資源ＰＲ）への補助 

(23) 母ヶ浦公民館備品整備事業 (500) 公民館備品整備への補助 

(24) 山浦公民館裏フェンス設置事業 (198) 公民館フェンス設置への補助 

(25) 湯ノ峰区テント購入他事業 (232) 集落備品整備への補助 

(26) 西葉集落センター・防犯外灯ＬＥＤ化事業 (430) 集落外灯等ＬＥＤ化への補助 

(27) 浜新町公民館内畳表替事業 (239) 公民館畳表買えへの補助 

(28) 嘉瀬ノ浦公民館カーポート設置事業 (86) 集落カーポート設置への補助 

(29) 肥前浜宿安心安全おもてなし事業 (2,500) 集落の維持・活性化事業への補助 

(30) 中木庭区道路清掃備品整備事業 (45) 集落の維持・活性化事業への補助 

(31) 新方公民館改築事業 (822) 公民館改修への補助 

(32) 早ノ瀬公民館改修事業 (871) 公民館改修への補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コミュニティ助成事業 

  （古枝地区自主防災組織防災備品整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○青年活力啓発事業 

（子どもたちの自主性と豊かな心を育む体験合宿事業） 
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事業名 国際化推進事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 地域振興費 

事業費 

（千円） 
1,769 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,769 

事業内容 

 

第 34 回鹿島ガタリンピックに合わせ、友好結縁を締結している大韓民国高興郡から 13 人、国際交流協

定を締結している釜山外国語大学から教授、学生等 38 人が来日され、交流を行った。 

また、鹿島市からは 11月の高興郡民の日にあわせて、行政の訪問団 10人で高興郡及び釜山外国語大

学校への訪問を行い、長年の交流を通じて培われた関係をさらに深めることができた。 

 

○事業内訳 

№ 事  業  名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 日韓交流事業等 1,325 
第 34回鹿島ガタリンピック 

百済伽耶琴演奏会 

2 定期訪韓事業（第 44回高興郡民の日） 444 
第 44 回高興郡民の日に合わせ、高興郡及び

釜山外国語大学校を訪問 

 
 

 

○国際交流事 

 

 

 

 

 

 

 

○国際交流事業交付金（ガタリンピック) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期訪韓事業（第 44 回高興郡民の日） 

 

○総務管理費の主な事業（続き）                                   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○さが未来スイッチ交付金事業 
（鹿島の掘り起こし・鹿島検定事業を通して） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

○さが未来スイッチ交付金事業 
（新方公民館改築事業） 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 情報システム管理一般経費 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 情報システム管理費 

事業費 

（千円） 

合計 81,577 
財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

2,809   2,159 76,609 

現年予算分 （79,234）  （517）   （2,108） （76,609） 

繰越明許費  （2,343） （2,292）     （51）  

事業内容 

 

【鹿島市の情報システム（次の①～②に分類）】 
 

①基幹系（住民情報系）システム 

 住民票、税情報などのオンラインシステムを杵藤電子計算センタ－での共同処理（3 市 3 町：一部事務組

合）により開発・運用している。（平成 26年 1月からは、クラウドシステムへ移行） 

 

②内部情報系システム 

グループウェアシステム（※1）及び財務会計・庶務事務システム（※2）の導入や、共有ファイルサーバー

でのデータ一元管理をすることで業務効率化・情報共有化・情報漏えい対策を図るほか、情報ネットワーク

強靭化対策、ウイルス感染や情報流出等に対する抜本的な対策を講じている。また、平成 30年度にはデー

タセンターを利用することで、災害発生時に業務の継続及び早期復旧が図れる環境となるよう整備を行っ

た。 

 ※1 メールの送受信、共有掲示板、スケジュール、各種予約などを行う。（平成 23 年度から稼動、平成 30

年度システム更新） 

 ※2予算管理・伝票作成などの財務と時間外勤務・休暇申請などの庶務を行う。（平成 24年度から稼動） 

（企画財政課管理パソコン台数 319台） 

 

○事業内訳 

№ 事  業  名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 杵藤広域電算センタ－運営負担金 47,271 
基幹系システム負担金（杵藤地区一部

事務組合 3市 3町で共同利用） 

2 佐賀県高度情報化推進協議会費 43 
産・官・学・個人で構成される ICT利活用

を推進する協議会の負担金 

3 佐賀県公共ネットワ－ク運用管理負担金 833 県内公共機関の専用回線の負担金 

4 佐賀県情報セキュリティクラウド負担金 3,219 
県内全市町のインターネットを集約化し

一元監視する対策に係る負担金 

5 電算機器リース料・使用料等 6,773 庁内外に設置する機器のリース料等 

6 電算機器保守料・設定委託料等 13,998 
庁内外に設置する機器の保守料・委託

料等 

7 電算機器修理、消耗品購入、回線使用料、旅費 2,123 修理、消耗品購入、回線使用料 

8 備品購入費 665 パソコン購入 

小        計 74,925  
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〇総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

【社会保障・税番号制度（マイナンバー）】 

平成 29年 11月からマイナンバーを利用した情報連携の本格運用が開始されたことにより、行政手続きを

簡素化（添付書類が一部省略）し住民サービスの向上を図るとともに、更なるマイナンバー制度の利便性向

上のためのシステム改修を実施している。また、マイナンバー制度は庁内の様々な業務に関連するため、そ

の円滑な運用・理解促進のため業務担当者との情報共有を徹底するとともに、その取り扱いについて教育

研修等を実施し厳重な管理に努めている。 

「第六次鹿島市総合計画」には「個人番号カードやインターネットを活用した各種行政手続きの利便性の

向上」を掲げ、マイナンバーカード交付促進の取り組みにより県内 2位の交付率となっている(H30年度末)。 
 

○事業内訳 

№ 事  業  名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 マイナンバーシステム改修委託料 517 マイナンバーカード等記載事項の充実 

2 マイナンバーシステム利用負担金・交付

金 

2,030 中間サーバー・プラットフォーム利用負担金・

運用経費 

3 通知カード・個人番号カード関連事務

委任交付金 

2,343 （繰越明許費）地方公共団体情報システム機

構（J-LIS）への委託金 

小        計 4,890  

 

【地域情報通信基盤整備事業】 

①地域情報系システム（地域情報化） 

平成 13年 10月に「藤津・鹿島地区テレトピア計画」を策定、平成 14年 3月には総務省から「テレトピア地

域」の指定を受け、ＣＡＴＶ網の整備を進めている。平成 20 年度から 22 年度にかけては、地域間の情報格

差是正や地域情報化の活性を図るため、条件不利地域に対して「公設民営方式」によるケーブル延伸事業

を実施し、人口カバー率は 99.8％となっている（H30年度末現在）。 

 

②平成 30年度ＣＡＴＶ加入率推移 

加入率は約 55.7％（10,395世帯中、5,792世帯加入）（Ｈ30年度末現在） 

平成23年度に加入率50％を超えたが、それ以降は微増しているものの、ほぼ横ばい状態である（平成 22

年度整備完了地域の世帯がＣＡＴＶへ加入し、地デジ化対応が完了したことが要因と推測される。）。 

 

③ケーブルテレビ網の活用 

「第六次鹿島市総合計画」の主要施策として「ケーブルテレビ網の有効活用」を掲げており、平成 27～28 年

度の2カ年でケーブルテレビ網を活用した「ＣＡＴV屋内放送システム」を整備し、「行政放送」のほか、地区・

集落単位の「地域コミュニティ放送」など防災以外の情報発信手段としても活用されている。 

 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 電柱共架・添架使用料 1,508 九電柱（800本）、ＮＴＴ柱（297本） 

2 ケーブル支柱借地料 100 支持柱借地（143箇所） 

3 架設物変更工事 154 九電柱移設・基幹系 NW配線 

小     計 1,762  
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 ふるさと納税推進事業 
所管課 総務部 企画財政課 企画係 

費 目 ふるさと納税推進費 

事業費 

（千円） 
528,296 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

      528,296  

事業内容 

【ふるさと納税の推進】 

平成３０年度はふるさと納税ポータルサイトでの情報発信の強化、返礼品の充実などに取り組むととも

に、楽天でのふるさと納税受付を開始したことで、寄附額が増加した。返礼品は鹿島市内の特産品を広く

取り扱い、市の魅力ある産品を全国にＰＲすることができ、産業の活性化につながった。 

（平成 30年度実績  寄附件数 27,129件、寄附金総額 528,296千円、前年度比約 2倍） 
 

○事業内訳                                                  

№ 事  業  名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 ふるさと納税推進事業費 231,275  返礼品、ポータルサイト委託料ほか 

2 ふるさと納税基金積立金 297,021  積立金 
 

【ふるさと納税基金の活用（寄附金の活用）】 

ふるさと納税基金の使途は、ふるさと納税寄附金の寄附者の意向に沿った事業に活用することとしてお

り、平成 30年度には下表の 22事業に 35,137千円を基金から繰り入れて活用した。 

令和元年度は、平成 29年度中に受け入れた寄附金の中から 94,500千円を各事業に活用する計画で

ある。 

○ふるさと納税基金の活用事業                               

寄附金の活用項目 活用事業 
平成 30年度 
実績額(千円) 

産業振興 

意欲ある新規就農者等支援事業 1,300 

スマート農業推進事業 200 

イベント連絡調整協議会負担金 1,500 

酒蔵ツーリズム推進事業 1,500 

福祉保健医療の充実 
子どもの医療費助成 6,500 

異世代間交流事業 2,000 

都市基盤整備 交通安全施設整備事業 500 

自然環境保全 

有明海環境保全事業 6,250 

エコツーリズム啓発事業 500 

新籠海岸ウォーキング・ジョギングコース設定事業 1,250 

安全安心のまちづくり 

運転免許自主返納支援事業 174 

災害対策用備蓄品整備事業 943 

防災情報伝達システム保守業務委託 1,083 

教育文化の向上 

特別支援教育支援員事業 2,400 

学力向上推進サポーター活用事業 1,000 

一人ひとりを伸ばす教育推進事業 1,000 

蟻尾山公園整備事業 3,500 

図書購入 600 

協働のまちづくり 青年活力啓発事業 400 

市長におまかせ 

敬老の日行事交付金 1,537 

農林事業者応援プロジェクト事業（農業者用） 500 

農林事業者応援プロジェクト事業（水産業者用） 500 

合計   35,137 
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○総務管理費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 口座振替（税等の口座引落し） 
所管課 会計課 審査出納係 

費 目 会計管理費 

事業費 

（千円） 
1,265 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,265 

事業内容 

 

○口座振替件数（銀行）  

※10.8 円/件の手数料（税込） 

 

○郵便振替件数（ゆうちょ銀行）  

※上段口座振替 10 円/件、下段払込取扱票による納付 公 30 円/件 （全て税込） 

 

年度 
集合 

徴収 
軽自 保育 住宅 

後期 

高齢 
その他 

合計 

(件) 

支払手数料 

(円) 

30 年 73,240 4,710 7,866 2,388 4,660 4,875 97,739 1,055,573 

29 年 74,208 4,817 8,318 2,546 4,627 4,315 98,831 1,067,367 

年度 
集合 

徴収 
軽自 保育 住宅 

後期 

高齢 
その他 

合計 

(件) 

支払手数料 

(円) 

30 年 
8,314 

577 

418 

32 

854 

0 

385 

0 

992 

32 

277 

2,591 

11,240 

3,232 

112,400 

96,960 

29 年 
8,319 

562 

446 

11 

683 

0 

393 

0 

966 

36 

323 

1,695 

11,130 

2,304 

111,300 

69,120 

事業名 コンビニ収納手数料 
所管課 会計課 審査出納係 

費 目 会計管理費 

事業費 

（千円） 
2,298 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,298 

事業内容 

 

○コンビニ収納件数  

※契約にもとづく全国のコンビニエンスストアでの納付書による納付、64.8 円/件（税込） 

  

＜指定金融機関及び収納代理店（ゆうちょ銀行含む）での納付書による納付は無料＞ 

年度 
集合 

徴収 
軽自 保育 住宅 

後期 

高齢 
給食 

合 計 

(件) 

支払手数料 

（円） 

30 年 24,327 6,767 1,403 910 949 1,096 35,452 2,297,287 

29 年 23,966 6,585 1,270 987 1,089 1,075 34,972 2,266,182 
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２款．総務費  （２項）徴税費 

 

市税は、市が提供する各種行政サービスの経費をまかなう重要な自主財源であるため、公正かつ公平で

適正な賦課・徴収を基本理念として、税務行政の遂行に努めた。 

固定資産税においては、令和３年度の評価替えに向けて土地・家屋評価システムを活用し、確認作業を行

い適正課税に努めた。 

また、地方税の電子申告の促進のため、地方税電子申告支援サービスの広報を行い、利用拡大を図ると

共に課税資料検索システムを活用し、申告受付等の事務効率化を図った。 

 徴収においては、目標収納率達成に向け係内で課題を共有し収納対策の協議を重ね組織的な滞納整理

を進めた。特に、自主納付意識の向上を主眼において、督促状や催告書等に対する無反応者への厳正な滞

納処分、現年度の収納対策（催告、滞納処分等）の早期着手に取り組み収納率の向上を図った。 

一方、財産調査等により担税力を含めた生活状況の把握に努め、滞納原因に応じた滞納整理も進めた。 

 

○徴税費の主な事業                                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 固定資産評価事業 
所管課 市民部 税務課 課税係 

費 目 賦課徴収費 

事業費 

（千円） 
6,785 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    6,785 

事業内容 

固定資産の適正な評価・課税のために、土地・家屋の評価システムを活用するとともに、土砂

災害警戒区域背景図作成（鹿島・能古見地区）等を行った。 

また、土地については、公益社団法人佐賀県不動産鑑定士協会に鑑定評価等を委託した。 

・固定資産標準宅地鑑定評価時点修正業務   3,250千円 

・固定資産評価システム更新業務       2,467千円 

・地積管理システム保守業務          427千円 

・土砂災害警戒区域背景図等作成業務      410千円 

・路線価敷設等業務                         231千円 

事業名 地方税電子申告支援サービス事業 
所管課 市民部 税務課 課税係 

費 目 賦課徴収費 

事業費 

（千円） 
2,091 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,091 

事業内容 

給与支払報告書、法人市民税、償却資産（固定資産税）について、インターネットを通じて電子申告

の利用拡大を図るために、電子申告環境の維持、広報に努めた。 

・地方税電子申告支援サービス利用料          1,555千円 

・地方税電子化協議会負担金                   502千円 

・エルタックス審査端末機器使用料                34千円 

 

１ 市税決算状況 

 平成 30 年度の現年度課税分の収納率は、99.03％（対前年比 0.07 ポイント増）、滞納繰越分は、18.18％

（対前年比 1.26ポイント増）、全体としては 95.88％（対前年比 0.14ポイント増）となり、いずれも前年度の収納

率を上回った。 
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２ 収入未済額の処理状況（～平成３０年度の累計） 

     
     (単位 上段：件 下段：千円） 

区 分 
市民税 

固定資産税 軽自動車税 国 保 税 計 実 件 数 
個 人 法 人 

差押（参加） 
17   0 14 9 25 65 

31 
6,672  0 4,710 176 17,617 29,175 

交 付 要 求 
0  0 0 1 1 2 

2 
0  0 0 26 82 108 

納 付 誓 約 
59  0 29 23 60 171 

93 
8,535  0 5,978 338 26,048 40,899 

執 行 停 止 
191 0 277 121 334 923 

606 
23,483 0 44,182 2,297 114,316 184,278 

そ の 他 
284 8 289 76 276 933 

693 
21,567 399 17,784 887 43,071 83,708 

合 計 
551 8 609 230 696 2,094 

1,426 
60,257 399 72,654 3,724 201,134 349,854 

 

 

３ 滞納処分（差押え）の実施状況（～平成３０年度の累計） 

(件数)                                                     (単位 : 件) 

区  分 不動産 動産 
所得税 

還付金 
保険 年金 預貯金 

賃貸  

借料 
給与 計 

前年度繰越 4 １ 0 44 6 0 0 19 74 

H30年度実績 0 2 1 24 2 125 2 19 175 

H30年度解除 0 0 0 10 0 95 2 6 113 

累 計 件 数 4 3 1 58 8 30 0 32 136 

 

(金額)                                                     (単位 : 千円) 

区  分 不動産 動産 
所得税 

還付金 
保険 年金 預貯金 

賃貸  

借料 
給与 計 

H30年度 

充当金額 
0 0 227 2,387 655 3,831 414 1,054 8,568 

滞納処分の内 

自主納付と 

なった金額 

0 100 0 48 0 402 0 206 756 
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市内人口は減少傾向が続いているのに対して、世帯数は毎年増加傾向にあり、引続き核家族化が進んで

いると思われる。また、本籍数・本籍人口が減少している主な要因は、結婚、就労等による生活拠点である現

住所地への本籍地の転籍と考えられる。 

マイナンバー（個人番号）制度に関しては、国の施策により今後も情報連携が進み、市民生活における各

種手続きでマイナンバーが必要となる場面が益々増加すると推定される。このため、昨年から、老人クラブへ

マイナンバーカード申請補助出張サービスを実施した。今後も、利活用方法や必要性などを機会あるごとに

呼びかけ、マイナンバーカード取得に向け継続した取り組みを実施したい。 

その他、市民の利便性を高めるため、窓口のレイアウトを変更するとともに、プライバシー保護やセキュリテ

ィ面を考慮してパーテーションを購入するなど窓口の環境整備を行った。 
 

○ 戸籍住民基本台帳費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 戸籍住民基本台帳事務 
所管課 市民部 市民課 市民年金係 

費 目 戸籍住民基本台帳費 

事業費 

（千円） 
77,484 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

256 33  1,762 75,433 

事業内容 

 

○窓口取扱件数 

戸籍届出 

（他市町村か

らの送付分を

除く） 

出生 249 

住民基本台

帳届出※1 

（国保関係を

除く） 

出生 228 

婚姻 121 死亡 385 

離婚 49 転入 586 

死亡 400 転出 817 

転籍 65 転居 401 

その他 143 その他 635 

印鑑登録申請 980 
手数料※2 

戸籍、住民票 27,850 

旅券発給申請 590 印鑑証明等 18,634 

※1住所登録者のみ 

※2詳細は、次頁の戸籍・住民票証明及び諸証明等交付状況を参照 

 

○住民基本台帳人口異動状況 

区分 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

人口（3.31現在） 30,600 30,361 29,958 29,591 29,174 

増加分 

転 入 772 821 719 774 798 

出 生 240 279 243 241 233 

その他※ 24 14 16 13 12 

減少分 

転 出 982 963 965 1,011 1,056 

死 亡 368 370 399 366 389 

その他※ 32 20 17 18 15 

世帯数 10,740 10,755 10,761 10,774 10,798 

※職権による記載、消除等 

 

２款． 総務費  （３項）戸籍住民基本台帳費 
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○ 戸籍住民基本台帳費の主な事業（続き）                   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

○本籍数・本籍人口の推移（5 ヵ年） 

区 分 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

本籍数 (戸) 17,275 17,161 17,012 16,886 16,713 

本籍人口 (人) 42,951 42,495 41,944 41,477 40,928 

 

○マイナンバー（個人番号）カード交付状況 

交付件数 3,797 申請件数 4,621 申請率※ 15.84％ 

※申請率は人口（H31.3.31現在）に対する申請件数で計上 

 

○戸籍・住民票証明及び諸証明等交付状況 

区      分 
件   数 

金 額 (円) 
有  料 無  料 計 

戸籍住民基本 

台帳手数料 

戸籍全部（個人）事項 10,341 2,606 12,947 5,995,200 

住民票全部（一部）事項 13,833 1,070 14,903 4,149,900 

小  計 24,174 3,676 27,850 10,145,100 

総務管理 

手数料 

印鑑登録証明 8,834 54 8,888 2,650,200 

臨時運行許可 594 － 594 445,500 

身分証明 301 － 301 90,300 

その他の証明 63 8 71 18,900 

印鑑登録証再交付 416 － 416 208,000 

税務証明 5,069 3,201 8,270 1,520,700 

個人番号カード再交付 12 － 12 9,600 

通知カード再交付 82 － 82 41,000 

小  計 15,371 3,263 18,634 4,984,200 

合   計 39,545 6,939 46,484 15,129,300 

 

○交通災害共済加入状況                   ○交通災害見舞金支給状況 

 加入者  2,846 人   請求件数 14件 

 加入率（H30.4.1現在人口比）  9.62％ ％ 支給件数※ 11件 

掛金総額 1,423 千円 支給総額 525千円 

                                   ※請求に対する支給件数の残り 3件は H31年度支給 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇マイナンバーカード申請補助出張サービス    〇タブレットによるマイナンバーカード申請 

    （老人クラブ定例会にて説明） 

 

-40-



２款．総務費 （４項）選挙費 

 

平成３０年度は、任期満了に伴う鹿島市長選挙の執行、佐賀県知事選挙の執行及び鹿島市土地改良

区総代選挙の執行とともに佐賀県議会議員選挙の準備、鹿島市議会議員選挙の立候補説明会等の準備

を行った。 

選挙啓発事業は、常時啓発として小・中・高校生を対象とした｢明るい選挙啓発ポスター｣の募集及

び入賞作品の展示会の開催や新成人へ有権者用選挙パンフレットを配布した。選挙時啓発として防災

情報伝達システムを利用し、宅内放送による投票の呼びかけを行った。また、啓発用横断幕の掲示を

行うとともに選挙の記事を市報や HP に掲載し投票棄権防止の啓発に努めた。 

 

○選挙費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名  鹿島市長選挙 
所管課 選挙管理委員会 

費 目 鹿島市長選挙費 

事業費 

（千円） 
11,349 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    11,349 

事業内容 

○有権者数及び投票率      
 

選 挙 名 
選挙執行 

年 月 日 

選挙当日の有権者数 

投票者数 

(  )内は投票率 
備 考 

男 女 計 

鹿島市長選挙 H30.4.22 

11,197 

 6,868 

(61.34) 

13,050 

 8,070 

(61.84) 

24,247 

14,938 

(61.61) 

 

事業名  佐賀県知事選挙 
所管課 選挙管理委員会 

費 目 佐賀県知事選挙費 

事業費 

（千円） 
9,964 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 9,964    

事業内容 

○有権者数及び投票率           
 

選 挙 名 
選挙執行 

年 月 日 

選挙当日の有権者数 

鹿島市選挙区の投票者数 

(  )内は投票率 
備 考 

男 女 計 

佐賀県知事選挙 H30.12.16 

11,220 

 4,611 

(41.10) 

13,042 

 5,247 

(40.23) 

24,262 

 9,858 

(40.63) 
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○選挙費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市土地改良区総代選挙 
所管課 選挙管理委員会 

費 目 鹿島市土地改良区総代選挙費 

事業費 

（千円） 
75 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   75  

事業内容 

 

○選挙人名簿登録者数 
 

選 挙 名 
選挙執行 

年 月 日 

選挙人名簿登録者数 
備 考 

男 女 団体 計 

鹿島市土地改良区総代選挙 H31.2.28 1,281 226 9 1,516 無投票 

事業名  佐賀県議会議員選挙 
所管課 選挙管理委員会 

費 目 佐賀県議会議員選挙費 

事業費 

（千円） 
1,650 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,650    

事業内容 平成３１年４月７日執行の佐賀県議会議員選挙の準備 

事業名 選挙啓発事業 
所管課 選挙管理委員会 

費 目 選挙啓発費 

事業費 

（千円） 
78 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    78 

事業内容 

 

○明るい選挙啓発ポスターコンクール作品応募状況 
 

学校別 
応募状況 市入選数 

（人） 
備 考 

男 女 計（人） 

小学校 ５ ２７ ３２  １０ 県入選１人 県特選１人 

中学校 ５２ ４６  ９８  １５  

高等学校 １６  ７ ２３  １０ 県入選１人 県特選２人 

計 ７３ ８０ １５３ ３５  

 

〇明るい選挙啓発ポスターコンクール（県特選作） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学２年生） 

 

                         （高校 1年生）            （高校 1年生） 
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２款． 総務費  （５項）統計調査費 

調査員報酬をはじめ、統計法に基づく基幹統計調査を実施するために必要な経費である。 

統計調査結果報告書は、各種行政施策などの基礎資料として利用される重要な情報となる。 

 

○統計調査費の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 諸統計事業 
所管課 総務部 企画財政課 秘書広報係 

費 目 諸統計費 

事業費 

（千円） 
3,615 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 3,610   5 

事業内容 

 

○事業内訳 

以下の基幹統計調査を実施した。 

№ 事 業 名 
事業費 

（千円） 
事 業 概 要 

1 学校基本調査 9 
各種学校に関する基本的事項について調査し、学校教育

行政上の基礎資料を得ることを目的に実施。 

2 工業統計調査 162 

我が国の工業（製造業）の実態を明らかにし工業に関する

施策の基礎資料を得るために、平成 30年 6月 1日を基準

日として実施した。 

3 住宅・土地統計調査 2,772 

住生活関連諸施策の基礎資料を得るとともに、住宅の改

修の実態や耐震性、防火性、防犯性など、住宅の質に関

する事項の把握の充実を図ることを目的とし、平成30年10

月 1 日を基準日として実施。 

4 漁業センサス 650 

漁業の生産構造、就業構造を明らかにするとともに、漁

村、水産物流通・加工業等の漁業を取り巻く実態と変化を

総合的に把握することを目的に実施。 

5 経済センサス調査区管理 6 

平成 21 年経済センサス基礎調査において設定した調査

区を、今後の経済センサス調査区として管理し、事業所又

は企業を対象とする各種統計調査実施の基礎資料を得る

ことを目的とする。 

6 経済センサス-基礎調査 13 

事業所及び企業の活動の状態を明らかにし、我が国にお

ける包括的な産業構造を把握する「2019 年経済センサス

－基礎調査」の事前準備。 

7 農林業センサス 3 

我が国の農林業の生産構造、就業構造を明らかにすると

ともに、農山村の実態を総合的に把握し、農林行政の企

画・立案・推進のための基礎資料を得ることを目的とする

調査で、2020 年 2 月 1 日を基準日として実施するための

事前準備。 

  

  鹿島市内小中学校児童生徒数の推移                     

 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

小学校 1,622 人 1,641 人 1,620 人 

中学校 883 人 809 人 769 人 
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２款．総務費  （６項）監査委員費 

 

財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が、法令等の規定に基づき公正で合理的かつ効率

的に行われているかを主眼として定期監査を実施するとともに、現金の出納事務が正確、適正に行われてい

るかについて例月出納検査を行った。 

また、予算の執行又は事業の経営が、適正かつ効率的に行われているかを主眼に決算審査を行い、併せ

て、市の財政の一層の透明化が図られるよう地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき財政指標

等の審査を行った。 

さらに、財政援助団体等の監査として、財政援助団体(１団体)の補助事業運営と指定管理者（１団体)が行う

公の施設の管理運営について監査を実施し、その結果について報告及び公表を行った。 

 

○監査委員費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 監査事務 
所管課 監査委員事務局 

費 目 監査委員費 

事業費 

（千円） 
24,049 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    24,049 

事業内容 

 

○審査 

1．決算審査 

…地方自治法第 233 条第 2 項、地方公営企業 

法第 30 条第 2 項 

  ・水道事業会計（6～7 月） 

  ・一般会計（7～8 月） 

  ・特別会計（7～8 月） 

公共下水道事業、谷田工場団地造成・分譲 

事業、国民健康保険、後期高齢者医療、給 

与管理 

2．基金運用審査 

…地方自治法第 241 条第 5 項 

   定額の資金を運用するための基金を対象 

年 1 回（一般会計等決算審査の際） 

3．健全化判断比率及び資金不足比率の審査 

…地方公共団体の財政の健全化に関する法律

第 3 条第 1 項及び第 22 条第 1 項 

一般会計、特別会計、公営企業会計 

年 1 回（8 月） 

○例月出納検査  

…地方自治法第 235 条の 2 第 1 項 

   毎月 

 

 

○定期監査 

…地方自治法第 199条第 1項、第 2項及び第 4

項 

   年 1 回、全所課等対象 

 

○財政援助団体等の監査 

…地方自治法第 199 条第 7 項 

年 1 回(10～12 月)  

(1) 対象団体：祐徳観光商店連盟 

「平成 29 年度鹿島市地域商業活性化支援

事業費補助金」 

(2) 対象団体：一般財団法人 鹿島市民立生

涯学習・文化振興財団 

「鹿島市生涯学習センター指定管理」 

「鹿島市民図書館指定管理」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇決算審査意見書提出 
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３款．民生費 
 

児童福祉・母子福祉・高齢者福祉・障がい者福祉・生活保護それぞれの分野に様々な問題を抱える

なかで、平成 30 年度も市民が住み慣れた地域の中で、いつまでも生きがいを持ち、安心して暮らすこと

ができるよう各種の施策に取り組んだ。 
 

３款．民生費  （１項）社会福祉費 

 

地方分権一括法により、社会福祉法の一部改正がなされ、平成 25 年度から社会福祉法人の所轄庁

が県から市へ権限移譲されたことに伴い、社会福祉法人の定款変更申請に対する認可、法人組織内の

コンプライアンス、事業経営や財務管理体制等について必要な助言指導及び是正又は改善の措置を講

じながら、指導監査および会計監査を行った。 

 

「平成３０年度(2018 年度)～令和４年度(2022 年度)第二次鹿島市地域福祉計画」に基づき市民・地域・関

係団体・行政などの相互連携を強化し、支え合いや助け合いによる地域福祉のより一層の推進を図るとともに

児童・高齢者・障がい者等の地域における福祉サービスの要望に応えるため、民生委員・児童委員の活

動の充実を図った。 

 

また、戦没者等の遺族の援護に係る事務及び戦没者の追悼事業を行った。 

 

社会問題化している児童虐待・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）・高齢者虐待等の虐待事例に対して

は、要保護者等対策地域協議会で対応した。 

 

また、障がい者福祉についても、障がい者支援相談員を配置し、相談支援等の充実に取り組むととも

に、「平成３０年度(2018年度)～令和２年度(2020年度）第５期鹿島市障害福祉計画」に基づき、障がい者

に必要なサービスの提供と、障がい者自身の自立と社会参加を促進するための活動を行った。障がい者の

虐待の相談や通報に関しては、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）の

規定に基づき、２４時間３６５日対応の相談窓口として「障害者虐待防止センター」を設置している。 
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○社会福祉費の主な事業                     平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 要保護者等対策地域協議会 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
40 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    40 

事業内容 

児童虐待・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、高齢者虐待、障がい者虐待の事例に関して、支援

に携わる関係機関と連携をとりながら、要保護者等対策地域協議会で対応した。 

委  員  32人 

開催日  平成 31年 3月 20日 

事業名 民生委員・児童委員調査活動 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
12,771 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 7,278   5,493 

事業内容 
民生委員・児童委員は担当地域において、老若男女を問わずすべての住民に対して、「見守り」

と様々な支援策の「情報提供」と行政機関への「つなぎ役」として活動を行った。 

事業名 戦没者追悼式 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
244 財源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 5   239 

事業内容 

 

鹿島市戦没者追悼式を平成３０年

５月２５日にエイブルで開催した。 

（戦没者遺族等出席者２１９人） 

 

 

 

〇鹿島市戦没者追悼式（H30.5.25) 

事業名 社会福祉団体運営助成等 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
3,507 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,708 1,799 

事業内容 

地域福祉を推進する民間の中核団体としての鹿島市社会福祉協議会をはじめ各福祉団体

（６団体）に対して運営助成を行った。 

市社会福祉協議会運営補助 2,593千円 

福祉団体補助金（６団体） 914千円 
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○社会福祉費の主な事業（続き）                  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民交流プラザ整備事業 
所管課 市民部 福祉課 市民交流プラザ 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
         3,706 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,706 

事業内容 

 

平成３０年度は、シャッター(３階)開閉機等取替、マッサージ機器等の修繕及び貸室モップ等の

洗浄用全自動洗濯機の更新を行い、館内の施設・設備等の維持管理に努めた。 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費(千円) 事 業 概 要 

１ シャッター開閉機等取替工事 3,197 シャッター開閉機等取替 (３階５ヶ所) 

２ マッサージ機器等修繕 457 マッサージ機器、給湯機リモコン等修繕 

３ 全自動洗濯機更新 52 貸室モップ、浴室マット等洗浄用の洗濯機更新 
 

 

○シャッター開閉機等取替 ○更新した全自動洗濯機 

事業名 市民交流プラザ運営事業 
所管課 市民部 福祉課 市民交流プラザ 

費 目 社会福祉総務費 

事業費 

（千円） 
38,593 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,595 35,998 

事業内容 

 

 平成３０年度の市民交流プラザの利用者数は延べ人数で、94,504人であった。また、子育て支援セン 

ターの利用者数は 19,077人、すこやか教室の利用者数は 3,769人で、合計 117,350人であった。  
 

○運営費の内訳 

№ 運営費目 運営費（千円） 内    容 

１ 賃金等 13,881 日日雇用職員賃金 8,950、 嘱託員報酬 4,931 

２ 消耗品費 262 消耗品  (印刷機インク 34、一般事務用品等 228) 

３ 光熱水費等 7,703 電気代 3,618 上下水道代 1,920 ガス代 2,165 

４ 役務費 471 電話代 284、インターネット代他 187 

５ 委託料 9,217 清掃 5,984、警備 337、エレベーター674、エスカレーター等 2,222 

６ 使用料 458 ケーブルテレビ受信料 24、コピー機使用料等 434 

７ 負担金 6,601 共益費 （駐車場 4,273、消防設備点検 283、害虫防除 272他） 
 

○利用者数 (使用料収入) 

・会 議 室  58,354 人  (170,760円） 

・浴 室    9,378 人 （936,000円） 

・トレーニング室   12,386 人(1,253,800円） 

・マッサージチェア    2,351 人  (235,100円) 

・フリースペース   11,236 人 

・市民ギャラリー(4階)  799 人 
○会議室利用の状況 
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事業名 障害者福祉対策事業 
所管課 市民部 福祉課 障がい福祉係 

費 目 障害者福祉費・障害者支援費 

事業費 

（千円） 
911,483 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

419,735 239,195  21,254 231,299 

 

 障がい者自らの意思決定を尊重し、どのような障害種別であっても、一元的な障害福祉サービスその他の提供につ

なげ、障がい者の自立と社会参加の実現を図っていくことを基本とし、各種事業を推進した。 

 

事業名 事業費（千円） 事業内容・ 対象者など    

障害者支援

相談員設置 
5,733 障がい者支援の相談専門員 4人体制で、相談支援対応の強化を図った。 

 

事業名 事業費（千円） 事業内容・対象者など 

障害者相談

員活動 
86 障害者相談員 7人  （身体 6人・知的 1人） 

 

○施設給付費 

事  業  名 事業費（千円） 事業内容・対象者など   （人） 

施設入所支援 

計 46 人 
68,375 

鹿島療育園    11 第一たちばな学園   9     

多良岳福祉園    5 あすなろの里 他 21 

就労移行支援 

計  1 人 
4,677 ｱｲｴｽｴﾌﾈｯﾄﾗｲﾌ佐賀  1 

 

就労継続支援Ａ型 

計 35 人 
47,275 

ゆぶねの郷         5 風のだいち        6 

サンフレンド    6 道の家    他 18 

就労継続支援Ｂ型 

計 99 人 
153,402 

鹿島福祉作業所  26 ザ・鹿島       9 

アメリカパン    9 にじいろラボ 他  55 

生活介護 

計 84 人 
204,555 

鹿島療育園    15 第一たちばな学園   9 

ザ・鹿島     10 かがやきの丘 他 50 

自立訓練（機能訓練）  

計 1人 
223 地域生活ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ 1  

自立訓練（生活訓練）  

計 5人 
3,810 

ユニカレさが    1 わーくかんまち   1 

ガーデン      1 地域生活ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ 2 

宿泊型自立訓練  

計 1人 
1,388 ふたば       1  

 

○社会福祉費の主な事業（続き） 平成３０年度  鹿島市決算（資料） 
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○社会福祉費の主な事業（続き）               平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

 

○居宅給付費 

 

○共同生活支援事業 

 
 

事  業  名 事業費（千円） 事業内容・対象者など   （人） 

療養介護（福祉部分） 

計 14人 
43,893 佐賀整肢学園    6 若楠療育園 他   8 

合 計 527,598 計 286人 （平成 31年 3月利用者数） 

事  業  名 事業費（千円） 事業内容・対象者など   （人） 

居宅介護（ホームヘルプ） 

計 21人 
19,268 

好日の園       3 セントケア       5 

和ららく           6 第一たちばな学園他 7 

重度訪問介護 

計 1人 
579 蓮の実         1  

同行援護 

                  計 5人 
4,590 和ららく         5  

行動援護 

計 3人 
2,326 友            1 和ららく         2 

短期入所 

計 10人 
4,816 たちばな学園     4 道の家       他 6 

合 計 31,579 計 40人 （平成 31年 3月利用者数) 

事  業  名 事業費（千円） 事業内容・対象者など   （人） 

共同生活援助（グループホーム） 

計 52人 
79,654 

たちばな会        7 ホームさわやか     5 

ピースハイム金立   4 青雲荘  他     36 

合 計 79,654 計 52人 （平成 31年 3月利用者数) 
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○社会福祉費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

№ 事  業  名 
事業費

（千円） 
事業内容・対象者など   （人） 

1 障害者自立支援審査会経費 2,566 審査会負担金 2,299千円 判定件数 50件 

2 すこやか教室運営事業（就学前障がい児支援） 13,683 対象者  52人（市内 23人 市外 29人） 

3 障害者地域活動支援センター事業 4,750 
地域活動センター「ひまわり」運営補助 

利用者 10人（市内 8人 市外 2人） 

4 障害者配食サービス事業 306 利用者  延べ  611人 

5 特別障害者手当等給付 6,851 対象者  延べ  312人 

6 重度心身障害者医療費助成事業 63,282 6,379件 

7 障害児通所支援事業利用負担金助成事業 1,231 対象者 64人（すこやか教室他市内利用者） 

8 重度障害者等福祉タクシー事業 1,548 支給件数  2,932件 

9 地域自殺対策強化交付金事業 172 講演会開催、こころの健康相談実施ほか 

10 日常生活用具給付事業 7,151 

給付件数 延べ 273件 

日常生活用具給付      266件 

内部機能障害者器具助成   7件 

11 障害者日中一時支援事業 865 延べ利用回数 493回 

12 障害者外出支援事業（移動支援サービス） 2,069 利用者 17人  

13 障害者訪問入浴サービス事業 5,714 利用者 延べ 541人 

14 障害者コミュニケーション支援事業 25 派遣回数 4回 

15 障害者自動車運転免許取得・改造助成事業 200 免許取得助成 2件、改造助成 0件 

16 障害者虐待防止事業 1,800 障害者虐待防止センター業務委託 

17 手話奉仕員養成研修事業 118 受講者数 18人（杵藤管内） 

18 障害児通所支援事業給付費 87,405 対象者 92人 

19 障害者等補装具給付事業 3,112 交付件数 26件   修理件数 17件 

20 更生・育成医療給付事業 35,163 

延べ対象者数  総レセプト件数 

更生医療（212人 1,850件） 

育成医療（ 12人   61件）   

21 高額障害福祉サービス費等給付事業 60 支給件数 16件 

22 重度障害者地域重点支援事業 908 
利用者人数 

重度ＧＨ 2人、 短期入所延べ 9人 

23 療養介護（医療費）給付事業 11,947 対象者  14人 

24 相談支援給付費 9,806 対象者  315人 

合  計 260,732 
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○社会福祉費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 国民年金事務 
所管課 市民部 市民課 市民年金係 

費 目 国民年金事務費 

事業費 

（千円） 
15,164 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

5,607    9,557 

事業内容 

 

国民年金制度は、国の社会保障制度のひとつであり、国民皆年金体制の中で最も基本的な

制度として、国民の健全な生活維持及び向上に重要な役割を担っている。 

年金給付や保険料の徴収などは国の事務であるが、一部の事務は「法定受託事務」として市

町村に委託されている。 

鹿島市の被保険者数は年々減少している。このことは、２０歳到達者数の減少に対し、６０歳

到達者数の多いことが要因であると考えられる。保険料の納付率については、７１．８％で前年

度に比べ微増となった。 

鹿島市では、年金保険料の免除相談や受付、老齢基礎年金の受給権確保や満額受給をす

るための任意加入の推進、広報誌やケーブルテレビによる年金制度のＰＲを行った。また、年金

事務所による毎月２回の年金相談も継続して実施された。 

高齢または障がいのあるお客様に配慮して、年金相談窓口を市民課の奥から前方に移した。

椅子も軽くて座りやすいものに換え、見通しのよい窓口となった。 

 昨年５月の九州都市国民年金協議会総会後、開催市の沖縄市から会長市として事務局を引

継ぎ、次年度総会の開催の準備を行ってきた。また全国都市国民年金協議会の九州の代表理

事として理事会への出席、厚生労働省への九州からの要望・意見提案を取りまとめた。 
 

○適用状況        H31.3.31現在  ○免除状況  免除率※1：４３．３２％ H31.3.31現在 

第１号被保険者（農業、自

営業者、学生など） 
３，２４８人 

 法定免除 ２７１人  

申請免除 

全額免除 ４６９人  

任意加入被保険者 １７人 ３/４免除 ９４人  

第３号被保険者（会社員、

公務員の扶養配偶者） 
１，１３５人 

半額免除 ５４人  

１/４免除 ２９人  

合  計 ４，４００人 学生納付特例 ３３２人  

  納付猶予 １５８人  

合  計 １，４０７人  

                                ※1免除率は第１号被保険者数に対する免除者数の割合 

○窓口年金相談件数 

相談内容 件数 

年金請求 ２７件 

未支給請求 ２７０件 

免除申請 １，３３０件 

その他※2 ２７２件 

合  計 １，８９９件 

※2死亡後の手続き、介護保険等の差し 

 引きなど 

                                      〇端末を活用しての年金相談対応 
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○社会福祉費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名  同和対策事業 

所管課 総務部 人権・同和対策課 

人権・同和対策係 

費 目 同和対策費 

事業費 

（千円） 
4,176 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 248   3,928 

事業内容 

 

すべての人々が個人として尊重され差別のない社会を実現するため、同和問題をはじめとして、様々

な問題について正しい市民への教育・啓発、そして人権意識の高揚を図った。具体的には、関係団体と

連携し、「同和問題講演会」参加者 352 人、「人権学習会」７回（参加者延べ 469 人、「地区別懇談会」参

加者３地区 69人などを開催し、人権・同和問題に関する正しい理解と認識を深める事業を実施した。（参

照：社会同和教育費） 

 

○事業内訳 

№ 事 業 名 
事業費 

（千円） 
事 業 概 要 

１ 同和団体活動事業補助金 3,900 

 

差別解消、福祉及び生活向上のた

めの活動に対し２団体に補助 

２ 人権啓発活動事業 

〇講師 切磋亭 琢磨 氏 

276 鹿島市同和問題講演会の開催  

・日時：8月 23日（木） 

13:30～15：00 

・参加者：市内外より 352人が聴講 

・講師：切磋亭 琢磨 氏 

落語を織り交ぜた講演会講師 

・演題：「笑って考えよう身近な人権」 

・会場：鹿島市民会館大ホール 

 

〇同和問題講演会 

  

同和問題強調月間街頭キャンペーン 

・日時：８月 3日（金）16：30～17：30 

・場所：市内スーパー等 4店舗 

・街頭での配布物（400人分配布） 

・同和問題講演会チラシ 

・啓発グッズ・チラシ 
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３款．民生費 （２項）高齢者福祉費 

 

高齢者福祉事業及び地域支援事業は「第 7期鹿島市高齢者保健福祉計画（計画期間：平成３０～３

２年度）」の初年度として、この計画の理念である「生きがいとゆとりのある健康長寿と福祉のまちづ

くり」に向け、すべての高齢者が、いつまでも住み慣れた地域で、安心して生活できる社会の実現を

目指し、その目標に向かって各種事業を展開した。 

主な投資事業としては、未整備地区に開設された地域共生ステーションの施設整備補助を行った。

また、高齢者福祉施設の屋根塗装修繕工事を行った。 

老人クラブ活動助成事業や異世代間交流事業では、多くの老人クラブ会員が活動に参加し、地域の

子ども達と昔遊びやニュースポーツ等でのふれあいを通して世代を超えた交流が図られ、高齢者のや

りがい、生きがいづくりに繋げた。 

○高齢者福祉費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 高齢者福祉事業 
所管課 市民部 保険健康課 長寿社会係 

費 目 高齢者福祉総務費 

事業費 

（千円） 
1,083,530 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

654 90,567  31,566 960,743 

事業内容 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

１ 老人保護施設措置費等 40,685 

    H31.3.31現在       計       ２１人 

老人保護施設措置費等      40,643千円 

高齢者生活管理短期宿泊事業      42千円 

施 設 名 住所 入所者数 

済昭園 嬉野市 １５ 

けいこう園 多久市  ２ 

シルバーケア武雄 武雄市 ２ 

ソレイユ 佐世保市 １ 

福寿園 諫早市 １ 

２ 
シルバー人材センター運営

事業補助金 
11,679 

(公社)鹿島市シルバー人材センターへの 

運営補助  11,679千円 

３ 老人クラブ活動助成費 1,666 市内 51 クラブ、会員数 2,460人(H30.4.1現在) 

４ 異世代間交流事業委託 2,000 
鹿島市老人クラブ連合会 開催回数  19回 

参加者数  会員 476人、子供 615人 

５ 敬老の日行事交付金等 6,593 
対象者 5,049人 

交付金 6,564千円 事務費 29千円 

６ 敬老祝金給付費 5,290 最高齢 1人、100歳以上 32人、88歳 214人 

７ 軽度生活援助事業 418 年間登録  18人  延べ利用回数 349回 
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○高齢者福祉費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

              

                                

○高齢者陶芸教室展示即売会               ○異世代間交流事業  

№ 事 業 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

８ 高齢者陶芸教室 210 生 徒 数  12人 （第 26～28期生） 

９ 緊急通報システム事業 790 設 置 者 152人 （H31.3.31 現在） 

10 高齢者福祉施設等改修 4,184 

東部地区デイサービスセンター借地料  400千円 

一本柿荘ステップリフト法定点検      102千円 

一本柿荘修繕料ほか            3,682千円 

11 
杵藤広域介護保険運営事業 

（一部事務組合負担金） 
442,866 

杵藤広域介護保険事業運営負担金（３市４町） 

（武雄、鹿島、嬉野、大町、江北、白石、太良） 

12 
介護保険低所得者負担軽

減措置事業 
785 

介護サービス利用料の軽減事業      645千円 

認定者数  33人 

過年度分低所得者保険料軽減負担金返還金 

140千円 

13 後期高齢者医療運営事業 560,491 

療養給付費負担金             411,473 千円 

後期高齢者医療特別会計繰出金   147,082千円 

はりきゅう施術助成             1,282 千円 

制度改正対応システム改修費負担金   654千円 

14 老人福祉法施行事務費 1,873 高齢者保健福祉計画策定委員報酬ほか 

15 
地域共生ステーション推進

事業補助 
4,000 地域共生ステーション施設整備  1 ヵ所 

事業名 高齢者福祉事業（H２９繰越） 
所管課 市民部 保険健康課 長寿社会係 

費 目 高齢者福祉総務費 

事業費 

（千円） 
37,589 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 37,589    

事業内容 
地域密着型サービス施設等整備事業 

・施設整備補助及び開設準備経費等補助    認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 1 ヵ所 
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○高齢者福祉費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地域支援事業 
所管課 市民部 保険健康課 地域包括支援センター係 

費 目 高齢者福祉総務費 

事業費 

（千円） 
130,729 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

       105,084  25,645 

事業内容 

 

地域包括支援センターは、介護保険法に基づき高齢者への総合相談窓口としての役割を担っ

ている。活動としては、窓口での相談受付や個別訪問をはじめ、各種教室等を開催し、要介護

状態となることや重症化を防ぐため介護予防事業を行っている。 

包括的支援事業では、地域包括ケアシステムを実現する手段として、平成 30年度から新た

に介護予防のための（自立支援型）地域ケア個別会議を開催し、ケアプランに様々な分野の専

門家からのアドバイスを取り入れ、できる限り「住み慣れた地域で自立した生活」を続けるこ

とができるように高齢者支援のスキルアップを図っている。また、平成 30年 4月より認知症

の方の地域の居場所作りや、地域の方へ認知症の正しい理解・啓発を行う場として認知症カフ

ェ（かしまオレンジカフェ）を従来の「介護のつどい」と同時開催で行っている。 

また、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるためのガイドブックとして「鹿島市

認知症ケアパス」を作成し相談や出前講座に活用している。 

生活支援体制整備事業では、第 1層協議体の活動として、かしままちづくりの歌を製作し、

地域への周知活動を実施。また新たに第 2層生活支援コーディネーターを 2名配置し、中学校

区単位での「第 2層協議体」の設立を目指し、地域の資源の話し合いなどを進めている。 

介護予防・日常生活支援総合事業では、鹿島市民の歌に合わせ子どもから高齢者までできる

健康体操の製作を行い、DVDの配布やケーブルテレビでの放映等を通じて周知を図った。その

他運動教室など認知症予防に特化した介護予防事業を展開し、健康づくりを推進した。 
 

○事業内訳 

事業名 事業費（千円） 事業概要 

１ 包括的支援事業 90,664 

地域包括支援センターの運営を行い、介護予防ケアマネ

ジメント、専門職員（社会福祉士、主任介護支援専門員、

保健師等）による総合相談、支援及び権利擁護に関する

取り組み等を実施した。 

２ 介護予防事業 34,401 
高齢者ができるだけ要介護状態にならないように各事業を

実施し、普及啓発に努めた。 

３ 任意事業 5,664 配食による見守り活動や、紙おむつの支給等を行った。 

 

○認知症カフェ（オレンジカフェ） ○かしま健康体操 
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３款．民生費  （３項）児童福祉費 

 

平成２４年８月に成立した子ども・子育て支援法に基づき、「鹿島市子ども・子育て支援事業

計画（Ｈ２７～Ｈ３１）」を策定し、本計画に基づき「子ども・子育て会議」の開催や子育てに

係る様々なニーズに対する支援を行いながら、地域や社会全体で支えていくまちづくりを図るた

め各種の事業などを推進した。 

 

少子化対策・定住対策として、引き続き小学生と中学生の医療費助成を行うとともに、市報を

はじめ、窓口や各種手続きの際に市単独助成事業の広報活動に努めた。 

 

保育所等運営事業については、子ども・子育て支援制度の施行に伴う教育・保育サービスを提

供する施設への運営補助のほか、多様なニーズに応じた特別保育事業（延長・一時預かり・特別

支援保育）への補助、保育士人材確保対策として保育士等の賃金改善を実施した。 

また、平成３０年度から上記制度へ移行した市内私立幼稚園についても、施設型給付費として

の補助を新たに行った。 

 

「放課後児童クラブ」については、利用希望者の増加に伴い新たにクラブを新設した（北鹿島

小学校に１クラブ）。子どもが安心して過ごせる場の確保ならびに安全面に配慮しながら児童の

健全育成を推進するとともに、保護者の就労と子育ての両立を図る環境整備に努めた。 

 

市民交流プラザ「かたらい」４階に開設している「子育て支援センター事業」では、遊具等の

整備をはじめ、保護者のニーズや子どもの特性に応じた助言や支援機関の情報提供を行う「利用

者支援事業」の充実に努めた。さらに、より安全・安心した場となるよう、乳幼児と小学生の利

用を分離し、小学生専用の遊びの場として就学児ゾーンの整備を行い、平成３０年度から利用開

始した。「ファミリーサポートセンター事業」では、子どもの一時預かり等を行い、誰もが子育

てと仕事を両立し、安心して子育てができる地域での相互援助活動の体制整備・調整に努めた。

「在宅保育支援事業」では家庭内保育の児童に対し保育支援の活動を行い、子育てしやすい環境

整備を図った。 

 

社会問題化しているＤＶ（ドメスティックバイオレンス）対策として、相談員１人を配置し、

被害者からの相談対応や支援にあたった。その他、ひとり親家庭等への医療費の助成など諸施策

の推進に努めた。 
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○児童福祉費の主な事業                   平成３０年度鹿島市決算（資料） 

事業名 児童福祉事業 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 児童福祉総務費ほか 

事業費 

（千円） 
1,550,439 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

626,943 339,350  260,776 323,370 

事 業 名 事業費(千円) 事 業 内 容 

家庭児童相談室

運営費 
2,926 相談員 2人（報酬その他経費） 相談件数 延べ 109件 

放課後児童健全

育成事業 
65,253 

鹿島市が重点施策として取り組む「子育て支援事業」の一環として

放課後児童クラブを市内全小学校（7 校）で実施し、就労世帯の子育

て支援を行った。 

○利用状況（月平均の利用児童数）               （単位：人） 

鹿島小(3 ｸﾗﾌﾞ) 95 能古見小 34 古枝小(2 ｸﾗﾌﾞ) 59 

浜 小(2 ｸﾗﾌﾞ) 44 北鹿島小(2ｸﾗﾌ゙ ) 44 七浦小 16 

音成分校 9 明倫小(3 ｸﾗﾌﾞ) 112 計(15 ｸﾗﾌﾞ) 413 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇放課後児童クラブ支援員 AED 講習受講風景 

地域子育て支援

センター事業 
11,076 

 

市民交流プラザ 4階 子育て支援センターでの事業 

・指導員・補助指導員 6人  ・相談件数(延べ) 3,652件 

・ひろば利用者数(延べ）19,077人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ひろばの集い 

子育て短期支援

利用事業 
23 対象者 2人（延べ 11回） 
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○児童福祉費の主な事業（続き）                         平成３０年度鹿島市決算（資料） 

事 業 名 事業費(千円) 事 業 内 容 

子ども・子育て支援計画

策定事業 
149 

委員 16 人  

次期計画策定に向けたアンケート実施 

保育所運営費 1,441,561 

○保育所 園児数（平成 31年 3月 31日現在） （単位：人） 

みどり 86 めぐみ 99 アソカ 80 

鹿 島 64 誕生院 159 ことじ 111 

能古見 54 若 草 85 海 童 99 

共 生 58 おとなり 29 飯 田 25 

旭ケ岡 134 七 浦 40 その他 30 

計 1,153 

○認定こども園 園児数（平成 31年 3 月 31日現在）  

明朗 85 その他 31 計 116 

○幼稚園 園児数（平成 31 年 3月 31日現在） 

ｶﾄﾘｯｸ 47 その他 0 計 47 
 

特別保育事業費補助 19,755 延長保育・一時預かり・特別支援保育 

保育所整備事業 1,311 認定こども園施設整備の他、ブロック塀の耐震工事を行った。 

保育対策総合支援事業 148 
保育士の負担軽減を目的とした保育補助者の雇上げにかかる 

補助を行った。 

児童虐待防止対策事業 107 子どもへの暴力防止研修会開催 

児童遊園管理事業 1,132 市内 8 か所の児童遊園の安全な利用のため清掃等管理を行った。 

利用者支援事業 3,467 
・事業専門員 1 人 

・相談件数（延べ） 345 件  

ファミリーサポートセンター

事業 
3,320 

・事業専門員 1 人、事業補助員 １人 

・利用件数（延べ） 30 件 

在宅保育支援事業 211 家庭内保育世帯の児童に対する療育・保育の支援 

 

事業名 児童手当 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 児童措置費 

事業費 

（千円） 
504,822 財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

351,057 77,313   76,452 

事業内容 

区      分 月手当額（円） 延支払数（人） 支給額（千円） 

児

童

手

当 

３歳未満児 15,000 7,518 112,770 

３歳以上小学校修了前（第 1 子、第 2 子） 10,000 21,363 213,630 

３歳以上小学校修了前（第 3 子以降） 15,000 5,861 87,915 

中学生 10,000 8,477 84,770 

特例給付 5,000 1,126 5,630 

延支払人数 44,345人 

受給者数   2,008人 （平成 31年 3 月 31日現在） 

支給合計額 504,715 

その他経費 107 

-58-



○児童福祉費の主な事業（続き）                         平成３０年度鹿島市決算（資料） 

 

事業名 母子福祉事業 
所管課 市民部 福祉課 社会福祉係 

費 目 母子福祉費・児童措置費 

事業費 

（千円） 
299,833 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

62,897 38,952  6,500 191,484 

○事業の内訳 

事 業 名 
事業費 

(千円) 
事 業 内 容 

母子・父子自立支援事業 1,454 支援員 1人 相談件数 延べ 414件 

ＤＶ等対策事業 1,446 相談員 1人 相談件数 延べ  58件 

子どもの医療費助成費 

（小学校就学前の児童） 
54,253 

区分 助成件数 助成額（千円） 

 

入院 315 11,466 

外来 36,273 38,002 

計 36,588 49,468 

委託料ほか  4,785 

子どもの医療費助成費 

（小学生） 
32,101 

区分 助成件数 助成額（千円） 

【市単独事業】 

入院 77 3,748 

外来 20,759 25,985 

計 20,836 29,733 

委託料ほか  2,368 

子どもの医療費助成費 

（中学生） 
13,978 

区分 助成件数 助成額（千円） 

【市単独事業】 

入院 31 1,533 

外来 7,751 11,526 

計 7,782 13,059 

委託料ほか  919 

ひとり親家庭等医療費助成費 19,508 

対象 助成件数 助成額（千円） 

【市単独事業

（寡婦）】 

母子家庭 8,775 17,394 

父子家庭 441 967 

寡婦 898 1,147 

計 10,114 19,508 

児童扶養手当 162,954 
延支払人数 3,956 人 

受給者数    342 人（平成 31 年 3月 31 日現在） 

母子家庭等高等技能訓練促進事業 5,596 
給付金受給者数   5人 

修了一時金受給者数 1人 

母子自立支援教育訓練給付金事業 77 給付金受給者数   2人 

身元保証人対策事業 19 対象件数       1件 

助産施設入所措置委託料 375 対象件数       1件 

母子生活支援施設措置費 8,072 対象件数           2件  
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３款．民生費  （４項）生活保護費 

 

生活困窮者や生活保護受給者などの要援護者に対して様々な相談支援業務を総合的かつ一体的に行

うことで、要援護者それぞれに応じた自立の促進に努めた。 

生活困窮者支援については、平成２７年４月１日から施行された「生活困窮者自立支援法」に基づ

き、生活困窮者自立相談支援事業と生活困窮者就労準備支援事業を行った。 

生活保護業務については、保護の要否の迅速な決定、援助方針に基づく支援および自立助長の促進

に努めた。また、計画的な訪問調査活動による生活状況の調査、課税調査による収入及び資産状況の

把握、さらに扶養義務調査を行い適正な保護の推進に努めた。 
 

○生活保護費の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 生活困窮者自立相談支援事業 
所管課 市民部 福祉課 生活保護係 

費 目 生活保護総務費 

事業費 

（千円） 
9,000 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

6,750    2,250 

事業内容 

生活困窮者が抱える多様で複合的な問題について、生活困窮者からの相談に応じ、必要な情報提供お

よび助言を行うとともに、さまざまな支援を一体的かつ計画的に行うことにより、生活困窮者の自立の促進を

図る事業に取り組んだ。 

事業は鹿島市社会福祉協議会に委託し、市民交流プラザ「かたらい」内に相談窓口を設置している。 

事業の円滑な推進のため自立支援調整会議を月１～２回行い、随時個別会議や連絡調整を行ってい

る。 

平成３０年度の相談・支援件数は延べ１，３６９件、実人数は８８人となっている。 

事業名 生活困窮者就労準備支援事業 
所管課 市民部 福祉課 生活保護係 

費 目 生活保護総務費 

事業費 

（千円） 
5,755 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

3,836    1,919 

事業内容 

鹿島市社会福祉協議会への委託事業で、前述の相談支援事業の相談者の中で、就労意欲はあるもの

の様々な要因で引きこもり状態になっている方など、就労に向けた準備が整っていない生活困窮者に対し、

定期的な面談や訪問を行い、日常生活の改善指導や就職面接指導、就労先への同行支援など生活基礎

能力の形成から技術習得まで、本人の状態やニーズに合わせ、就労に向けた支援を計画的に実施した。 

平成３０年度は４人に対し延べ３７４回の支援を行い、うち３人が就労に繋がった。 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

〇鹿島市生活自立支援センター（市民交流プラザ内） 
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○生活保護費の主な事業（続き）                                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 生活保護事業 
所管課 市民部 福祉課 生活保護係 

費 目 生活保護費 

事業費 

（千円） 
359,831 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

292,500 1,229   66,102 

事業内容 

 

○生活保護状況（平成 31年 3月 31日現在） 
 

被保護世帯数  １７８世帯  人員 ２０５人 

保護率 7.23‰（ﾊﾟｰﾐﾙ） 

 

○保護内訳 
 

区分（扶助別） 世帯数（延べ） 扶助費（千円） 備  考 

１ 生活扶助 1,705 70,637  

２ 住宅 〃 1,413 29,591  

３ 教育 〃 63 689  

４ 介護 〃 602 15,897  

５ 医療 〃 1,870 219,452  

６ 出産 〃 0 0  

７ 生業 〃 22 848  

８ 葬祭 〃 0 0  

９ 施設事務費 109 22,717  

計 5,784 359,831  
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４款．衛生費    （１項）保健衛生費 

 

休日急患の一次医療については、医師会等の協力を得て「休日こどもクリニック」及び市内の医療

機関の輪番制「在宅当番医制」により医療体制の維持に努めてきた。 

「休日こどもクリニック」については、これまでと同様に指定管理者制度で一般社団法人鹿島藤津

地区医師会へ委託し、佐賀大学医学部から小児科専門医の協力派遣により運営を行った。また、小児

救急医療として夜間の診療体制整備のため、引き続き杵藤地区の 3市 4町共同で「南部地区小児時間

外診療事業」を行った。 

 

○保健衛生費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 保健衛生総務事業 
所管課 市民部 保険健康課 予防係 

費 目 保健衛生総務費 

事業費 

（千円） 
57,701 財

源 

国 県 市 債 その他 一般財源 

   2,107 55,594 

事業内容 

 

○鹿島市休日こどもクリニック指定管理者運営委託料   6,515 千円 

・診療日時  日曜日及び祝日並びに１月１日～３日 午前９時～午後５時 

・診療日数         71日/年     5.9日/月 

・診療人員  小児科   1,793人/年    25人/日   

・診療内訳  新生児 3人 乳幼児 1,302人 小学生 412人 中学生 76人 

 
 

○鹿島市休日こどもクリニック医薬品備蓄事業負担金   1,200千円 

 ・休日こどもクリニック調剤業務における医薬品の管理等に関する負担金 

 ・負担金支出先 鹿島藤津地区薬剤師会 

 
 

○鹿島藤津地区医師会立看護高等専修学校運営補助金  1,017 千円  

・平成 30年度生徒総数 62人 

・平成 30年度までの卒業生総数 1,858人 

 
 

○南部地区小児時間外診療センター   7,503 千円 

 ・診療曜日                           

火曜日 在宅当番医制 

   水曜日 鹿島時間外こどもクリニック 

   毎日  武雄地区休日急患センター 

・診療時間 午後 7時～午後 9時  

 ・診療日数  365日/年 30.4日/月 

・診療人員 2,553人/年 7.0人/日  

 

○人件費ほか事務費  41,466千円                ○鹿島市休日こどもクリニック 
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○保健衛生費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 予防事業 
所管課 市民部 保険健康課 予防係 

費 目 予防費 

事業費 

（千円） 
81,870 財

源 

国 県 市 債 その他 一般財源 

    81,870 

事業内容 

 

予防接種法に基づき、疾病の発生及びまん延予防のため、以下の各種予防接種を実施した。 

感染症法の結核対策についても、市内 65歳以上の方を対象に通知を行い、各地区公民館等

（延べ３３か所）において健診を無料で実施し、疾患の予防に努めた。 
 

○予防接種事業     78,375 千円 

No 予 防 接 種 名   対象月年齢 
接種者数 

(延人) 

１ ＢＣＧ 生後３か月～１歳未満 218 

２ 急性灰白髄炎（ポリオ） 
生後３か月～生後９０か月（７歳６か

月）未満 
5 

３ 日本脳炎 

第１期：３歳～７歳６か月未満 

第２期：９歳以上１３歳未満 

特例措置：H7.4.2～H21.10.1生まれは 

接種不足分が接種可能 

1,453 

４ ２種混合 １１歳以上１３歳未満 238 

５ Ｂ型肝炎 生後２か月～１２か月未満 666 

６ ４種混合 
生後３か月～生後９０か月（７歳６か

月）未満 
938 

７ 麻しん・風しん 
第１期：生後１２か月～２４か月未満 216 

第２期：小学校就学前の１年間（年長児） 259 

８ インフルエンザ ６５歳以上 5,071 

９ ヒブ 生後２か月～５歳未満 903 

１０ 小児用肺炎球菌 生後２か月～５歳未満 907 

１１ 子宮頸がん予防ワクチン 小学６年～高校１年相当年齢の女子 0 

１２ 水痘 １歳～３歳未満 407 

１３ 高齢者肺炎球菌 

６０～６４歳：心臓、腎臓、呼吸器に 

重い疾患のある人 

６５・７０・７５・８０・８５・９０ 

・９５・１００歳 

902 

１４ 小児インフルエンザ 中学３年生以下 2,206 

※ 定期接種：１～１３、任意接種：１４ 

○結核予防事業    3,495千円 

 ・胸部間接撮影（65歳以上）受診者 2,687人（対象者 8,132人） 
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○保健衛生費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 母子保健事業 
所管課 市民部 保険健康課 予防係 

費 目 母子保健費 

事業費 

（千円） 
34,639 財

源 

国 県 市 債 その他 一般財源 

2,215 1,606  117 30,701 

事業内容 

 

母子保健法に基づき、妊娠期から産後の子育てまで、親も子も心身ともに健やかに過ごす

ことができるよう健康の保持増進を図ることを目的に各種事業を実施した。養育支援訪問事

業では、育児に不安を抱える若年妊産婦等のもとへ助産師が赴き、養育に係る相談やアドバ

イスによって、妊娠期から支援を行った。また、平成 31 年 4 月開設の「子育て総合相談セ

ンター」の体制整備を行った。 
 

〇事業内訳 

№ 事 業 名 活動人員・受診者等 決算額(千円) 

１ 育児等健康支援事業 

母子保健推進員組織活動    30人 

食生活改善推進協議会    108人 

心理相談   受診者      45人 

ことばの相談 受診者      21人 

離乳・幼児食教室 参加者 272人 

養育支援訪問        60件 

2,079 

２ 母子保健相談 

赤ちゃん相談    466人/12回 

２か月児相談        216人/12回 

家庭訪問指導        126人/65回 

園訪問指導          49人/13回 

母子健康手帳交付  231人/49回 

庁内相談（随時）   659人 

251 

３ 
１歳６か月児・ 

３歳６か月児健康診査 

１歳６か月児 受診者 219人/12回 

３歳６か月児 受診者 270人/12回 
1,927 

４ ４か月児健康診査 ４か月児 受診者    216人/12回 327 

５ 妊婦・乳児健康診査 

乳  児    （病院） 198人 

妊  婦    （病院）2,805人/延 

妊婦歯科健康審査（病院） 60人 

22,411 

６ フッ化物応用むし歯予防事業 

1回目（1歳 6か月児）  211人 

2回目（2歳児）      56人 

3回目（3歳 6か月児）  233人 

104 

７ 養育医療費助成 給付人数 4人 給付件数 21件/延 1,785 

８ 不妊治療費助成 助成人数 16人 助成延件数 25件/延 2,410 

９ 子育て総合相談センター事業 体制整備(システム導入、備品購入ほか) 3,345 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

〇1 歳６か月児健診 〇子育て総合相談センターの連携イメージ 
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○保健衛生費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 健康増進事業 
所管課 市民部 保険健康課 予防係 

費 目 健康増進費 

事業費 

（千円） 
22,187 財

源 

国 県 市債 その他 一般財源 

767 1,032  3,454 16,934 

事業内容 

 

 市民の健康に対する意識付けや行動変容による健康づくりのため、新たに健康チャレンジ事業に取り組

んだ。 
 

○健康増進事業 2,632 千円 

・骨粗しょう症検診・肝炎ウイルス検診 1,202 千円 

№ 種 類 対象者 対象者数 受診者数 受診率 

１ 骨粗しょう症検診 40,45,50,55,60,65,70 歳の女性 １，３８６人 １４９人 １０．８％ 

２ 肝炎ウイルス検診 40 歳以上 ６，９６９人 ３５人 ０．５％ 

３ 肝炎ウイルス検診（個別勧奨） 40,45,50,55,60,65 歳 １，０６７人 ６５人 ６．１％ 

４ 肝炎ウイルス検診 30 歳代 １，５８３人 ４８人 ３．０％ 

 

・健康増進その他事業 1,430 千円 

№ 事  業  名 出席者・交付人数等 決算額（千円） 

１ 保健対策推進事業 健康づくり推進協議会 ９人 45 

２ 健康教育事業 出席者       １，０２８人/延 376 

３ 健康相談事業 出席者             ５９人/延 347 

４ 訪問指導（要指導者等） 訪問者数           ４４人/延 148 

５ 健康チャレンジ事業 ポイント達成者     ４８８人 514 

 

○がん検診 19,555 千円 

№ 種 類 対象者 対象者数 受診者数 受診率 

１ 胃がん 40 歳以上 １８，３４９人   ９０５人 ４．９％ 

２ 大腸がん 40 歳以上 １８，３４９人 １，７２３人 ９．４％ 

３ 肺がん 40 歳以上 １８，３４９人 １，４３９人 ７．８％ 

４ 前立腺がん 50 歳以上の男性 ６，６３３人   ６０１人 ９．１％ 

５ 乳がん 40 歳以上の女性 １０，０８６人   ７９７人 ７．９％ 

６ 子宮がん 20 歳以上の女性 １２，９８８人 １，１７０人 ９．０％ 

７ ピロリ菌検査 30～39 歳 ３，２１７人 １２１人 ３．８％ 
 

○健康チャレンジスタンプカード 

 
〇栄養教室（減塩豚汁の試食） 
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４款．衛生費 

 

生活環境や自然環境の保全のため、次のような事業に取り組んだ。 

環境衛生事業では、犬猫の周囲への危害及び迷惑の防止を図り、公害対策事業では、公害の苦情対

応をはじめ、騒音測定や工場排水などの水質検査を行った。 

 環境保全事業では、ラムサール条約登録湿地周辺のウォーキング・ジョギングコースの設置をはじ

めとして、干潟交流館の環境学習実施に係る施設整備を行った。 

 清掃総務事業では、不法投棄対策として巡回パトロールの実施及び不法投棄禁止チラシを全戸に配

布し、啓発を行った。廃棄物処理業では、持続可能な循環型社会を目指して、資源回収を積極的に進

めるとともに家庭生ごみ堆肥化の実施区域での参加率拡充に取り組んだ。 
 

 

浄化槽設置補助をはじめとする水質保全対策や狂犬病予防、自動車騒音対策など、市民生活環境を守る

ための施策や太陽光発電設置補助等の施策を推進し、豊かで美しい環境を未来へ継承できるよう努めた。 

また、市全体でラムサール条約を活かしたまちづくりを進めていくため、平成 29年 3 月に策定した「肥前鹿

島干潟保全・利活用計画」を基に事業を展開した。この中でも特に環境教育に力を入れ鹿島市独自の環境

教育プログラムを作成し、未来を担うこどもたちと共に環境を考える授業を行った。 

このほか、エコツーリズムを開始するにあたり専門家による現地調査と勉強会を行った。 

 

○保健衛生費の主な事業                              平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 環境衛生事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 環境係 

費 目 環境衛生費 

事業費 

（千円） 
10,693 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   768 9,925 

事業内容 

 

犬猫の無秩序な繁殖を抑制し、周囲への危害及び迷惑の防止を図るとともに動物の愛護及

び管理について意識の高揚を図るため、犬猫避妊・去勢手術費用の一部補助を実施した。 

また、野良猫の糞尿等被害の軽減を目的に、市民へ超音波式猫回避装置の無料貸出しや啓

発チラシの全戸配布を行った。 

 

№ 内   容 
事業費 

(千円) 
備   考 

1 狂犬病予防対策事業 555 

登録手数料・再発行手数料ほか 

H30年度末の登録数     1,286 頭 

狂犬病予防注射済証交付数  828 頭 

2 犬猫避妊・去勢手術補助 378 
109件 犬 10匹（避妊 6匹・去勢 4匹） 

   猫 99匹（避妊 69匹・去勢 30匹） 

3 畜犬管理システム委託 54 保守料 

4 市道等の犬猫死骸回収委託 130 シルバー人材センター回収委託 48頭 

5 杵藤葬斎公園施設運営費負担金 9,300 使用件数：市内 394件(杵藤全体 2,036件) 

6 野良猫対策事業 276 看板購入、啓発チラシ印刷ほか 
 

 

 ４款．衛生費  （１項）保健衛生費 
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○保健衛生費の主な事業（続き）                         平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 公害対策事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 環境係 

費 目 環境衛生費 

事業費 

（千円） 
1,165 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,165 

事業内容 

 

水質保全対策として、市内の河川等の水質検査を行うとともに 5 件の公害に関する相談に対

応した。また、騒音対策では自動車騒音測定・評価を実施した。子ども達を中心とした水生生

物の調査を広域で実施した。 

№ 内   容 
事業費 

(千円) 
備   考 

1 水質検査料 432 

《水質検査》 

公共河川……………………10ヶ所 (30件) 

生活排水…………………… 6ヶ所 (12件) 

工場・事業所……………… 9ヶ所 ( 9件) 

産廃処理場・特殊………… 5ヶ所 ( 5件) 

2 騒音・振動測定等 520 
騒音測定（幹線道路）及び幹線道路外 3ヶ所（謝礼） 

自動車騒音測定・評価委託料ほか 

3 公害対策等 180 油流出対策用油吸着マット購入ほか 

4 
鹿島藤津地区環境保

全対策協議会負担金 
33 

鹿島市、嬉野市、太良町協議会による協議会負担金 

水生生物による水質調査…古枝小 33人 明倫小 37人 2校 

   

〇公共河川水質検査                        〇水生生物調査 

事業名 環境保全事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 環境係 

費 目 環境保全費 

事業費 

（千円） 
2,616 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,616 

事業内容 

 

環境保全に関する施策を総合的・計画的に推進するため、第３次環境基本計画及び地球温暖化対

策実行計画を策定した。また、地球温暖化対策として、新エネルギー推進のため太陽光発電設備設

置事業費補助を引き続き行った。 

№ 内   容 事業費(千円) 備   考 

1 地球温暖化対策研修     16  

2 太陽光発電設備設置事業費補助金 539 9 件   上限 60,000 円 

3 汚染負荷量賦課金 56 S62年 4月以降の焼却施設分 

4 佐賀県ｽﾄｯﾌﾟ温暖化県民運動推進会議負担金 80  

5 環境基本計画策定事業 1,925 環境審議会 4回開催 
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○保健衛生費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 有明海環境保全事業・エコツーリズム啓発事業 
所管課 建設環境部 ラムサール条約推進室 

費 目 環境保全費 

事業費 

（千円） 
9,367 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,412  7,600 355 

事業内容 

 

市民の目を有明海に向け、より干潟を身近に感じるための事業を展開し、市民の環境意識の

向上に努めた。また、干潟交流館展示用のパネルを作成し、ソフト事業の整備を行った。 

エコツーリズム啓発事業では、鹿島市におけるエコツーリズム実施の可能性について、国内

の先導的なエコツアー事業者から助言や指導を受け、エコツアーの開催に向けた準備を行った。 

また、２つの環境団体が「鹿島市の豊かな自然環境を守り育て活用する補助金」を活用し、

鹿島市内での活動と人材育成のための研修を行った。 

そのほか、肥前鹿島干潟の利活用を促進するため、ウォーキング・ジョギングコースを設置

し、そのお披露目のために肥前鹿島干潟リレーマラソン大会を開催した。 
 

NO 内   容 
事業費 

(千円) 
備   考 

1 非常勤嘱託職員報酬 2,490 専門非常勤職員１人 

2 干潟案内人養成講師報償費 20 干潟案内人養成講座（12人受講、19回開催） 

3 
ラムサール条約及びシギチドリ 

交流会旅費 
138 

ラムサール条約登録湿地関係市町村担当者会

議（山形県鶴岡市）など 

4 需用費（消耗品費） 233 環境教育プログラム消耗品など 

5 需用費（印刷製本費） 656 

らむさーるだより 

（市内小学校 4～6年生に配布、10号発行） 

環境教育プログラムワークブック改訂版 

6 有明海再生調査委託料 1,840 
佐賀大学に委託した有明海の貧酸素等原因調査

（Ｈ27～Ｒ1） 

7 マラソン大会運営サポート委託料 460 リレーマラソン大会運営サポート 

8 その他委託料 714 エコツーリズム勉強会、干潟交流館パネル作成 

9 その他使用料 128 高速代、リレーマラソントイレ使用料 

10 工事請負費 2,365 ウォーキング・ジョギングコース設置工事 

11 負担金補助及び交付金 323 鹿島市の豊かな自然環境を守り育て活用する補助金など 

〇肥前鹿島干潟リレーマラソン大会 〇干潟交流館展示パネル 
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○保健衛生費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市ラムサール条約推進協議会事業 
所管課 建設環境部 ラムサール条約推進室 

費 目 環境保全費 

事業費 

（千円） 
1,176 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,000 176 

事業内容 

 

ラムサール条約登録を契機に「保全・再生」、「ワイズユース（賢明な利用）」、「交流・学習」

を推進する団体として発足。鹿島市からの交付金と環境省と共同で行う「地域循環共生圏構

築検討業務事業」を活用しながら市や他の環境団体と協力し、干潟の市民調査やこどもラム

サール観察隊、肥前鹿島干潟等クリーンアップ作戦、エコツアーなどの事業を展開。多くの

市民が参加した。 

また、１１月に開催された「肥前鹿島干潟リレーマラソン」では、当日のボランティアス

タッフとして、参加者へのおもてなしを行った。 

 

NO 内   容 
事業費 

(千円) 
備   考 

1 
ラムサール条約推進協議会

委員報償費 
176 

委員 20人。年 2回開催 

その他、3部会開催 

2 
ラムサール条約推進協議会

交付金 
1,000 

・肥前鹿島干潟等クリーンアップ作戦 

１２/９市内全体での清掃活動 

市内外企業・市民参加（２，６４８人） 

・こどもラムサール観察隊（隊員１７人） 

市内小学校４年生以上対象にＫＯＤＯＭＯ

ラムサール in 荒尾干潟での交流事業など 

１７回の活動 

・佐賀大学、日本国際湿地保全連合と協力し、

地元小学校と共催で干潟の生き物市民調査

の実施（参加者６４人） 

 

〇肥前鹿島干潟等クリーンアップ作戦 〇恋するむつごろうツアー 
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○保健衛生費の主な事業（続き）            平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 家庭用浄化槽設置整備事業 
所管課 建設環境部  環境下水道課 環境係 

費 目 環境保全費 

事業費

（千円） 
15,220 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

7,877 5,057   2,286 

事業内容 

 

№  内  容 事業費(千円) 備   考 

1 
浄化槽設置整備

事業補助金 
15,172 

設置補助の内訳 

５人槽 … 15基 

７人槽 … 18基 

10 人槽 … 5基 

2 
浄化槽普及促進協

議会負担金 
48 

 

 

〇浄化槽の竣工検査 

 

事業名 簡易水道事業（簡易・小規模水道事業補助） 
所管課 水道課 工務係 

費 目 簡易水道費 

事業費 

（千円） 
89 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    89 

事業内容 

簡易水道組合及び小規模水道組合が実施した水道施設の老朽化等に伴う施設更新事業等に対して、

下記のとおり補助金を支出した。 

 

○事業内訳 

№ 内        容 決算額（千円） 

１ 貝瀬簡易水道事業 （滅菌装置取替工事） 42 

２ 郷野（西三河内区）簡易水道事業 （滅菌装置取替工事）    47 
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４款．衛生費  （２項）清掃費 

 

持続可能な循環型社会の構築に向け、各行政区をはじめ地域の協力を得て資源物の回収を実施する

などリサイクルを推進し、ごみの減量化を進めた。 

前年度に引き続き、生ごみを回収し堆肥化する取り組みを実施し、可燃ごみの減量化を図った。 

不法投棄対策として、監視カメラ及び不法投棄防止看板の設置、投棄物の早期撤去や環境パトロール、

啓発チラシを全戸に配布する等の防止啓発活動を行った。 

また、良好な生活環境を維持するため、汚泥の堆積しやすい河川下流域で排水溝の清掃（バキューム 

ダンパー車による汚泥除去等）を実施した。 

 

○清掃費の主な事業                       平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 清掃総務事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 環境係 

費 目 清掃総務費 

事業費 

（千円） 
373,752 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

     2,026 371,726 

事業内容 

 

№ 内   容 
事業費

(千円) 
備  考 

1 清掃総務事業の人件費等事務費 54,065  

2 公衆便所清掃管理業務委託ほか 1,158 
・清掃委託（新町・浜中町） 

・汲取料（浜中町・藤ﾉ瀬・七開） 

3 
排水溝の清掃及び汚泥等収集運搬処分業

務委託ほか 
892 汚泥処分委託料ほか 

4 不法投棄対策 638 
啓発チラシ印刷及び看板作成、パ

トロール委託 

5 鹿島藤津地区衛生施設組合運営負担金 150,087  

6 杵藤クリーンセンターごみ処理負担金 10,903  

7 佐賀県西部広域環境組合構成市町負担金 156,009  

 

〇不法投棄禁止看板 

 

〇排水溝の清掃状況 
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○清掃費の主な事業（続き）                    平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 廃棄物処理事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 環境係 

費 目 廃棄物処理費 

事業費

（千円） 
207,775 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   59,338 148,437 

事業内容 

 

№ 内    容 
事業費 

(千円) 
備   考 

1 市指定ごみ袋作成 11,272 
1,226,000枚(大：1,041,000 枚  
小：165,000 枚、 
ステッカー：20,000枚） 

2 ごみステーション看板購入 172  

3 ごみ収集運搬委託ほか 185,494 
収集車 13台、収集量 7,743ｔ 

旅費（資源ゴミ品質確認） 

4 市指定ごみ袋販売委託 7,728  

5 ガラス等リサイクル処理委託料 104  

6 使用済み乾電池の運搬・処理業務委託 474 収集量 4.62t 

7 使用済み蛍光管処理委託 342 収集量 2.11ｔ 

8 中尾リサイクルセンター敷地借地料 180  

9 ごみステーション等設置補助金 160 8 基 

10 家庭用生ごみ処理機器等購入費補助金 72 容器等 10件、電動 3台 

 

11 

ごみ減量化事業【地区別資源回収報奨金】 

(新聞、雑誌、ダンボール、アルミ缶、古着等)

【収集運搬手数料】 

892 

 

571 

団体回収量 307ｔ 

12 生ごみ回収容器等購入費 314 
堆肥ぼかし用クーラーボックス 62個 
堆肥表示シール印刷 

 
〇ごみ収集運搬 

 
〇生ごみ堆肥表示シール 

 
〇廃乾電池収集運搬  

 
〇ごみステーション看板 
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５款．労働費  （１項）労働諸費 

 

勤労者の生活支援と福利厚生に資するため預託による資金貸付事業を行った。また、雇用支援対策として

職業訓練校に対する支援を行うなど市内就業率の向上を図った。 

○労働費の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 労働者金融対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 労働振興費 

事業費 

（千円） 
45,１00 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   45,000 100 

事業内容 

○市内勤労者に対する福利厚生資金及び住宅・教育・生活向上資金の確保に資するため勤労者福

利厚生資金貸付事業（預託金）として九州労働金庫鹿島支店への資金預託を行った。また、労働

者福祉向上のため協議会へ負担金を交付した。 

・預託額 45,000千円 

〔H30年度実績〕 融資件数 542件、貸付残高 4,593,922 千円 

・佐賀県労働者福祉協議会負担金 100千円 

事業名 労働者雇用対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 労働振興費 

事業費 

（千円） 
153 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    153 

事業内容 
○技術の習得による雇用の促進・確保を図るため鹿島藤津高等職業訓練校の運営に対して補助金

を交付した。また、若者の就業支援の一環として市報を活用し職業訓練の情報提供に努めた。 

事業名 労働者福祉対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 労働振興費 

事業費 

（千円） 
1,707 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,707 

事業内容 

○勤労者福祉センターを指定管理者制度により管理するとともに、労働者福祉向上のため中小企

業勤労者福祉サービスセンターへ負担金を交付した。 

・勤労者福祉センター指定管理運営委託料 1,523 千円 

・中小企業勤労者福祉サービスセンター運営費負担金 184千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○鹿島藤津高等職業訓練校（鹿島総合技能専門学院） ○勤労者福祉センター 
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６款． 農林水産業費 

 

本市において、基幹産業である農林水産業の振興は重要課題である。しかし、従事者の減少及び高

齢化、販売価格の低迷等様々な要因により生産所得は伸び悩み、担い手不足や後継者問題など早急

に解決しなければならない課題を抱えている。このような中、地域の農林水産業の活性化を図るため、第

６次総合計画に掲げる「産業の振興、農業・林業・水産業」の施策の展開方向に沿って、行政及び関係

機関との連携・協力のもとに各種施策の推進を行った。 

 

 

６款．農林水産業費    （１項）農業費 

  

消費者ニーズに沿った高品質で安心・安全な農作物を、安定して供給できる生産体制の整備に努め

るとともに、用排水路、農道の整備、土地改良施設の維持管理及び中山間地域における農業生産活動

の維持や多面的機能発揮のための事業や環境保全の活動に取り組んだ。 

農業を取り巻く厳しい情勢の中で、鹿島市緊急農業振興プロジェクトを推進し課題解決に取り組んだ。

近年深刻化する耕作放棄地対策として、荒廃園等の再生作業への支援、中山間地域にあう新規作物の

実証及び検討並びに牛の放牧等を実施した。またイノシシ対策としては、電気牧柵及びワイヤーメッシュ

柵の設置補助を拡大し、捕獲駆除強化につながる施策を行うことで、農作物への被害防止に努めた。 

水田政策については、経営所得安定対策及び水田活用の直接支払交付金の実施に伴い、加入者へ

申請や水田の作付け確認などの推進事業を実施した。果樹、野菜等の園芸作物については、先進的技

術の導入や低コスト化など経営安定に向けた各種補助事業を実施した。畜産振興についても各種補助

事業の活用や防疫の体制を整えた。 
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○農業費の主な事業                                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（農地・農政振興管理事業） 

農業委員会取扱事務 

所管課 農業委員会事務局 

費 目 農業委員会費 

事業費 

（千円） 
40,202 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 6,730  1,031 32,441 

事業内容 

 

○農業委員、農地利用最適化推進委員の人数 

農業委員 10人 、推進委員 21人 

○農地移動の状況(農地法第３条) 

                 38件  9.52 ha   

内訳（所有権移転  36件   6.96 ha) 

（使用貸借権   2件  2.56 ha） 

○農地転用の状況(農地法第４条、５条) 

           55件  8.62 ha 

  内訳  （ 田       25件  2.78 ha）  

      （ 畑      30件  5.84 ha） 

※うち太陽光発電整備施設（7 件  1.37 ha）  

○農地等形状変更届出 

        届出件数 10件   1.72 ha 

○農地転用等現地確認調査 

（３条、４条、５条、農地等形状変更届出他） 

        調査件数  83件 
 

○賃借料情報 平成 30年中（／10ａ当り） 

・田について 

地域 
平  均 

金額(円) 物納(㎏) 

大字高津原大

字納富分 

 9,472 43 

大字重ノ木 9,046 53 

能古見 8,320 39 

古 枝 9,442 49 

浜 10,498 43 

北鹿島 8,490 44 

七浦 10,333 52 

・普通畑・樹園地について（地域は市内全域） 

項目 
平  均 

金額(円) 物納(㎏) 

普通畑 8,850 20 

樹園地 3,628 ― 

※標準小作料制度の公表は、H21.12で廃止 

 

○農地流動化の実績 

  農業経営基盤強化促進法による 

   利用権設定(515件)  163.99 ha 

所有権移転( 15件)     2.77 ha 

※うち農地保有合理化等調整事業 

   農地売買等事業（農業公社分） 

    買 入      7件    1.29 ha 

    売 渡      8件    1.48 ha 

※うち農地中間管理機構との貸借 

124 件     41.56 ha  

○ 農業者年金状況   

被保険者数（新制度のみ）  60 人 

受給状況 (新・旧制度) 

・受給者数        400 人 

内訳（経営移譲年金等   326 人 ） 

（老齢年金のみ     74 人 ） 

・年金受給額        126 百万円 

内訳（経営移譲年金等   86 百万円 ） 

（老齢年金(併給者分含む) 

          40 百万円 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○農地利用状況調査後の農業委員、農地利用 

最適化推進委員の意見交換会 
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○農業費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 後継者育成対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
282 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 94     188 

事業内容 

佐賀県地域で育てる新規就農者総合対策事業費補助金を活用し、就農希望者向け相談会の開

催やパンフレットの作成、新規就農された方を対象にした事業相談会や農産物直売会を開催し、新

規就農者の確保と定着支援に取り組んだ。 

事業名 中山間地域等直接支払交付事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
82,721 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 62,226  11 20,484 

事業内容 

○推進事務費     780,010円 

○本体交付金   8１,930,106円 

（協定：35集落 取組面積 863ｈａ） 

中山間地域において、農業生産活動の充実や

耕作放棄地の発生防止、鳥獣被害の抑制と多面的

機能の発揮等を目的として、農地・農道・水路の整

備・維持管理、鳥獣被害対策、共同機械等の導入・

整備、林地周辺の下刈や景観作物の作付け、担い

手の育成等に取り組み、集落活動を活性化させた。 

なお、２７年度から４期対策（H27～H31）として事業

に取り組んでいる。 〇早ノ瀬集落の棚田 

事業名 鹿島アグリ体験事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
784 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    784 

事業内容 

○鹿島市農業体験推進事業 

市内の園児が幼児期から農業と食の大切さを学ぶ推進事業助成金 360,838円 

  ［ みどり園・能古見保育園・ことじ保育園・鹿島保育園 ］ 

○牡丹餅会  鹿島高校・鹿島実業高校の卒業生の激励会 180,000円 

○鹿島の味体験事業  地産地消推進事業として、市内小・中学校給食への食材提供 242,611円 

  ［ ６月：ミニトマト・１１月：みかん・２月：いちご ］ 

事業名 環境保全型農業直接支払交付金事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,988 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,491   497 

事業内容 

自然環境の保全に資する農業の生産方式を導入した農業生産活動に対し、交付金を交付するこ

とで地域の環境の保全と向上を推進した。鹿島市では有機みかん栽培の取り組みが行われている。 

○事業実施主体：オレンジ未来農場 （対象面積 2,485 ａ） 

○交付金：1,988,000円  県 6,000円／１０ａ （国庫財源含む） 市 2,000円／１０a 
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○農業費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 耕作放棄地対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,720 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,057   663 

事業内容 

国県補助事業と併用し、市支援事業（１／３補助）を活用し、耕作放棄地を再生、再開することで獣

害の低減等近隣農地への悪影響の排除や自身の所得向上により、農業の振興を図ることができた。 

 

〇事業箇所：1 ヶ所、10.1a   事業費：1,990,116円 

〇耕作放棄地再生前 〇耕作放棄地再生後 

事業名 遊休農地解消支援事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,000 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,000 

事業内容 

多良岳オレンジ海道を活かす会（佐賀県農業協同組合、鹿島市及び太良町で組織。事務局は佐

賀県農業協同組合）が高齢化等に伴う耕作放棄地と有害鳥獣被害が増加する農業分野において、

地域の農業を次世代につなぐために、観光農園事業として海道沿いの樹園地にてみかん狩りやぶど

う狩りを実施、耕作放棄地を解消した農地を活用したそば作り体験やサフラン栽培に取り組まれた。 

〇観光農園事業（みかん狩り） 〇耕作放棄地の解消農地を活用したそば作り体験 
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○農業費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島酒米を活かすプロジェクト事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
300 

 

財
源 

  国   県 市債（借入金） その他 一般財源 

    300 

事業内容 

酒どころ鹿島の魅力アップと鹿島市産の酒米の品質向上を目指す「鹿島酒米を活かす協議会」に

おいて事業を推進した。事業活動として、酒米の品質向上に向けた先進地視察研修会、酒蔵ツーリ

ズムでの酒米のＰＲ活動などを行った。 協議会の会長は山田錦研究会長、副会長は酒蔵ツーリズム

会長が務め、事務局はＪＡさがみどり地区鹿島支所。 

事業名 インプリンティング牛放牧研究事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,192 

 

財
源 

  国   県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,192 

事業内容 

代謝インプリンティング技術により、肥りやすい体質を備えた牛４頭を耕作放棄地に放牧。耕作放

棄地の解消と有効活用を行いながら経済的にも成り立つ周年放牧型肉用牛生産システム構築につ

いて、鹿児島大学との新しい自動給餌機を導入した共同実証研究を行った。 

○ｲﾝﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ牛放牧研究委託料   500,000円 

○ｲﾝﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ牛放牧飼養管理委託料 665,000円 

〇牛の放牧 〇鹿児島大学との共同実証研究 

事業名 
農業次世代人材投資事業 

（旧青年就農給付金事業） 

所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
6,375 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 6,375    

事業内容 

 

青年（４５歳未満）の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、経営が不安定な就農直後（５年

以内）の所得を確保する資金（年間最大１５０万円、夫婦で共同申請の場合は１．５倍交付）を交付

し、青年農業者の就農への意欲の喚起及び、定着を促進することができた。 

○30年度交付金額：6,375,000円（7名+夫婦 1組） 

１年分・・・・1,500,000円×3名 

半期分・・・・1,125,000円×夫婦 1組 

半期分・・・・750,000円×1名（妻が休止届提出のため） 
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○農業費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市緊急農業振興プロジェクト 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
2,783 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,783 

事業内容 

 

・意欲ある新規就農者定着支援事業 

（地元就農促進型） 

市内において意欲をもって農業に従事され

る 65 歳未満の者に対して、定額（３万円／月）

を１年間助成することで、新規就農を目指す者

の地元定着につながった。 

〇対象者 Ｈ29年交付決定 ４人 

       Ｈ30年交付決定 ５人 

  支給額 1,620,000円 

 ・農林漁業者応援プロジェクト事業 

  （農業者枠） 

親元で就農を開始した 18歳以上 50歳未満の者

で、国の補助事業である農業次世代人材投資資金

事業（経営開始型）の交付要件に該当しない者に

対して、３年間で最大１５０万円までを支援する事業

を行い、将来の担い手（跡継ぎ）確保につながっ

た。 

〇対象者 H30年交付決定 １人 

 支給額  500,000円  

※別途、水産振興費で漁業者１人に支給を行った 

 

・農業経営相談支援 

農業に関する相談窓口「かしま農業経営相

談所」を開設し、農業者の様々な課題に対す

る相談を受付、関係機関と連携し、農業経営

の支援を行った。 

 

     〇集落営農法人化研修会 

 

・新農業人フェアへの参加 

 新規就農者確保のため、７月・９月に東京で開催

された新農業人フェアに参加し、市農業の魅力を

アピールし、ＩターンＵターンによる就農相談を受け

付けた。相談受付８人（うち１人体験実習、１人就農

予定） 

〇農業人フェアでの鹿島市ブース 

 

・ＫＡＳＨＩＭＡ ＬＯＣＡＬ ＭＡＲＫＥＴ開催 

（新規就農者による農産物直売会） 

 １１月に新規就農者による農産物直売会を

開催、新規品目への挑戦や生産意欲の向上

につながった。 

 参加者に好評であったため、２月の「にぎわ

いフェスティバル」、３月の「おまつり市」でも農

産物直売を行った。 

〇市役所ピロティでの直売会 
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○農業費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

・鹿島産農産物の輸出拡大と鹿島市のＰＲ 

 佐賀県農林水産物等輸出促進協議会が行う

農林水産物輸出拡大イベント事業を、鹿島市と

唐津市が共同開催で行った。場所は、香港の

和食レストラン「佐楽」で、酒蔵ツーリズムＰＲによ

るインバウンド増を図り、鹿島の地酒と鹿島産有

機みかんのＰＲを行い、輸出拡大につながっ

た。 

 

     〇鹿島産有機みかんと日本酒をＰＲ 

 

・新規導入作物（サフラン栽培）の取り組み 

早ノ瀬地区の米作りとサフラン栽培を支援し、

中山間地域における米作りと適応作物の組み

合わせによるモデルケースを提示することができ

た。 

また、米とサフランのセットをふるさと納税の返

礼品として提供できた。 

 

・農地中間管理機構関連農地整備事業の実施に

向けた取り組み 

 音成・嘉瀬ノ浦地区における農地の現況確認の

ためドローンで撮影を行い、事業実施に向けた準

備作業を行った。 

       〇ふるさと納税返礼品 〇事業予定地（音成地区） 
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○農業費の主な事業（続き）  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 産業支援総務事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
2,443 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,443 

事業内容 

 

市内農水産物、特産品等の新たな販路開拓、流通拡大を

図る取り組みとして、ウェブサイト等を活用し、市内産物や特産

品、観光などの情報発信を行った。 

また、新たな産業活性化の取り組みにつなげるため、首都

圏で開催されたイベントに参加するなど、鹿島市産業のＰＲ、

人的ネットワークの構築に努めた。 

                                                     

〇佐賀さいこう！応援団交流会 

事業名 産業活性化施設運営事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
7,186 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    7,186 

事業内容 

市内の農林水産物や様々な地域資源の加工や研究、人の交流や産業間の連携を通じて、新たな

地域活力の創造と産業活性化を図るための拠点施設として設置された「鹿島市産業活性化施設」

（海道しるべ）のスタッフ 3人の雇用を行った。 

事業名 産業活性化施設維持管理事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
3,935 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   337 3,598 

事業内容 

 

産業活性化施設の運営のほか、景観整備や案内パンフレットの増刷を行うなど、観光施設と

しての充実を図ったことで、立寄り客の増加や滞在時間の延長にもつながった。 

・需用費（燃料費、光熱水費ほか）    2,059千円 

・役務費（電話料ほか）                 246千円 

・委託料（浄化槽維持管理委託料ほか）  1,568千円 

・使用料（ケーブルテレビ受信料）ほか   62千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

○木竹伐採                      ○パンフレット（増刷） 
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○農業費の主な事業 （続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 産業活性化施設活動事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,898 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   4 1,894 

事業内容 

地域産業の活性化の拠点施設として、地域農業の再生に向けた取り組みや、さまざまな地域資源を活

用した商品開発、６次産業化に向けた取り組みへの支援等を行った。 

●地域農業再生に向けた取り組み 

酒造好適米「山田錦」、冬採玉葱の生産安定に向けた実証

試験。更に新規作物の検証として、白葱などの新たな産地形

成の可能性についてＪＡと連携して実証に取り組んだ。 

また、農用地等の管理作業の省力化技術の確立を目的に、

雑草抑制芝の栽培実証を行った。   

 

●６次産業化・農商工連携に向けた支援                 ○新規作物（ワケギ）研修会 

 施設内の加工研究室を利用し、市内の１次産業者や事業者とともに加工品の開発に取り組み、ショウガ

を使った加工品など、新たに８商品の開発に成功した。 

事業名 新商品等販路支援ショップ 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,421 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,421 

事業内容 

産業活性化施設に設置している販売コーナーのリニューアルを行い、産業活性化施設活動事業

で開発された商品を、市内外からの多くの来館者に対しＰＲ・販売を行い、商品の改良及び販路開

拓の支援を行った。 

また、市内外のイベントにおいて販売ブースを設置し、商品ＰＲ及び販売促進を図った。  

事業名 販路開拓支援事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
3,331 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,331 

事業内容 

 

都市圏で開催された展示商談会に鹿島市としてブースを設置し、市内 14事業者が出展した。 

他にも、展示会・商談会等への市内事業者の出展のサポートを行い、都市圏のバイヤーへ向けた

商品ＰＲ及び商談等を支援し、新たな取引の拡大につながった。 

●アンテナコーナー設置事業 1,606千円 

 東京都９店舗、福岡市１店舗の商店・飲食店のほか、佐賀空港において、鹿島の産物を集めたア

ンテナコーナーを設置し、特産品の紹介・観光 PRを行い、市内産物の販路拡大の支援を行った。 

         

〇地方銀行フードセレクション          〇九州堂（東京）でのアンテナコーナー 
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○農業費の主な事業 （続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地域産業再興事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 農政事業費 

事業費 

（千円） 
1,500 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,500 

事業内容 

 

●産業連携活性化協議会事業 1,000 千円 

市内の産業5団体（農協・漁協・商工会議所・森林組合・観光協会）で構成する産業連携活性化協議会

の取組みとして、市内の小中学生と保護者や市内学校教諭を対象に、市内の企業や産業の現場をめぐる

「かしま仕事めぐりツアー」を開催した。さらに、鹿島市教育委員会と協力し「ものづくりイベントの日」を開

催し、多くの親子がものづくりを体験した。 

また、市内の産業を広く市内外に PR するために、鹿島酒蔵ツーリズムの開催にあわせ「第４回 鹿島お

まつり市」を開催した。 

    

〇仕事めぐりツアー                    〇鹿島おまつり市 

 

●鹿島ジビエ料理研究会事業 500千円 

農作物に害を与えるイノシシなどの有害鳥獣を、ジビエ料理として有効活用するため、地元料飲店と猟

友会で構成する研究会において、全国ジビエフェアの視察や、地元飲食店等と協力し「鹿島にぎわいフェ

スティバル」を開催し、ジビエ料理の PRを行った。 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 農業金融対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
58 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 29   29 

事業内容 

○スーパーL資金利子助成 58,342円（7件） 

認定農業者の認定審査業務（129 経営体）、各種農業関連資金における経営改善資金計画の認

定審査業務を行った。 

事業名 農作物保全対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
450 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    450 

事業内容 
鹿島市農作物有害鳥獣駆除組合（市、佐賀県農業協同組合、生産組合で組織。事務局は佐賀県

農業協同組合）へ、ドバト・カラス等の駆除にかかる経費（出動手当・報奨金）を助成した。 

事業名 イノシシ駆除対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
3,580 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,580 

事業内容 

鹿島藤津地域有害鳥獣広域駆除対策協議会負担金（駆除委託費及び捕獲報奨金）として支出

し、有害鳥獣（猪）から農作物への被害防止に取り組んだ。 

○期間  ４～１０月  ○捕獲頭数４４５頭   

 

 

○有害鳥獣(猪) 被害防止対策事業(実績報告捕獲証拠品) ○イノシシの箱罠での捕獲 

事業名 鹿島市鳥獣被害防止強化対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
1,070 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,070 

事業内容 

イノシシ被害抑止と農業者の生産意欲向上のため、狩猟期間における捕獲強化支援に取り組ん

だ。 

○期間 １１月～３月  ○捕獲頭数２１４頭  ○補助金額 1,070千円 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
鳥獣被害総合対策事業 

（鹿島市緊急農業振興プロジェクト） 

所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
8,946 

 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    8,946 

事業内容 

 

鹿島市内における平成 30 年度イノシシ捕獲頭数は 659 頭と減少傾向であるが、農作物への被害

状況に変化はない。そのような中で、鳥獣被害対策を、鹿島市緊急農業振興プロジェクトの１つの柱

と位置づけて取り組んだ。新たな取り組みとしては、鳥獣害から集落を守る農業用施設等防護対策

事業を開始し、狩猟免許取得者増を図る目的として狩猟免許取得費用助成の増額も行った。また、

中型哺乳類（アナグマ、アライグマなど）の被害対策として、小型箱わなを６基購入し、被害防止強化

を図った。引き続き、猟友会へ有害鳥獣捕獲実施隊を委託することで事業実施の強化を図り、市単

独のイノシシ被害防止柵設置補助を行い被害抑止にも取り組んだ。 

〇猟友会への委託料ほか 4,878千円 

〇農業用施設等防護対策事業８地区ほか 4,068千円  

○中浅浦地区のワイヤーメッシュ柵 ○小型箱わな 

事業名 北鹿島農村運動広場防球ネット設置工事 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
2,799 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,799 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    ○北鹿島農村運動広場南側防球ネット 

 

工事費：２,７９９,３６０円 

防球ネット幅：３０ｍ 

防球ネット高： ６ｍ 

 

農村運動広場南側に住宅が建設され、

ボールが頻繁に飛来し危険であるため、防

球ネットを設置する工事を行った。 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 経営所得安定対策等推進事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
9,013 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 7,324  1,682 7 

事業内容 

○平成 30年度経営所得安定対策等推進事業 

 7,324,000円（補助金） 

農業生産力の向上と多面的機能を維持することを目的とする水田活用の直接支払交付金を柱とし

た経営所得安定対策等の円滑な運営・推進を図るため、事業実施主体となる鹿島市農業再生協議

会に対して必要な推進事業費の補助を行った。 

 

○平成 30年度経営所得安定対策等推進事業 

1,688,245円（市事業費） 

鹿島市農業再生協議会の推進活動を一部受

託し、水田台帳、農家台帳及び平成 30 年産営

農計画書の整理、並びに生産組合長等に対して

適正な推進が図れるように説明等を実施し、経

営所得安定対策等の円滑な運営・推進のため、

必要な事業を行った。 

 

                                      ○鹿島市農業再生協議会総会 

事業名 さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 農業振興費 

事業費 

（千円） 
3,142 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,416   726 

事業内容 

 

集落営農組織が、農業用機械を拡充・共同化し、品質の向上と生産コストの低減による所得の向

上を目指す活動に対し、農業用機械購入費の助成を行う事業を活用。 

大豆コンバインの導入で、適期収穫を行い、構成員の減少に対応したコスト削減や作業効率の向上

につながった。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                                 ○大豆コンバイン 

 

大豆コンバイン １台 

７，７７６，０００円 

（七浦西部地区営農組合） 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 さが園芸農業者育成対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 園芸振興費 

事業費 

（千円） 
16,543 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 13,508   3,035 

事業内容 

近年の重油や資材価格の高騰、生産農家の高齢化の進行による農業従事者数の減少等の課題

を抱えている中、革新的技術の導入による収量・品質の飛躍的向上や、省エネ・省力化技術の普及

などを進めるとともに、新規就農者や規模拡大を志向する経営体を育成することにより、収益性の高

い園芸農業を確立していく必要があるため、所得向上に向けた収量・品質の向上や低コスト化、規模

拡大など収益性の高い園芸農業の確立に必要な施設・機械等の整備を推進した。 
 

○主な事業の内訳                                         金額単位（円）       

事業実施主体 事業内容 事 業 費 
負担区分 

県補助金 一般財源 

個人農家（いちご） 園芸ハウスの長寿命化 1,168,020 389,000 117,000 

個人農家（いちご） 循環扇 1,179,360 589,000 118,000 

鹿島市第六施設改修組合 

（ハウスみかん） 
園芸ハウスの長寿命化 1,701,000 566,000 170,000 

個人農家（ハウスみかん） 
多層被覆装置 

循環扇 
707,400 235,000 71,000 

鹿島市第五ぶどう高品質組合 降雨防止施設 1,512,000 503,000 152,000 

鹿島市第四根域制限栽培組合

（温州みかん） 

果樹根域制限栽培シス

テム 
19,278,000 9,638,000 1,928,000 

鹿島市第六除草省力化組合 乗用草刈り機 1,069,200 356,000 107,000 

鹿島市第七土壌改良組合 剪定枝粉砕機 1,026,000 341,000 103,000 

鹿島市第八土壌改良組合 剪定枝粉砕機 1,026,000 341,000 103,000 

鹿島市第九土壌改良組合 剪定枝粉砕機 1,026,000 341,000 103,000 

鹿島市第十土壌改良組合 剪定枝粉砕機 628,560 209,000 63,000 
 

○いちご循環扇 ○乗用草刈機 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
鹿島市みかんの根域制限高畝マルチ栽培

事業費補助金 

所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 園芸振興費 

事業費 

（千円） 
4,140 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    4,140 

事業内容 

みかん産地としての維持及び更なる発展のため、その効果が極めて高い割合で実証されている

根域制限栽培への取り組みについて補助に取り組んだ。 

○対象者１３人(１年目５人、２年目１人、３年目５人、４年目５人)  ○補助対象面積 273a 

   ○Ｈ２６植栽時（龍宿浦圃場）       ○Ｒ１現在（龍宿浦圃場） 

事業名 さが果樹産地強化対策事業費補助金 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 園芸振興費 

事業費 

（千円） 
557 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    557 

事業内容 

高品質なみかんを高確率で栽培するためには、マルチ被覆は不可欠であり、農家の営農意欲や

経営の安定化を図るためにマルチ被覆資材及びマルチ被覆の巻上装置含む資材に対し、補助に

取り組んだ。 

○受益農家２８人 ○総事業費 6,327,447円 ○補助金額 557,000円 

事業名 
強い農業づくり交付金事業 

（さが園芸農業者育成） 

所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 園芸振興費 

事業費 

（千円） 
195,555 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 188,055  3,165 4,335 

事業内容 

電照菊を栽培する若手農家組織に対して、低コスト耐候性ハウス導入に伴う補助を行った。 

○佐賀菊出荷組合(鹿島市２人、江北町１人、唐津市１人、佐賀市１人) 

○総事業費：341,398,800円  ○総面積：11,056.1㎡ 

      ○低コスト耐候性ハウス          ○栽培中の菊 
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○農業費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 トレーニングファーム整備推進事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 園芸振興費 

事業費 

（千円） 
79,032 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 79,032    

事業内容 

 北鹿島地区に、トマトのトレーニングファームを２棟建設し、新規就農者の育成確保を行った。 

○事業実施主体：佐賀県農業協同組合、みどり地区トレーニングファーム運営協議会 

○総事業費：89,147,164円（うちハウス 83,689,200円、推進活動費 5,457,964円） 

      ○トレーニングファーム全景          ○栽培中のトマト 

事業名 死亡獣畜処理対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 畜産業費 

事業費 

（千円） 
600 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 300   300 

事業内容 
死亡した獣畜の搬送並びに処理に係る費用に対する補助金 600,400円 

○牛・・・７９頭 

事業名 牛異常産予防対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 畜産業費 

事業費 

（千円） 
170 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    170 

事業内容 

春先から流行するウィルス性の異常産(流産・死産・奇形)を防止するためのワクチン接種に要する

経費を助成し（牛４１１頭への 3種混合ワクチンの投与）、牛の正常な生育に寄与した。 

○事業主体 佐賀県農業協同組合   ○事業費 715,140円  

事業名 優良素牛等導入助成事業 
所管課 産業部 農林水産課 農政係 

費 目 畜産業費 

事業費 

（千円） 
660 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    660 

事業内容 
市内の肥育農家が市内の繁殖農家から素牛購入（２２頭）をするときの助成を行い、上質な鹿島産

ブランド牛の確立を図った。 
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○農業費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
国営造成施設管理体制整備促進事業 

（多良岳地区） 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
3,552 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,483   1,069 

事業内容 

 

○ため池の多面的公益的機能を発揮し環境への配慮や良好な施設管理を行うために、関係機関連

携のもと、地域としての適切な取り組みにより管理体制の整備強化を図った。また、施設の維持管理

を適切に行うことができた。                   負担割合 ：  国 50％、県 20％、市 30％ 

 ・推進事務費（推進協議会の運営費）     132 千円（補助対象 0,128千円） 
 ・強化支援費（土地改良区の維持管理費等） 3,420千円（補助対象 3,420千円） 
 

（国営多良岳地区） 

事業概要 ： 国営造成施設管理支援強化補助金（消防団・企業との施設管理協定締結） 

管理施設 ： 農業用ため池４ケ所・送配水施設等（除草作業、減圧水槽・配水槽の水位変化の 

観測、漏水等の点検管理） 

事業名 農道・用排水施設整備事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
12,913 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   3,000 9,913 

事業内容 

 

○農道・用排水路等の修繕や舗装工事、原材料支給及び広域農道の除草等を実施し、営農活動へ

の支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

・広域農道維持管理（巡視・除草・塩カル散布）業務委託ほか 

・広域農道嘱託登記委託料 

・広域農道路面等改修工事（湯ノ峰地区）ほか 

・5集落へ生コン等の原材料支給及び重機借上げほか 

・需用費等 

5,932 千円 

1,064千円 

2,865千円 

2,717 千円 

335千円 

 

             計 12,913千円 

○広域農道補修状況 ○広域農道交通安全施設等整備工事 
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○農業費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 基盤整備促進事業（ほ場整備） 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
32,303 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 21,560 4,100 5,546 1,097 

事業内容  

 

○不整形な農地区画、耕作道や用排水路の未整備により営農に支障をきたしているため、圃場整備を実

施し、農地の高度利用、農地集積及び農業経営の効率化等を図った。 

【全体】                      【Ｈ30 実施分】 

事 業 費 ： 612,300千円        事 業 費 ： 32,303千円 

事 業 期 間 ： H27～R3           負 担 割 合 ： 国 55％、県 15％、市 15％、地元 15％ 

受 益 面 積 ： 18.1ｈａ            事 業 概 要 ： 音成地区（古場城工区ほか）のほ場整備工 

○ほ場整備（古場城工区） ○ほ場整備（音成工区） 

事業名 基盤整備促進事業（ほ場整備）【繰越分】 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
71,569 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 50,070 7,200 14,299  

事業内容 

○不整形な農地区画、耕作道や用排水路の未整備により営農に支障をきたしているため、圃場整備を実

施し、農地の高度利用、農地集積及び農業経営の効率化等を図った。 

【全体】                        【Ｈ30実施分】 

事 業 費 ： 612,300千円         ,事 業 費 ： 71,569 千円 

事 業 期 間 ： H27～R3            負 担 割 合 ： 国 55％、県 15％、市 15％、地元 15％ 

受 益 面 積 ： 18.1ｈａ             事 業 概 要 ： 音成地区（古場城工区ほか）のほ場整備工 

事業名 基盤整備促進事業（ため池改修） 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
4,109 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,245 1,200 457 207 

事業内容 

○平成29年に漏水が判明した郡山ため池（伏原）に対して、堤下の民家に被害を及ぼす恐れがあることか

ら堤体補修工事を実施した。 

 

事業主体 ： 鹿島市 

事 業 費 ： 4,109千円 

負担割合 ： 国55％、市33.75％、地元11.25％ 
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○農業費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 基盤整備促進事業（農業用用排水施設） 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
63,895 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 44,583 8,500 9,741 1,071 

事業内容  

 

○法面侵食が進む西葉地区の用排水路を整備し営農条件の改善を図るため、水路整備工事（前篭工

区）を実施した。 

【全体】 事 業 費 ： 229,700千円 

事 業 期 間 ： H29～R3 

受 益 面 積 ： 11.4ｈａ 

事 業 内 容 ： 暗渠排水整備（11.4ha） 

              及び用排水路（4,124m） 

【Ｈ30実施分】 

 事 業 費 ： 63,895千円 

負 担 割 合 ： 国 55％、県 15％、市 15％、地元 15％ 

事 業 概 要 ： 水路整備工事費     63,459千円 

測量・補償費          228千円 

土改連賦課金          ,208 千円         ○西葉地区 

事業名 
基盤整備促進事業（農業用用排水施設） 

【繰越分】 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
13,814 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 9,664 1,800 2,350  

事業内容 

○法面侵食が進む西葉地区の用排水路を整備し営農条件の改善を図るため、水路整備工事（前篭工

区）を実施した。 

【全体】                      【Ｈ30実施分】 

事 業 費 ： 229,700 千円         事 業 費 ： 13,814千円 

事 業 期 間 ： H29～R3            負 担 割 合 ： 国 55％、県 15％、市 15％、地元 15％ 

受 益 面 積 ： 11.4ｈａ              事 業 概 要 ： 水路整備工事費   10,176 千円 

事 業 内 容 ： 暗渠排水整備（11.4ha）             用地取得費         485千円 

          及び用排水路（4,124m）            測量業務委託費      3,153 千円 

事業名 経営体育成基盤整備事業（浜東部地区） 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
5,394 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  1,900 3,208 286 

事業内容 

  

 

○地域農業の担い手（集落営農・認定農業者）を中心とした効率的で安定した農業経営を実現するため、

農業生産基盤（農業用用排水路）整備工事を行った。（県営事業） 

 

【全体】 

事 業 費 ： 344,650 千円 

事 業 期 間 ： Ｈ26～Ｈ30 

受 益 面 積 ： 60.3ｈａ 

 

 

【Ｈ30実施分】 

事 業 費  ： 30,546千円 

負 担割 合  ： 国 55％、県 27.5％、市 7％、地元 10.5％ 

事 業概 要  : 水路工 Ｌ＝146.2ｍ 

農道舗装 Ｌ＝702ｍ 

県工事負担金 17.5％ 5,346千円 

土改連賦課金        48千円    計 5,394千円   
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○農業費の主な事業（続き）                               平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地域農業水利施設ストックマネジメント事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
26,039 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 13,478 3,600 925 8,036 

事業内容 

 

○標準的な耐用年数が経過した農業用施設に機能保全工事を実施し、施設の長寿命化を図り、農業生

産性の向上及び農業経営の安定に寄与した。 
 

【全体】 事業期間 ： Ｈ30～R2    総事業費 ： 84,000千円   事業主体 ： 鹿島市 

       事業概要 ： （全体）頭首工 3 ヶ所、排水機場 6 ヶ所 

【Ｈ30実施分】                          事業費計    20,179千円 

・若宮頭首工補修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,298千円 

・浜干拓・組方排水機場補修工事・・・・・・・・・・・・・・6,990千円 

・浜干拓・組方排水機場補修工事実施設計・・・・・・・・・・1,966千円 

・土改連賦課金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・925千円 
 

【土地改良区への補助】 

対象事業費×9％（補助残 30％×30％） 

+事務費（事業費×2.5％）×30％ 

鹿島市土地改良区 ： 5,080 千円 

多良岳土地改良区 ：  780千円 

                                             ○若宮頭首工 

事業名 
地域農業水利施設ストックマネジメント事業

【繰越分】 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
15,388 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 10,772 1,200 3,416  

事業内容 

 

○標準的な耐用年数が経過した農業用施設に機能保全工事を実施し、施設の長寿命化を図り、農業生

産性の向上及び農業経営の安定に寄与した。 
 

【全体】 事業期間 ： Ｈ26～Ｈ30 

総事業費 ： 92,500 千円 

事業主体 ： 鹿島市 

       事業概要 ： （全体）頭首工 6 ヶ所、排水機場 4 ヶ所、転倒ゲート 1 ヶ所の保全対策工事 

【Ｈ30実施分】                                  事業費計   15,388千円 

・若宮頭首工補修工事実施設計書作成業務委託及び補修工事（一部）・・・ 750千円 

・山王頭首工補修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,858千円 

・高良頭首工補修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,780千円 

 

 

 

 

 

 

○山王頭首工                         ○高良頭首工 
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○農業費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 農地多面的機能支払交付金事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
106,639 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 80,193   26,446 

事業内容 

○農地維持支払交付金及び資源向上支払交付金（施設の長寿命化のための活動を除く） 

  【総事業費：72,902千円（国 1/2、県 1/4、市 1/4：18,226千円）】 

地域が農家、非農家を問わず一体となり、農業用施設の草刈りや泥上げ等の維持管理や軽微な補修

などを行い、農村環境の適切な保全を図った。また、地域の一体的な取り組みにより耕作放棄地防止

等に寄与した。        （活動組織）  北鹿島・のごみ・古枝・浜町・七浦・重ノ木・若殿分の 7組織 

○資源向上支払交付金（施設の長寿命化のための活動） 

  【総事業費 32,184千円（国 1/2、県 1/4、市 1/4：8,046千円）】 

老朽化が進む農地周りの農業用排水路・農道などの補修・更新活動を行い、農業用施設の長寿命化

が図られた。           （活動組織）  北鹿島・のごみ・浜町・七浦・重ノ木・若殿分の 6組織 

○事業推進交付金ほか 【総事業費 1,553 千円（国 641千円、市 912千円）】 

○資源向上支払（共同） 防草シート 

 

○資源向上支払（長寿命化） 水路法面の補修 

事業名 
基幹水利施設ストックマネジメント事業 

（藤津東部地区） 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
18,912 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  8,400 10,400 112 

事業内容 

○経年劣化に伴い老朽化した今籠・土井丸排水機場について、効率的な機能保全工事の実施により既

存施設の長寿命化を図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に寄与した。 
 

  【全体】 

 事業期間 Ｈ24～Ｈ31 事業費 495,770 千円 

対象施設 今籠排水機場、土井丸排水機場 
 

【Ｈ30実施分】 

 事業費 94,000 千円（うち、県工事負担金 18,800 千円（20％）を負担） 

事業概要 今籠・土井丸排水機場 流入水路整備（L=480m） 
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○農業費の主な事業（続き）   平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 県営農業用河川工作物応急対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
4,878 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  4,300  578 

事業内容 

○農業用工作物の構造が不適当で改善措置を要するものについて、整備・補強等を行い、洪水等の災

害を未然に防止する当該事業を活用して、柳瀬頭首工（可動堰）の工事着手に向けて、家屋事前調査

を実施した。 

【全体（施工計画）】 

事 業 期 間 ： Ｈ30～Ｈ32 

全体事業費 ： 486,300 千円 

負 担 割 合 ： 国 55％、県 37％、市 8％ 

【Ｈ30実施分】 

家屋事前調査 ： 2戸 

事  業  費  ： 2,180 千円 

事業名 農業用河川工作物応急対策事業【繰越分】 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
7,985 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 6,907 900 178  

事業内容 

○農業用河川工作物の構造が不適当で改善措置を有するもので、洪水等による災害を未然に

防ぐために必要な整備・補強等を行うための実施設計のほか、応急対策工事を実施した。 

【Ｈ30実施分】 大工田頭首工（中川川水系） 

補修工事費  7,985千円 

負 担 割 合  国 55％、県 32％、市 13％ 

事業名 
調査計画事業（ため池耐震調査・ハザードマ

ップ作成） 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
16,737 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 16,700   37 

事業内容 

○近年多発している局所的な豪雨や地震などにより、老朽化したため池が被災する可能性があるこ

とから、国の補助制度を活用し順次ため池の耐震調査を行っているところであり、今年度は、2ため池

（黒岩ため池、濁堤）について、耐震調査を行い、４ ため池（笹原、花取、七曲、万才）について、ハ

ザードマップの作成を行った。 

事 業 費 ・実施設計   16,737千円（うち、補助対象分 16,700千円） 

負担割合   国 100％（補助対象分） 

事業名 広域農道保全対策事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 農地整備費 

事業費 

（千円） 
15,604 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 9,295  4,135 2,174 

事業内容 

○広域農道は橋梁の完成、部分供用から 20 年を経過した箇所もあり、路面補修や橋梁点検を

行う時期にきている。そこで、国県補助を活用し、橋梁等の点検診断及び路面の調査を行い、

維持管理計画を策定した。協定に基づく鹿島市、太良町合同事業。 

事 業 費 ・実施設計   15,495千円 

負担割合   国 50％、県 10％、市町 40％（負担割合 鹿島市 34％、太良町 66％） 
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６款．農林水産業費  （２項）林業費 

 

林道の維持管理のほか、作業道の開設工事に対する原材料の支給や補助を行い、効率的な森林施業

の推進に向けた基盤整備を進めた。また、鹿島市環境林として位置付けている山浦（長野）の森林で

間伐を行い、荒廃森林の整備を行った。自然の館においては、給水ポンプ及び濾過装置の修繕を行う

など、老朽化施設の更新や利便性の向上を図った。 

 

○林業費の主な事業                                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 自然の館管理運営費 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 林業振興費 

事業費 

（千円） 
5,883 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

   391 5,492 

事業内容 

 

・指定管理委託料（4,449千円）のほか、自然の館 

給水ポンプ修繕（270千円）や自然の館給水濾過 

装置修繕（160千円）を実施し、施設の適正な維 

持管理に努めた。 

 

 

                                            ○給水ポンプ修繕 

事業名 森林整備担い手育成基金事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 林業振興費 

事業費 

（千円） 
1,508 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

   740 768 

事業内容 

 

○森林整備担い手育成基金事業 交付金 

森林整備の担い手である森林組合作業班員の福利厚生 

制度の充実を図るため、鹿島嬉野森林組合に対し、雇用保 

険、健康保険、厚生年金、退職金共済制度への加入費用の 

補助を行い、制度を活用した労働環境の充実を図った。               

事業名 環境林整備事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 林業振興費 

事業費 

（千円） 
1,701 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

 1,700   1 

事業内容 

水源かん養や災害防止等の様々な公益的機能が期待される重要な森林のうち、整備が行われず

荒廃が進んでいる民有林を鹿島市環境林として区域設定し、公的な森林管理を行った。 

その森林に対して、除間伐等の森林整備を行うことで荒廃森林の再生を図り、森林の公益的機能

の維持増進に努めた。               

【負担割合】 県 100％ 

【業務概要】 切り捨て間伐 3.7hａ                 
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○林業費の主な事業（続き）                               平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 作業道整備事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 林業振興費 

事業費 

（千円） 
676 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

    676 

事業内容 

 

鹿島嬉野森林組合が森林経営計画に基づき行う作業道の開設に対し、間伐及び間伐材搬出の

経費への補助を行い、作業道の整備及び間伐材の搬出促進を図った。 

・作業道整備補助金  290 千円      

・間伐材搬出補助金  386 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇整備した作業道                           〇間伐材搬出 

事業名 県単林道事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 林業振興費 

事業費 

（千円） 
13,269 

財

源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

 5,307   7,962 

事業内容 

 

林道中木庭線では、イノシシによる落石被害が頻繁に起り林道の通行に支障をきたしていたため、

落石防護網を設置した。 
 

・林道中木庭線落石防護網設置工事  L=89.0m（A=871.5 ㎡） 13,269 千円      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇落石防護網   
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６款．農林水産業費  （３項）水産業費 

 

本市水産業の主幹である海苔養殖業は、平成 29 年度における販売額は約 26 億円であったが、平成

30 年度においては、栄養塩の低下による色落ちが発生したため、例年より冷凍海苔の収穫時期が短か

く、販売額は約 18 億円にとどまった。 

また、漁場における栄養塩低下を受け、漁場機能改善のために佐賀県有明海漁業協同組合が施肥を

行ったことに伴い、事業費の一部補助を行い、海苔の水揚げ低下及び漁業経営者の経営安定を図った。 

漁港施設においては、平成 28 年度から着手した浜漁港干拓物揚場等周辺施設の鋼管杭補修や飯田

漁港箱崎地区で物揚場拡幅等の工事を実施し、これまでの老朽化診断の結果により浜漁港新浜大橋、

七浦漁港塩屋地区２号防波堤の補修設計を実施した。 
 

○水産業費の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 海苔養殖漁場環境改善対策事業費 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 水産業振興費 

事業費 

（千円） 
7,382 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    7,382 

事業内容 

○鹿島市沖の漁場の機能回復を目的とした事業 

水産業振興を図るためには、漁場機能を回復させることが喫緊の課題となっている。平成 30年度に

は、栄養塩の低下による色落ちなど海苔の生育に支障をきたした。施肥をすることにより漁場の機能

改善を図るため、漁協へ補助を行った。 

  ・海苔養殖漁場環境改善対策事業費補助金 7,382 千円 

事業名 信漁連 預託金事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 水産業振興費 

事業費 

（千円） 
30,000 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   30,000  

事業内容 

 

○預託金 佐賀県信用漁業協同組合連合会  30,000 千円 

信漁連への預託金の預託を行い、漁業者への融資の融通を図った。 

〔Ｈ30 年度実績〕 融資件数  25 件  貸 付 額  237,578 千円 

〔  累  計  〕 融資件数 157 件  貸付残高  1,117,661 千円 

事業名 
佐賀県漁港小規模事業 

飯田漁港箱崎地区 

所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 漁港管理費 

事業費 

（千円） 
10,260 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,475  2,335 5,450 

事業内容 

 

近年の運搬車大型化に伴い、繁忙期には運搬車が離合できず 

使用に不便をきたしていたため、物揚場の幅員を約 2.5ｍ拡幅 

するとともに舗装改修を行った。 

【負担割合】 県 25％、補助残（市 7 : 漁協 3） 

【工事概要】 

   ・拡幅延長 Ｌ＝6.5ｍ 拡幅幅 Ｗ＝約 2.5ｍ 

       改修前幅員  Ｗ1＝約 6.0ｍ 

       改修後幅員  Ｗ2＝約 8.5ｍ 

   ・舗装改修延長 Ｌ＝50.0ｍ                       〇飯田漁港箱崎地区 2 号物揚場 
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○水産業費の主な事業（続き）                              平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 水産基盤ストックマネジメント事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 漁港管理費 

事業費 

（千円） 
49,445 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 23,600 21,200  4,645 

事業内容 

 

漁港施設の効率的かつ効果的な維持更新を図るため、老

朽化診断、保全計画の策定及び保全工事を行う事業であり、

これまで実施した老朽化診断等の結果により、浜漁港干拓物

揚場等周辺施設での保全工事を実施した。また、他漁港に

おいても長寿命化が必要な施設については、優先順位をつ

け今後の保全工事のための設計業務を実施した。 

【負担割合】 国 50％、市 50％ 

【工事概要】 浜漁港 鋼管杭補修 39 本 

【設計概要】 浜漁港新浜大橋補修設計 

          七浦漁港塩屋２号防波堤(B)補修設計        〇浜漁港干拓物揚場現況（鋼管杭） 

事業名 海岸漂着物等地域対策推進事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 漁港管理費 

事業費 

（千円） 
2,123 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

1,697    426 

事業内容 

近年、漂着物の被害が増えてきていることから、佐賀県海岸漂着物等地域対策推進事業を活用し、市が

管理する 4 漁港（百貫、浜、七浦、飯田）内及び漁港海岸の漂着物を海苔養殖が始まる前までに除去した。 

【負担割合】 国 80％、市 20％ 

 

 

 

 

 

 

○漂着ごみ集積作業状況（浜漁港）         ○漂着ごみ集積作業状況（百貫漁港） 

事業名 浜漁港堆積土改良事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 漁港管理費 

事業費 

（千円） 
3,798 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,798 

事業内容 
浜漁港新浜大橋の下流に堆積している潟土について、航路の確保、河川の流水阻害防止のため、木柵

による堆積土の流出防止を実施した。(・原材料費  木材 556 千円 ・重機借上料 3,242 千円) 

事業名 佐賀県漁業経営構造改善事業【繰越分】 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 漁港管理費 

事業費 

（千円） 
3,807 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  3,400 407  

事業内容 

既存のノリ糸状体培養場の統廃合により、漁協が新設するノリ糸状体培養場（広域施設）について、有明

海沿岸市町（4 市 2 町）は解体費用を含めた総事業費の 5％分を管内のノリ糸状体出荷割合（鹿島市は

11.58％）により、漁協に直接補助した。 
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７款．商工費  （１項）商工費 

商工業の持続的発展による域内経済の活性化と雇用確保のため「かしまビジネスサポートセンター」

を核とした事業者の個別支援を実施したほか、人材育成対策として域内従業者の技術研修や資格取得

を支援した。また、中小企業・小規模事業者向け市制度融資の条件を拡充し、事業者の資金調達の円

滑化を図ることで、域内事業者の育成・存続を推進した。商業振興施策としては集客と売上増加を促

すための様々な事業を実施するとともに、祐徳門前商店街には専任嘱託職員を配置した。消費者保護

の取り組みでは、架空請求等に対する無料相談窓口の常設や量販店への立入検査等を実施し、安全・

安心な市民生活の実現を目指すとともに、市営駐車場の管理・運営を行い市民生活の利便性維持を図

った。そのほか、工場団地等の指定地域に設備投資を行った企業に対して奨励金を交付し、地場企業

の育成を図った。 

交流人口の増加、観光振興を目的とした鹿島市干潟交流館が平成 31年 3月に完成し、オープンのた

めの準備を行った。また、観光振興施策における上位プランである「かしま観光戦略プラン」の達成

に向け「かしま観光戦略会議」を開催し、関係者による様々な協議を行った。8 回目となった「鹿島

酒蔵ツーリズムⓇ2019 イベント」では年々認知度が向上し、過去最高となる 99,000 人の来場者で賑

わいをみせた。今回は無料バスの路線見直しや仮設トイレの休日汲み取りなど「おもてなし」の心で

インフラの充実に取り組んだことで、来場者から高い満足度を得ることができた。 

○商工費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 商工業団体活動推進対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
3,800 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,000 1,800 

事業内容 

○商工団体、商店街振興組合等の商工業振興を図る取り組みに対して支援を行った。 

・商工業活性化交付金        2,000 千円（支援先 9 団体） 

・商工業振興事業補助金       1,600 千円 

・佐賀県商店街振興組合連合会補助金  200 千円 

事業名 消費者行政対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
1,480 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 451   1,029 

事業内容 

 

 

○毎週月曜日と金曜日に消費生活無料相談窓口を開設した。広報・啓発活動としては、消費者月間

となる 5 月に市内量販店の店頭で消費者保護啓発キャンペーンを実施したほか、消費者ホットライ

ン「１８８（イヤヤ）」周知のため、年 2 回啓発チラシを全戸へ配布した。そのほか、安全・安心

な市民生活の実現のため、量販店への量目立入検査と家庭用品品質表示法に基づく立入検査、計量

器検査（隔年実施、次回は令和 2年度）を実施した。 

本市と嬉野市・太良町で佐賀県南西部消費者行政連携協議会を組織していることで、同じ相談員

が平日の曜日毎に 2市 1町を巡回し相談業務に従事しており、スケールメリットを活かした消費者

トラブルの未然防止に努めている。（鹿島市受付相談件数：新規相談 82 件、再相談 116 件） 

 
 

 
 
 
 
   
 

○鹿島市企業ガイドブック 

 

 

 

 

 

 
○消費者保護啓発キャンペーンの様子 
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○商工費の主な事業 (続き)                            平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 商業・商店街振興 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
2,142 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 739  1,000 403 

事業内容 

○商業・商店街振興のための各種事業を実施した。 

・中心商店街再活性化事業交付金  500千円 

鹿島実業高校・鹿島高校と中心商店街等の協働による春と秋の「まちなか花いっぱい運動」を

実施したほか、鹿島市産業連携活性化協議会、鹿島市地場産業振興協議会が高校生や福祉施設等

と協働で、鹿島酒蔵ツーリズム○R イベントに合わせて地域物産の販売やＰＲを行う「鹿島おまつ

り市」の開催など、中心商店街の再活性化に取り組む団体を支援した。 

・商店街情報発信業務委託  130千円 

商店街の集客力向上のため、ホームページの更新とイベント情報の発信に取り組んだ。 

・地域商業活性化支援事業費補助金〔新規出店者誘致事業〕  1,478千円 

中心市街地・祐徳門前商店街・肥前浜宿における空き店舗等の解消と商店街の魅力向上による

集客力向上のため、当該地域での新規出店者を公募した結果、中心市街地の空き物件を活用し飲

食店を開業した創業者と、菓子小売店をオープンした事業者に対して、改装費の一部を助成した。 

・商業、商店街振興に係る視察研修旅費等  34 千円 

○春のまちなか花いっぱい運動 ○新規出店した飲食店の店内の様子 

事業名 かしまビジネスサポートセンター設置・運営 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
10,000 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,000 

事業内容 

○かしまビジネスサポートセンター設置・運営事業業務委託  10,000千円 

事業者が抱える経営課題や創業などに対するワンストップ無料相談窓口となる「かしまビジネス

サポートセンター」を開設し、商工会議所職員と専門家が連携して課題の解決に努めた。 

事業計画の作成支援など売上拡大に繋がる事業者に寄り添った伴走型支援の実施により、域内中

小・小規模事業者の持続的発展を図り、地域経済の活性化と雇用の維持・確保に努めた。 

・相談、専門家等派遣件数：739 件/年（実事業者数：161社） 

○かしまビジネスサポートセンター（商工会館内） ○センターでの相談対応の様子 
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 ○商工費の主な事業 (続き)                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市営駐車場管理運営 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
10,297 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   10,297  

事業内容 

 

           

○駅前駐車場法面の除草作業を実施するなど、適切な維持管理に努めた。また、利便性維持のため、

中央駐車場入庫ゲートの劣化したテントの張替と、中央駐車場及び駅前駐車場の外灯の修繕工事を

行った。 

・市営駐車場管理費  〔駅前駐車場及び中央駐車場〕10,297 千円 

・平成 30年度利用実績 〔駅前駐車場〕駐車台数 23,464台、収入  8,705千円 

           〔中央駐車場〕駐車台数 75,323台、収入 12,168千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駅前駐車場（南側法面除草） ○中央駐車場（入庫ゲートテント張替） 

事業名 中小企業金融対策 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
147,438 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   140,000 7,438 

事業内容 

○融資元である金融機関と保証機関である信用保証協会との手続きのため、商工会議所に融資事務

委託を行い、中小企業・小規模事業者の設備投資や運転資金調達の円滑化を図った。 

・中小企業融資事務委託  940 千円 

○市中金融機関や商工中金へ資金を預託し、中小企業・小規模事業者に対する貸付事業を行った。 

また、域内事業者の育成・存続を目的として、7 月から貸付対象者の拡大、貸付限度額の引上げ、

返済期間を延長するなど融資条件を拡充した。事業者の資金調達の円滑化と市制度融資の利用を促

進し、管内経済の活性化を図った。 

・市中銀行等への預託金 120,000千円、商工中金への預託金 20,000千円 

◆市中銀行等による融資制度                ※貸付利率：1.3％/年 

区   分 旧制度 拡充後 

設 備 資 金 
融資限度額 700万円 1,000万円 

返 済 期 間 7年間 10年間 

運 転 資 金 
融資限度額 500万円 1,000万円 

返 済 期 間 5年間 7年間 

合 算 額 
融資限度額 700万円 1,000万円 

返 済 期 間 7年間 10年間 

据 置 期 間 4ヶ月 6ヶ月 

◆平成 30年度末の融資残高 345,181 千円（149件） 

○平成 30年分信用保証料補填額 6,498千円 
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○商工費の主な事業 (続き)                            平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 企業助成措置事業 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
2,532 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,532 

事業内容 

○工場団地等の指定地域で設備投資を行った地場既存企業 1社に奨励金を交付した。また、企業立

地促進特区の要件を満たす進出企業１社に奨励金を交付した。 

【指定地域奨励金】 

設備投資に伴い増加した固定資産税額に 50/100 を乗じて得た額を限度として、地場既存企業の

1 社に対し 1,550千円を交付した。 

【企業立地促進特区該当企業】 

立地奨励金について進出企業 1社に対し 982千円を交付した。 

事業名 祐徳門前商店街活性化事業 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
4,492 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 210  3,703 579 

事業内容 

     

○地域商業活性化支援事業費補助金を活用し、祐徳門前商店街において外国人観光客にも対応した

コミュニティ施設「ＹＯＵ－ＴＯＫＵ庵（ゆうとくあん）」を設置・運営したほか、個店の魅力ア

ップに取り組んだ。 

また、「ＹＯＵ－ＴＯＫＵ庵」に併設したチャレンジショップには、公募の結果、カフェと雑貨

の店「Ｒｅ・ｂｏｒｎ（リ・ボーン）」が出店した。これまで門前商店街にはなかったハンドメイ

ド雑貨の販売と洋食を提供するカフェを営業したほか、ハーバリウム（植物標本）づくりのワーク

ショップを開催するなど、新規顧客とリピーターの獲得による集客力の向上と商店街自体の活性

化、空き店舗の解消に寄与した。 

◆地域商業活性化支援事業費補助金 

・チャレンジショップ設置事業  420 千円 

・コミュニティ施設等設置事業  780 千円 

・地域商業魅力創造事業     200 千円 

有名イラストレーターの展示会や祐徳門前春まつりなどイベントを開催したほか、ＳＮＳを活用

し情報発信に取り組んだ。また、門前商店街マップの更新や外国人観光客向けチラシの作成など、

観光客への魅力発信と集客力向上に努めた。 

・嘱託職員報酬費ほか        3,092 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○祐徳門前春まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ＹＯＵ－ＴＯＫＵ庵（ゆうとくあん） 

-103-



○商工費の主な事業 (続き)                            平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 企業育成対策事業 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
1,316 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,000 316 

事業内容 

○地場産業の振興を図る団体等に対して支援を行ったほか、工場団地の維持管理を行った。 

また、人材育成対策として域内従業者の資格取得・技術研修などを支援した。 

・大村方工場団地維持管理費       248千円 

・商工業人材育成・確保対策事業交付金  905千円 

 ※技術研修・資格取得等支援：50 事業所（延べ 90人） 

事業名 企業誘致対策事業 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
169 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    169 

事業内容 

○船舶用、陸機用各種内燃機関部品の製造を手がける東亜工機株式会社の設備投資計画を受け、工

場等の増設に係る協定を締結した。需要の高まりから、横田工場において陸上用シリンダライナを

増産する計画で、令和元年 7 月の操業開始に向け設備の改修や新工場が建設中である。 

今回の増設により社員 10 名を増員する計画で、若年層を中心に新たな雇用の創出や地域経済の

振興に寄与するものとして期待している。 

・企業誘致活動旅費ほか  169 千円 

事業名 企業誘致推進基盤整備事業（地方創生） 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
1,091 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,091 

事業内容 

 
       

○佐賀県と連携した誘致活動を行い、神奈川県鎌倉市に拠点を置き、農産物の自動収穫ロボットサ

ービスや農業生産プラットフォームの提供、ＡＩ(人工知能)を活用した事業開発等を手がけるｉｎ

ａｈｏ（イナホ）株式会社と進出協定を締結した。同社国内初の拠点となる鹿島オフィスでは、自

動収穫ロボットの開発と収穫代行サービスの提供が計画されている。 

今回の進出により、若年層を中心に新たな雇用の創出や、これまでになかった産業分野の創出に

よる地域経済のカンフル剤として期待している。 

・企業誘致推進基盤整備事業補助金  1,091 千円 

○東亜工機進出協定締結式（Ｈ30.11.7） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ｉｎａｈｏ進出協定締結式（Ｈ31.1.17） 
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○商工費の主な事業 （続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 新地場産業・新産品推進事業 
所管課 産業部 産業支援課 産業支援係 

費 目 商工業振興費 

事業費 

（千円） 
3,962 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,962 

事業内容 

 

市内事業者の商談会や展示会などの出展の取り組みに対して補助を行い、地場産品の販路

拡大・新規顧客獲得につながった。 

また、有明海産むつごろうなどの鹿島産品を使った、新しい特産品開発の支援を行うと共に、

鹿島市地場産業振興協議会が主催する「第 47回鹿島市特産品まつり」の開催を支援した。 

 

・地場産品販路拡大支援事業補助金（53件） 2,110千円 

・特産品開発支援事業費補助金（3件）     1,262千円 

・鹿島市特産品まつり負担金                 200千円（鹿島市地場産業振興協議会） 

・物産振興活性化負担金                    300千円（鹿島市地場産業振興協議会） 

・佐賀県物産振興協会会費                   90千円 

 

 

〇むつごろうだし               〇第 47 回鹿島市特産品まつり 
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商工費の主な事業（続き）                            平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 観光客誘致対策 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
4,739 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    4,739 

事業内容 

○「かしま観光戦略プラン Ver.2.1」の実現に向けて、委員 14人による関係者会議「かしま観

光戦略会議」を 9回開催し、協議と実践を行った。 

また、「かしま観光戦略プラン Ver.2.1」における取り組み期間が最終年度であったため、  

プランの検証・見直しを行い「かしま観光戦略プラン Ver.2.2」を策定した。 

○観光情報の発信手段として、観光パンフレットの増刷等を行った。 

・観光パンフレット 総合版           10,000部 

・観光パンフレット（日本語） ダイジェスト版  20,000 部 

・観光パンフレット（英語） ダイジェスト版    5,000 部 

 

     

 

 

 

 

 

 

○かしま観光戦略プラン Ver.2.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

○観光パンフレット総合版・ダイジェスト版 日本語 

事業名 酒蔵ツーリズム推進事業 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
1,880 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,500 380 

事業内容 

○市内で製造される酒と文化や歴史を通じて、地域全体の活性化に寄与することを目的に市内

6 蔵を含む１4団体で｢鹿島酒蔵ツーリズム推進協議会｣を開催し、｢鹿島酒蔵ツーリズムⓇ2019

イベント｣内容の検討を中心に、年間 10回の会議を行った。 

○市内 9 飲食店と連携し第 6 回鹿島はしご酒を 10月 21 日（日）に開催、305人が参加した。 

○3/23(土)～24(日)の 2日間、6蔵同時蔵開きや市内各所で様々なイベントを同時開催する｢鹿

島酒蔵ツーリズムⓇ2019イベント｣を開催、過去最高となる 99,000人の来場者で賑った。 

来場者の満足度向上に向け、無料バス 1台の増便や路線の見直し、仮設トイレ 9台を増設し

た結果、来場者アンケートでは 9割を超える満足度を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

○鹿島酒蔵ツーリズムⓇ2019 

 

 

 

 

 

 

 

○第 6 回 はしご酒 
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○商工費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 観光振興対策 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
4,532 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,500 3,032 

事業内容 

○市のイベントである「鹿島ガタリンピック」、「鹿島おどり」、「鹿島市民納涼花火大会」、「か

しま伝承芸能フェスティバル」を円滑に行うことを目的として、各地区区長会及び振興会会長

ほか 18人で構成する「鹿島市イベント連絡調整協議会」を年 2回開催し、各イベントの調整、

連絡及び連携を図った。 

○佐賀県観光連盟及び肥前路南西部広域観光協議会へ負担金を支出、観光セールスや福岡市な

ど都市圏での観光ＰＲを合同で行うことで、広域連携による観光振興を図った。 

・鹿島市イベント連絡調整協議会負担金  3,000千円 

・佐賀県観光連盟会費及び特別事業負担金  553千円 

・肥前路南西部広域観光協議会負担金    119千円 

・観光振興業務委託ほか          860千円 

事業名 桜まつり振興対策 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
2,158 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,158 

事業内容 

○桜の開花時期にあわせ、旭ヶ岡公園内及び花のトンネルに臨時照明を設置し「旭ヶ岡公園桜

まつり」を開催した。期間中は天候にも恵まれ、多くの来場者で賑ったほか、観光協会と連携

し、市内イベントや観光施設等の情報提供を行った。また、ぼんぼり実行委員会の協力により、

公園内や花のトンネルに約 200個の提灯を取り付け、夜間点灯による、おもてなしを行った。 

≪桜まつり・夜間点灯≫3/27（月）～4/7（日） 12日間 

事業名 奥平谷キャンプ場運営 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
3,628 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,945 1,683 

事業内容 

○5 月～9 月までのオープン期間中 39 日開村し、前年度利用者へのダイレクトメール、市報及

び市ホームページによる情報発信を行い、利用促進に努めた。 

・利用者 247組 2,033人（県外利用者 1,013人） 

○施設の長寿命化や利用者の利便性向上のため、改修等を行った。 

・給水設備修繕     430千円 

・管理清掃業務委託  1,422千円 

 

 

 

 

 

 

 

○第 21 回 かしま伝承芸能フェスティバル事業 

 

 

 

 

 

 

 

○福岡市での観光ＰＲ/肥前路南西部広域観光協議会 
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○商工費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 干潟体験運営 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
1,318 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   700 618 

事業内容 

○旅行業者等に向けて干潟体験の情報提供を行い、修学旅行を中心に家族連れ・グループなど

干潟体験者の増加に努めた。 

○体験者数 

H30： 8,748 人【団体】6,285 人（102団体）【一般】2,463人⇒交流館建設のため、利用制限 

H29：10,632 人【団体】7,806 人（129団体）【一般】2,826人 

事業名 観光推進組織強化事業 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
3,439 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   3,000 439 

事業内容 
○鹿島市観光協会へ運営委託をしている観光案内所に嘱託職員１人を配置し、鹿島市観光協会

の組織強化及び市・関係機関との連携を図った。 

事業名 
道の駅鹿島整備事業（H２９繰越） 

平成３０年度分 

所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
169,158 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

67,489  49,700  51,969 

事業内容 

○農山漁村振興交付金を活用し、シャワー室やミニ水族館などの機能を集約した干潟交流館の

実施設計と、第 2期の工事及び工事監理業務を行った。 

〔委託〕干潟交流館実施設計:14,069千円、干潟交流館工事監理業務第 2期:3,230 千円 

〔工事〕干潟交流館第 2期工事:149,861千円、道の駅鹿島通路設置工事:1,998千円 

事業名 道の駅鹿島整備事業 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
201,949 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

40,241  112,800  48,908 

事業内容 

○農山漁村振興交付金を活用し、シャワー室やミニ水族館などの機能を集約した干潟交流館の

第 3期の工事及び工事監理業務を行った。 

〔委託〕干潟交流館工事監理業務第 3期:6,261千円 ほか 

〔工事〕干潟交流館第 3期工事:193,651千円 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

○鹿島市干潟交流館 外観 

 

 

 

 

 

 

 

○鹿島市干潟交流館 ミニ水族館 
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○商工費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 観光プロモーション事業（地方創生） 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
11,501 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    11,501 

事業内容 

○観光専門員１人を配置し、九州観光推進機構や佐賀県観光連盟が主催する現地旅行代理店を

対象とした商談会に参加するとともに、県内外の旅行会社への単独営業活動を積極的に行い、

市内への観光客誘致を図った。 

≪営業実績≫ 

旅行会社訪問数    26件（日本旅行、阪急交通社、クラブツーリズム、名鉄観光ほか） 

合同セールス等参加数 16件（福岡、東京、大阪、名古屋、広島ほか） 

○鹿島バスセンター内に設置した外国人観光案内所（ＴＩＣ）を核として、インバウンドの態

勢強化を図った。 

外国人観光案内所来所人数：1,922人（訪日外国人旅行客 780 人、国内 1,142人） 

・案内所運営委託:2,117千円・事務所使用料:778 千円・光熱水費ほか:537千円 

○鹿島市インバウンド推進協議会を中心として、市内へ観光に訪れる訪日外国人へお出迎えや

特産品プレゼント等のおもてなしを行った。 

・鹿島市インバウンド推進協議会負担金:300千円 

○市内へ観光に訪れた際に、観光素材などを撮影した写真、動画を投稿するサイトを運営した。 

・動画投稿サイトキャンペーン運営委託:450千円 

○市内観光の誘客及び市内滞在時間の増加を目的として、募集形企画旅行を遂行した旅行業者

に対し、補助金を交付した。 

≪実績≫ 申請団体数・申請金額：21業者・2,129千円、交付団体数：20業者・1,482 千円 

 

 

 

 

 

 

 

○合同セールス説明会 

 

 

 

 

 

 

 

○動画投稿サイトキャンペーン 入賞作品 

事業名 道の駅鹿島運営 
所管課 産業部 商工観光課 観光振興係 

費 目 観光費 

事業費 

（千円） 
10,176 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,176 

事業内容 

○七浦地区振興会へ鹿島市干潟展望館の指定管理を行い、施設の適切な維持管理に努め、利用

者の利便性維持を図った。 

・指定管理委託料：8,500千円 

○鹿島市干潟交流館オープンに向けた準備として、パンフレットを作成しＰＲを行うととも

に、生体を展示するための水槽の準備を行った。 

・パンフレット印刷：147千円、水槽管理委託：685千円ほか 
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８款．土木費   （２項）道路橋りょう費 

 

道路整備については、地域開発・交通ネットワークと産業基盤の充実や、住民生活の利便性および

交通安全性の向上に重点を置き実施した。 

辺地道路整備事業では市道中川内・広平線の改良工事、社会資本整備総合交付金事業では大規模舗

装補修、歩道帯カラー舗装、市道橋定期点検、橋梁補修を実施した。 

また、市道舗装補修事業では交付金事業に採択されない生活道の舗装補修を、地域密着型市道改修

事業では地元要望に対応しながら路肩改修や側溝等整備を行った。 

さらに、広域道路の整備促進活動の一環として、デザイン案を鹿島高校美術部に依頼し道路整備促

進看板を更新した。 
 

○道路橋りょう費の主な事業                               平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 道路橋りょう総務費 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係  

費 目 道路橋りょう総務費 

事業費 

（千円） 
22,522 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   669 21,853 

事業内容 

 

道路台帳整備、期成会活動による事業推進 

・道路台帳更新業務委託料      4,050 千円 

・有明海沿岸道路・佐賀県南西自動車道建設 

 促進期成会看板改修工事      669 千円 

・各種期成会負担金・積算システム使用料ほか 

                     17,803 千円    

  ○有明海沿岸道路（鹿島～諫早）建設促進看板 

事業名 道路維持費・改良事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 道路維持費 

事業費 

（千円） 
25,991 

財
源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

   25,900     91 

事業内容 

○事業内訳    

    

 

 

 

 

〇地域密着型市道改修事業 

（市道松角・住宅線/小舟津区） 

№ 事業名 
事業費 

（千円） 
事 業 概 要 

１ 
市道舗装 

補修事業 
13,917 

老朽化した生活道の舗装補修         

・市道大広木・矢答線舗装補修 

L=200.0ｍ  4,363 千円 

・市道八ヶ坂線舗装補修  

L=235.5ｍ  3,819 千円ほか 

２ 

地域密着 

型市道改

修事業 

12,074 

路肩改修及び側溝整備 

・市道松角・住宅線路肩改 

L=47.2ｍ   6,152 千円 

・市道庄金・鮒越線他 1 路線 

道路改良   

L=62.0ｍ   2,256 千円 

･市道牟田線他 2 路線横断側溝設 

置他        1,328 千円ほか  
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○道路橋りょう費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 道路維持費 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 道路維持費 

事業費 

（千円） 
54,225 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,052  16,570 35,603 

事業内容 

 

○事業内訳 
 

№ 事 業 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

１ 道路維持経常費 51,984 

既存市道維持用の経常経費      39,232 千円 

委託料（岩谷橋補修設計ほか）   3,814 千円 

工事請負費（西ノ谷線ほか）    8,938 千円 

２ 道路公園管理事業 2,241 

飯田パーキングエリアの維持管理経費 

・維持管理（清掃等）業務委託   1,119 千円  

・貯水槽及び浄化槽維持管理業務委託 

841千円ほか 

 

 

〇市道西ノ谷線横断側溝改修（久保山区） 

   

〇道路維持補修（道路陥没）  

 

〇道路維持補修（カーブミラー設置） 

 

○道路維持補修（グレーチング修繕） 
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○道路橋りょう費の主な事業（続き）                       平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 道路新設改良事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係  

費 目 道路新設改良費 

事業費 

（千円） 
170,994 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

61,232  72,200 10,000 27,562 

事業内容 

 

○事業内訳 
 

№ 事 業 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

１ 辺地道路整備事業 57,705 

道路が狭小である山間地の道路整備事業 

・市道中川内・広平線道路改良工事（その１） 

L=180.0ｍ          21,800 千円 

・市道中川内・広平線道路改良工事（その２） 

L=290.0ｍ（前払い金）4,800 千円 

・事務費等               31,105 千円 

２ 
社会資本整備 

総合交付金事業 
113,289 

大規模舗装補修事業 

・市道五本松・新籠線舗装補修工事 

L=81.4ｍ           5,175 千円 

・市道井森線舗装補修工事 

L=265.6ｍ           9,961 千円 

交通安全路肩整備事業 

・市道乙丸・吹上線他２路線歩道帯カラー舗装工事 

          L=620ｍ          10,249 千円 

ほか 

橋梁補修事業 

・鹿島市道橋定期点検業務委託       12,493 千円 

・西牟田虹の大橋（上部工）橋梁補修工事 

                       29,297 千円 

・田中橋橋梁補修工事             20,696 千円 

・皿山橋拡幅詳細設計業務委託      8,774 千円 

・組知橋橋梁補修設計業務委託        6,112 千円 

ほか 

  

〇社会資本整備総合交付金事業 

（市道五本松・新籠線舗装補修工事/古城区） 

  

〇社会資本整備総合交付金事業（市道乙丸・ 

吹上線他２路線歩道帯カラー舗装工事/城内区） 
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○道路橋りょう費の主な事業（続き）                       平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

  

〇社会資本整備総合交付金事業 

（西牟田虹の大橋（上部工）橋梁補修工事） 

  

〇社会資本整備総合交付金事業        

（田中橋橋梁補修工事/飯田区） 

事業名 道路新設改良事業（H29繰越） 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 道路新設改良費 

事業費 

（千円） 
17,128 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  17,100 28  

事業内容 

〇辺地道路整備事業 

道路が狭小である山間地の道路整備事業 

市道中川内・広平線 

・道路改良工事（現道取付部）                    L=228.8ｍ     8,149千円 

・道路改良工事（現道取付部その２）                 L=40.0ｍ       6,112 千円 

・用地買収                                      18 筆         1,944 千円 

・物件移転補償                                                923 千円 

事業名 交通安全施設整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 交通安全施設等整備事業費 

事業費 

（千円） 
6,991 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   6,500 491 

事業内容 

○ 交通安全施設整備事業 

   市道への交通安全施設設置工事 

     ・市道辻・鉾扮線他 1路線区画線設置工事           L= 2,410ｍ   1,431 千円 

・     ・市道影平・黒仁田線他 1路線防護柵設置工事        L= 82.3ｍ    1,548 千円 

・市道大広木・矢答線他 1路線防止柵設置工事        L=106.1ｍ   1,607 千円 

・市道大殿分・伏原線ライン 30 対策工事             L= 450ｍ    2,367 千円ほか                                                      

〇交通安全施設整備事業（市道影平・黒仁田線

他 1 路線防護柵設置工事/音成区） 

〇交通安全施設整備事業（市道大殿分・伏原線

ライン 30 対策工事/伏原区） 
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 ８款．土木費  （３項）河川費 

 

河川費においては、急傾斜地崩壊防止事業で上浅浦１地区の対策工事を実施した。また、水資源対

策費では、中木庭ダム周辺の環境を活かした集客施設の整備及び維持管理を行った。 

 

○河川費の主な事業                                    平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 建設海岸保全施設整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 河川総務費 

事業費 

（千円） 
3,050 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  2,700   350  

事業内容 

 

  

県営事業による、高波・高潮対策のための護岸

嵩上げ・消波ブロック等設置工事の負担金 

    

 ・事業費 61,000千円（飯田、音成地区） 

 ・県工事負担金 

   61,000千円×5％（負担率）＝3,050千円 

   

      

〇建設海岸保全施設整備事業（飯田地区） 

 

事業名 急傾斜地崩壊防止事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 河川総務費 

事業費 

（千円） 
7,030 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  3,800 500  2,730 

事業内容 

 

〇急傾斜地崩壊防止事業   

 ・上浅浦１地区急傾斜地崩壊防止工事 

１工区  L= 29.0m 

２工区  L= 15.3ｍ 

３工区  L= 19.7ｍ 

（前払金）  6,030千円 

 

〇県営急傾斜地崩壊防止事業   

 ・事業費 20,000千円（通山地区） 

 ・県工事負担金 

   20,000千円×5％（負担率）＝1,000千円 

   

  

   

〇急傾斜地崩壊防止事業（上浅浦１地区） 
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○河川費の主な事業（続き）                              平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 中木庭ダム周辺施設管理事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 水資源対策費 

事業費 

（千円） 
5,205 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   134 5,071 

事業内容 

 

中木庭ダム湖畔公園及びやまびこ広場の加工販売施設等の維持管理経費 

・ダム湖畔公園内草刈り業務委託               1,645 千円 

・ダム周辺施設草刈り業務委託               847 千円 

・やまびこ広場浄化槽維持管理業務委託            891千円 

・ダム湖畔公園あじさい植栽業務委託ほか        1,059 千円 

・事務費等                         763千円 

          〇やまびこ広場遊具 〇ダム周辺施設草刈り業務 

事業名 中木庭ダム周辺整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 土木管理係 

費 目 水資源対策費 

事業費 

（千円） 
9,746 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,000 8,746 

事業内容 

 

中木庭ダムを核とした「憩いとやすらぎ」のある施設整備を図り、安全対策と景観整備のため、やすらぎ広

場の水路整備を実施した。 

  ・中木庭ダム周辺整備事業 

   やすらぎ広場水路整備工事   水路整備 Ｌ=35.6ｍ  1,480 千円 

      事務費等                               8,266 千円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇やすらぎ広場水路整備工事 
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８款．土木費  （５項）都市計画費 

 

都市計画費では鹿島市の都市機能の整備充実を図るため、次に挙げる事業を実施した。 

 

○都市計画費の主な事業                                       平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 一般管理費 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 都市計画総務費 

事業費 

（千円） 
17,700 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    17,700 

事業内容 

○一般管理費 

 都市計画審議会を 2 回開催し、都市計画下水道の見直しについて審議を行った。他に各種

協会会費・負担金を支出した。 

・都市計画審議会報酬、旅費      107千円 

・都市計画協会費 ほか        205千円 

・人件費(2人分) ほか        17,388 千円 

事業名 立地適正化計画策定事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 都市計画総務費 

事業費 

（千円） 
4,298 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    4,298 

事業内容 

○立地適正化計画策定事業 

住居機能や公共交通など様々な都市機能の誘導により、「コンパクトシティ＋ネットワー

ク」のまちづくりを目指すための、計画策定を進めるにあたって、２ヶ年事業の１年目と

してアンケートの実施やデータ分析を行った。 

・立地適正化計画作成業務委託料     4,298千円 

事業名 都市計画道路井手・西葉線整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 街路事業費 

事業費 

（千円） 
      60,300 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  54,000 6,000 300 

事業内容 

 

○都市計画道路井手・西葉線整備事業 

杵藤土木事務所の事業である都市計画道路井手・西葉線街路整備交付金事業が実施された

ため、県工事負担金を支出した。 

〇全体事業概要 

   事業期間：平成 27年度～平成 35年度 

   事 業 費：1,900,000千円 

   事業内容：L=420m、W=20m 

・H30県工事負担金 

事業費 402,000千円×負担率 15% 

＝負担金 60,300 千円 

                                  〇国道 207 号（リンガーハット～東町交差点） 
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○都市計画費の主な事業（続き）                                  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 公園施設管理事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 都市公園費 

事業費 

（千円） 
41,220 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,069  3,807 36,344 

事業内容 

 

○公園施設管理事業  

都公園施設８カ所の維持保全を図るため公園植栽管理・清掃業務委託及び、４月から法令

化された、都市公園遊具の法定点検を実施した。 

また、城内公園のブランコが老朽化していたため、新たに設置したほか、蟻尾山公園の展

望所の手すりの取替え工事、北公園のテニスコートの法面補修等の工事及び、蟻尾山公園に

生息する野良猫の避妊去勢手術を行う等、都市公園利用促進のための管理を行った。 

 

・都市公園植栽管理業務委託、遊具点検委託 

都市公園トイレ清掃業務委託 ほか       17,725千円 

・都市公園老朽化遊具・手すり取替 ほか  3,819千円 

・人件費（3人分）ほか維持管理費     19,676千円 

〇都市公園植栽管理 ○遊具点検（老朽化遊具の撤去） 

○城内公園ブランコ設置工事 ○蟻尾山野良猫避妊去勢手術 
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○都市計画費の主な事業（続き）                                  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 肥前浜宿街なみ環境整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 まちなみ活性化事業費 

事業費 

（千円） 
39,777 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

4,982  8,800  25,995 

事業内容 

 

まちなみ活性化事業では「街なみ環境整備事業」を活用し、肥前浜宿に残る歴史的まち

なみの保存活用、住環境の改善を目指し事業を推進した。 

○街なみ環境整備事業 

肥前浜宿の歴史的なまちなみの保存と活用に向け、肥前浜駅前広場のデザイン設計を佐

賀大学との共同研究で行った。地元への説明会をはじめ、利用しやすい駅前広場の整備に

向けて、地元・佐賀大学・市が一体となって取り組んだ。 

また、庄金防災公園の整備を行い、茅葺のまちなみにおける憩いの場としての整備を行

ったが、一部年度内に完了しなかった部分について、繰越を行った。 
 

○事業内訳 

内   容 事業費（千円） 備   考 

肥前浜駅前広場整備設計業務

委託 
9,948 

肥前浜駅前広場整備のためのデザイン

設計 

庄金防災公園工事 7,400 （Ｈ31年度へ一部繰越） 

街なみ環境整備事業事務費等 22,429 （人件費４人) 
 

○肥前浜駅前広場整備地元説明会（12 月） ○庄金防災公園整備工事（3 月時点） 

事業名 歴史的風致維持向上計画事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 まちなみ活性化事業費 

事業費 

（千円） 
4,471 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    4,471 

事業内容 

 

鹿島市の歴史的な景観を維持向上させる取

組みの一つとして、歴史的風致維持向上計画の

策定に向けて昨年に引き続き、国（国土交通

省・農林水産省・文化庁）との協議を３回行い、

３月に認定を受けた。 

○歴史的風致維持向上計画策定業務委託 

3,727千円 

○委員報酬、旅費等    744千円 
○ 国土交通省の認定式（3 月 26 日） 
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○都市計画費の主な事業（続き）                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 下水道施設管理事業及び単独下水路事業 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 都市下水路費 

事業費

（千円） 
14,363 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   16 14,347 

事業内容 

 

公共下水道事業の事業認可区域外において、南舟津雨水ポンプ場の修繕や沈砂池の浚渫など

を行い、排水機能が十分発揮できるよう適切な維持管理に努めるとともに、大雨時には排水運

転により雨水を排除し、市民生活の安全確保に努めた。 
 

○事業内訳 

No. 内  容  等 事業費(千円) 備  考 

１ 南舟津雨水ポンプ場運転管理委託・経常経費 552 賃金、保守点検、燃料費など 

２ 南舟津雨水ポンプ場沈砂池浚渫業務委託 951 浚渫  41 ㎥ 

３ 南舟津雨水ポンプ場沈砂池除草業務委託 1,032  

４ 南舟津雨水ポンプ場等修繕 669 ポンプ場設備等 

５ 南舟津下水路改修工事 831  

６ 下水路等管理経費 10,328 人件費、管理委託料など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○南舟津下水路改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

○南舟津雨水ポンプ場沈砂池除草業務委託 
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８款．土木費   （６項）住 宅 費 

住宅費では、安心・安全で暮らしやすい良好な住環境の維持・向上及び定住促進を図るため次に掲

げる事業を行った。 

○住宅費の主な事業                                平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市営住宅管理事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 住宅係  

費 目 住宅管理費 

事業費 

（千円） 
 43,377 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

9,397 770 11,000 22,210  

事業内容 

○市営住宅建設事業（市営住宅の維持管理） 

（工 事） 「市営井手分住宅屋根改修工事」ほか       24,573千円 

(業務委託) 「市営新方住宅浄化槽維持管理業務」ほか   3,512千円 

（管理諸経費） 「市営住宅管理人報酬」ほか           15,292千円 

〇市営住宅改修事業 （市営井手分住宅屋根改修工事） 

事業名 定住促進対策事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 住宅係  

費 目 住宅管理費 

事業費 

（千円） 
11,417 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

772   9,700 945 

事業内容 

 

○定住促進住宅管理事業 

 平成25年度から定住促進専用住宅として鹿島市で

管理・運営する市営古枝住宅の維持管理。 

（工 事）「定住促進住宅駐車場整備工事」ほか 

                         3,530千円 

（業務委託） 「浄化槽維持管理業務委託」ほか 

                               1,892千円 

（管理諸経費）「退去修繕」ほか       4,278千円 

○空き家登録活用事業（空き家バンク） 

  空き家を市に登録してもらい、ＨＰなどで情報を発

信。鹿島市への定住を希望される方に紹介する。 

【委託先】社団法人佐賀県宅地建物取引業協会 

杵藤支部 

「定住アドバイザー委託料」ほか      225千円 

（補助金） 「空き家活用助成金」3件   1,492千円 

 

 

 

〇定住促進住宅市営古枝住宅（駐車場整備） 
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○住宅費の主な事業                                平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市営住宅 PFI 事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 住宅係 

費 目 住宅管理費 

事業費 

（千円） 
2,309 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,309  

事業内容 

 

○中村住宅整備事業 

 民間資金等の活用による公共施設等の整

備等の促進に関する法律（PFI法）を活用し、

民間のノウハウによる質の高いサービスの

導入や市財源の平準化を図りつつ、快適な住

まい環境を創出し、市営住宅入居待機者の解

消及び鹿島市の定住人口の増加や地域の活

性化を図った。 

（業務委託） 「維持管理委託料」  2,309千円 

 
〇中村住宅整備事業 市営中村住宅（内観） 

事業名 市営住宅建設事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 住宅係 

費 目 住宅建設費 

事業費 

（千円） 
377,091 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

375,724    1,367 

事業内容 

 

○市営住宅建設事業 

 住生活基本計画における市営住宅再生計

画に基づき、用途廃止等により供給が不足す

る市営住宅の補完のため、ＲＣ造 5 階建 40

戸の新団地（中村住宅）を民間活力を活かし

たＰＦＩ方式により整備した。 
 

（工事） 「電波障害対策工事」    2,484千円 
 

（公有財産購入費） 「中村住宅整備事業」 

374,607千円 

〇市営住宅建設事業 市営中村住宅（外観） 
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９款.消防費  （１項）消防費 

 

市の災害時業務継続計画と受援計画の策定、災害対応用備蓄品の購入、自主防災組織の活動支援や

防災リーダーの研修等を行い、地域防災力の強化を図った。 

また、消防団の小型動力ポンプやポンプ積載車の更新、消防水利の補修や新設、消防団による各種

訓練など、ソフト・ハード両面での消防・防災事業に取り組んだ。 

 

○消防費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 常備消防事業 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 常備消防費 

事業費 

（千円） 
338,635 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    338,635 

事業内容 
杵藤地区広域市町村圏組合負担金〔消防署の運営、消防事業経費〕 

（3 市 4 町：武雄市、鹿島市、嬉野市、大町町、江北町、白石町、太良町） 

事業名 非常備消防事業 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 非常備消防費 

事業費 

（千円） 
63,227 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   14,976 48,251 

事業内容 

 

 消防団活動として次の事業（活動）を行った。 

1．消防出初め式等の式典 

2．水防訓練、夏季訓練、消防学校入校等の各種消防団訓練 

3．火災予防週間期間中の点検、チラシ配布、広報活動 

4．福祉施設等における防火避難訓練への参加 

5．花火大会、お火たき等における特別警戒 

6．年末警戒 

7. 火災や台風、大雨時の出動 

8．消防操法大会（小型動力ポンプの部）への出場 

 ※操法大会では県大会で優勝し、富山県で行われた全国大

会に出場。佐賀県勢として３２年ぶりの入賞を果たした。 

○鹿島市水防訓練 

○消防操法大会全国大会出場 

事業名 消防施設管理事業・施設整備事業（単独） 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 消防施設費 

事業費 

（千円） 
3,480 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    3,480 

事業内容 

消火栓の新設・修繕のほか、多良岳土地改良区の施設に消防ホースを接続できるようにするこ

とで消防水利の充実・機能向上を図った。 

○主な事業 

No 事業の概要 事業費（千円） 

1 消火栓の新設・修繕（工事負担金）（新設 3、修繕 1） 1,615 

2 多良岳土地改良区消火栓バルブ設置（工事負担金）2ヶ所 241 

3 消防車庫設備、消防水利表示等修繕 319 

4 その他（車庫光熱水費、積載車用消火器更新等） 1,305 
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○消防費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 消防施設整備事業（防災基盤整備事業） 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 消防施設費 

事業費 

（千円） 
21,330 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  20,400  930 

事業内容 

消火活動に必要な小型動力ポンプ及び小型動力ポンプ積載車を更新したほか、消防水利の不足

が懸念されていた地区に防火水槽を設置し、消防力向上を図った。 

○主な事業 

No 事業の概要 事業費（千円） 

1 小型動力ポンプ積載車 2台（本町、庄金） 8,234 

2 小型動力ポンプ 3台（本町、庄金、大村方） 7,166 

3 音成区防火水槽設置工事 5,930 
 

○小型動力ポンプ積載車 ○小型動力ポンプ 

○音成区防火水槽（据付中） 
○音成区防火水槽（据付後） 
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○消防費の主な事業（続き）                             平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 災害対策一般経費事業 
所管課 総務部 総務課 防災係 

費 目 災害対策費 

事業費 

（千円） 
27,079 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  3,400 2,026 21,653 

事業内容 

 

全国瞬時警報システム（Jアラート）の受信機の更新を行い、大地震や武力攻撃時の情報伝達態

勢を整えた。そのほか、災害対応用備蓄品の購入や自主防災組織への活動支援を行い、防災力の向

上を図った。 

また、大規模災害時の避難所等における日用品の確保のため、市内にあるホームセンター3社と

応援協定を締結した。 

平成 27年度から整備している防災情報伝達システム（CATV屋内放送システム分）については、

平成 31年 3 月末での設置数は 9,346個となっている。 

 

○主な事業 

No 事業の概要 事業費（千円） 

1 防災会議（1 回）水防会議（1回） 45 

2 災害対応用備蓄品（アルファ化米、飲料水ほか）購入 944 

3 自主防災組織助成金、活動補助金 235 

4 防災情報伝達システム（同報系、移動系、CATV 屋内放送システム）

保守料 
7,647 

5 防災情報伝達システム（CATV 屋内放送システム分）業務委託料 

（設置・障害対応） 
5,156 

6 その他防災情報収集、伝達に係る光熱水費、通信料、使用料 2,958 

7 その他災害対策に係る一般経費及び災害超勤手当 6,033 

8 J アラート新型受信機設置工事 

（工事概要） 

 ・工  期  平成 30年 8月 1 日～平成 30年 11月 30 日 

 ・契 約 額  3,456,000 円 

3,456 

9 防災情報伝達システム（同報系）遠隔制御装置移設工事 

（工事概要） 

 ・工  期  平成 30年 9月 20日～平成 30 年 11 月 9 日 

 ・契 約 額  604,800円 

605 

 

○自主防災リーダー研修 ○災害協定の締結 
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１０款. 教育費 

※ 教育費については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に規定する報告書を兼ねます。 

 

平成３０年度鹿島市学校教育方針に基づき、２１世紀を主体的に生きることができる知・徳・体の調和

のとれた人間性豊かな子どもたちの育成という観点に立ち、確かな学力、個性を発揮し未来を切り拓く力、

加えて地域力を活かして「生きる力」の育成、つながりと信頼関係の強化を重点目標とし、やる気を呼び

起こすみんなですすめる学校教育を推進した。また、教職員の資質向上及び教育環境の整備・充実に

努めた。 

平成３０年度鹿島市社会教育方針に基づき、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文

化・ボランティア活動などを通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現

代社会を生きていくうえで必要な知識、楽しみや生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学

べる環境づくりに取り組むなど、生涯学習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 

 

１０款. 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒

の実態を踏まえ、一人ひとりの能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

引き続き、未来にはばたく子供育成事業として、小・中学生等を対象に企業や工業高校等から

のブース出展による「ものづくりの日」を開催し、通常の授業だけでは伝えることができない、

科学の不思議さや面白さを感じてもらい、未来にはばたく子どもたちの育成を図った。また、平

成３０年度も、英語教室を開催し、外国語に親しむことができた。 

国際理解教育の一環として、韓国の大西（テソ）初等学校との交流を実施するとともに学校、

家庭、地域が連携して子どもたちを育むための各種事業を推進した。 

特別支援教育支援員、学校生活支援員や金管バンド指導支援員をはじめとする各種支援員など、

積極的な人的配置により、一人ひとりの教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援の

充実を図った。 

 

○教育総務費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
461 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

153    308 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(千円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 2人 461 

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 
 

○主要施策 

幼稚園への就園奨励 

○成  果 

保護者の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,614 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 538   1,076 

事業内容 

教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図った。 

小学校７校兼務 ２人配置 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

事業名 スクールソーシャルワーカー活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
333 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    333 

事業内容 

生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

教育相談員  小学校 4校兼務 １人配置 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市日韓子ども交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
810 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    810 

事業内容 

国際交流事業の一環として、児童の相互訪問を通じて国際理解教育の推進を図る。 

平成 30 年度は、韓国高興郡大西（テソ）初等学校から鹿島市を訪問。台風の影響で１日到着が遅れ

たため北鹿島小学校での歓迎交流会はできなかったが、歓迎する児童の様子を撮影したＤＶＤを

使って、自然の館で夜に鑑賞会を行った。ホームステイや買い物体験などを通して北鹿島小学校

児童と交流しそれぞれの文化を学び合い友好を深めた。 

  大西初等学校訪問団 4・5・6年生 16人 引率 9人 

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の推進、拡充 

○成  果 

日本と韓国、言葉の壁はあるものの、ホームステイ等を通じ、それぞれの国の風習を教え合うことで、

似ている部分、異なっている部分を学ぶなど、充実した交流を行うことができた。 

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,430 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   276 9,154 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の

進展を図った。 

外国語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力向上 

○成  果 

小中学生時にネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習

得、国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
200 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    200 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助等を行い、特別支援教育等の円滑な運営

を図った。 

特別支援学校等児童生徒帰省旅費補助  補助対象者なし 

児童生徒等送迎バス運行補助 200,000円 
 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

子どもたちの帰省等に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
14,488 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,400 12,088 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を克

服するための教育を行うため、市内全小中学校に１２人の支援員を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

市内全小中学校に１～２人ずつ配置し、きめ細かに個別対応することができ、学習効果を高めることが

できた。 

事業名 学校生活支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
7,292 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    7,292 

事業内容 

いじめ・不登校などの問題を抱えた児童・生徒への対応や、学校における子供たちの生活を教員と共

同で支援が必要など、学校ごとに異なる様々な事情に対処するため、市内小中学校に 9人を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

問題を抱えた児童・生徒に対し、家庭・学校・地域環境への働きかけや児童の心に寄り添いながらの

支援は、多くの子供たちにとって大きな支えになった。また、職員全体で情報共有する機会が増え、より

よい支援ができる体制作りができた。 

事業名 金管バンド指導支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
356 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    356 

事業内容 

専門的な指導が必要な吹奏楽に、指導支援員を配置することで、適切な指導と教員の負担軽減を図

るため、鹿島小学校に１人を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

専門的な指導を行うことで、児童がより高度な技術を身につけることができ、また従来指導に当たって

いる教員の負担軽減を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 フッ化物洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
639 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    639 

事業内容 

小・中学校において、むし歯予防に高い成果をあげているフッ化物洗口を行うことにより、全国及び佐

賀県の平均に比べても高いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

平成３０年度 フッ化物洗口実施児童生徒数 2,317人  ※実施した児童の割合 97.0％ 

○主要施策 

健全な食生活を高める食育および地産池消の推進 

○成  果 

むし歯罹患率は平成２９年度と比較すると減少した。 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
257 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    257 

事業内容 

コミュニティ・スクールとは、学校の大きな方針を決める「学校運営協議会」に地域住民や保護者が参

加し、地域の意見や知恵を反映した、地域としっかりしたつながりのある開かれた学校である。 

明倫小学校（平成２４年度設置）と鹿島小学校（平成２９年度設置）で学校運営協議会を開催し、学校

運営や教育活動について協議した。 

○主要施策 

開かれた学校づくりの推進と学校評議員、学校運営協議会の活用 

○成  果 

地域人材活用の活動をすることで教育活動がより充実した組織作りになった。また、地域と学校の双

方向性の交流ができた。 

事業名 補充学習等支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
560 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

112 174  274  

事業内容 

中学校において、学習内容の定着が十分に図れていない生徒のため、地域の人材（退職教職員等

の社会人や保護者、教員志望の大学生等）を活用し、放課後や長期休業中に補充学習を行った。 

１回あたり、課業日は放課後の１～２時間、長期休業中は１～３時間を確保し、学習支援を行

った。  登録指導員数： １４人 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

地域の教育力を活用することで、学習への意欲づけと自主的な学習習慣を確立し、生徒の基礎

的な学力定着を図ることができた。補充学習で理解が深まったことで、授業への取り組みにも意

欲が見られるようになった。 
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○教育総務費の主な事業（続き）                         平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 未来にはばたく子供育成事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
371 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 64  307  

事業内容 

 

（１）「ものづくりの日」の開催 

市内小・中学校の児童生徒及び市内・市外在住の方々を対象に、鹿島市民会館で開催。東亜工機

（株）様、木彫工房「杉彫」様、佐賀 LIXIL 製作所様等の企業、また、塩田工業、佐世保高専、西部中学

校、東部中学校からブース出展をしていただき、様々な体験をすることができた。参加者は３１０人。 
 

    
○紙コップロボット作り                   ○ハーバリウム作り 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○木のロボット作り                     ○理科教室 
 

（２）「英語教室」の開催 

クイズ・ゲーム等を交え英語に親しみ、また、外国語指導助手作成レシピによりお菓子作りを 

楽しんだ。ハウステンボスでは街頭英会話に挑戦した。参加者は小学生延べ９４名。 

 
○ショップ体験                     ○街頭英会話 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

通常の授業だけでは伝えることができない、不思議さや面白さを感じてもらうことができた。 

また、理科や外国語への興味・関心を高めることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 ふれあい囲碁事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
45 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   45  

事業内容 

 

次代を担う子どもたちへの囲碁文化を継承するとともに、囲碁を打ち、お互いふれあうことにより、 

相手の気持ちを理解し合う心を醸成することを目的に実施した。 

小学校 3年生 ２５１人 

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の 

推進、拡充 

○成  果 

個々人がそれぞれ相手を探して囲碁をする姿が見られ、 

囲碁を通して、お互いふれあう楽しさを味わうことができた。     

○囲碁教室 

事業名 
（一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,700 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,700 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図った。 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力向上 

○成  果 

学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取組状況について協議や意見交換を行い、 

全職員が同じスタンスで取り組むことができた。 

事業名 香取市の子どもたちとの交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
80 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    80 

事業内容 

千葉県香取市の小学校４・５年生の代表児童８人（引率３人）

が鹿島市を訪れた。子どもたちは「ガタリンピック」に出場し、広

大な干潟を満喫した。酒蔵通り散策では、浜小学校の子どもた

ちが「まちなみガイド」を担当し、香取の子どもたちに鹿島の魅

力を伝えるとともにお互いの交流を深めることができた。 
 

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の推

進、拡充 
 

○成  果 

ふるさと鹿島に対する愛着と誇りの醸成を図るとともに香取

市との将来にわたる友好関係を構築することができた。 

 

 

○表敬訪問式 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学力向上サポーター活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
2,168 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,000 1,168 

事業内容 

小学校において学習内容の定着が十分に図れていない児童のために、外部指導者（退職教職員等の

社会人や地域の方、教員志望の大学生等）による補充学習を放課後や長期休業中に行うことにより、基礎

学力の定着、学習への意欲づけと学習習慣の確立を図った。 

放課後    指導員数２３人、６０５時間   長期休業中 指導員数２７人、４７９時間 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

個々の状況を把握しながら、丁寧な指導を行うことにより、基礎・基本の学力の習得が進んだ。また、学

習への意欲づけと学習習慣の確立が図られた。 

事業名 児童生徒自立支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
3,933 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 642   3,291 

事業内容 

適応指導教室「さくら」及び学校適応指導教室（西部中学校内）において、心理的、情緒的理由により登

校できない常態にある児童生徒に対して個別あるいは小集団での個別指導を行い、自立を促しながら集

団生活に適応する力を育み、学校・学級への早期復帰を目指して支援を行った。 

適応指導教室「さくら」     指導員 1人   補助指導員 1人 

学校適応指導教室       支援員 1人 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

個別指導により、児童生徒の心が安定し、表情が豊かになるなど成果が見られた。 

事業名 教育支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
539 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    539 

事業内容 

 

早期からの教育相談を実施し、就学支援について情報提供・助言を行うとともに、「ことば」や、対人関係

など困難な状況にある児童生徒に対して、通級による個々の発達の状態や特性に応じた指導を行った。 

教育支援委員会委員 ２０人  就学相談会相談員 ６人 
 

※通級指導教室の設置状況 

鹿島小学校 （言語） 26人 

〃   （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 18人 

古枝小学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 16人 

浜小学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 16人 

明倫学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 20人 

西部中学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 16人 
 

○主要施策 

教育支援委員会、相談会の活性化 

○成  果 

個に応じた学習やきめ細やかな指導を行い、 

学習上、生活上の困難を改善することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 児童生徒の活用力向上研究指定事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
750 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 750    

事業内容 

国語、算数、数学を中心に、各教科における活用力を高めるための授業改善等に向けた研究を行

い、教職員の指導力向上と児童生徒の学力の向上を目指すことを目的とする。 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力の向上 

○成  果 

知識、技能等を実生活の様々な場面に活用する力を高めるため、授業の中で様々な手立てや指導

形態の工夫をするなど授業改善をすることができた。 

事業名 原子力・エネルギー教育支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
67 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 67    

事業内容 

原子力を含めたエネルギーや放射線に関する授業を支援する事業。 

○主要施策 

学習意欲の向上と主体的に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

実際に実験を行ったことで、放射線や原子力を含むエネルギーに関する興味・関心が高まり、理解を

深めることができた。 
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１０款. 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向け

ての施策を展開した。 

福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学習の時

間などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

ふるさと人材育成支援基金を活用した郷土の人材を育成するための施策や各種営繕を含めた学校施設の

整備、電子黒板の整備によるＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進など、安全で快適な教育環境づくりのための

各種施策を展開した。 
 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
12,093 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   300 11,793 

事業内容 

 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況（楽器等整備は別掲）                                （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 2,884,044  1,713,791  4,597,835  

２ 一般備品 3,131,947  1,014,508  4,146,455  

３ 図書備品 2,215,490  1,134,119  3,349,609  

計 8,231,481  3,862,418  12,093,899  

○主要施策 

学校の教育備品の拡充と適正な配備 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

基金（光武文庫）を活用し、小学校図書の充実を図った。 

事業名 児童奨励対策事業・生徒奨励対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
843 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   843  

事業内容 

 

小・中学校の児童や生徒及び教職員が、学校教育振興に関する諸活動（学術、研究、体育、スポーツ

活動等を含む）のため、九州大会に市の代表として出場する場合の参加経費について、補助金を交付し

た。 

中学校 843,200円（九州大会： 運動競技 4 吹奏楽 1） 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

九州・全国大会への参加経費を補助することにより、小・中学校の児童生徒の学校教育振興に関する

諸活動の振興に寄与することができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
13,562 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

869    12,693 

事業内容 

 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就

学援助費）を行った。 

小学校 104人（うち要保護 1人） 7,193,283円 

中学校 42人（うち要保護 0人） 4,641,247円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励

費）を行った。 

小学校 37人 1,183,394円 

中学校 13人 544,318円 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
1,808 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,808 

事業内容 

 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金（遠距離通学費）を交付し

た。 
 

小学校 62人 500,077円 

中学校 46人 1,241,695円 

 

能古見小学校浅浦分校廃校に伴い、旧浅浦分校区から通学する小学 1・2年生の児童の保護者に

対して、距離に応じた補助金（特例通学費）を交付した。 
 

小学校 6人 66,000円 

 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
5,536 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,620 2,916 

事業内容 

 

 

米づくり、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情操と教養の

習得を図った。 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小中学生の時期に地域においてボランティア

活動を行い、地域に貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図った。 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づき、小中学生を対象として、活力ある地域づくりのため

にふるさとの多様な自然・歴史・伝統文化・産業等を活かした人材育成事業を行った。 

・小学校 4,116,000円   ・中学校 1,420,000円 
 

○主要施策    

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むことができた。苗を植え、収穫する体験

を通して、生産の喜びを体験できた。 

地域の産業、職人の技術、自然や文化、歴史に触れ、郷土への愛着、ものづくりへの興味・関心を高

めることができた。 

取組を通して、いろいろな人の立場を思いやって物事を考えることができるようになり、また普段接す

ることの少ない地域の人達とのコミュニケーションを図ることができた。 

 

 

○米作り                       ○銅版レリーフ作り 
 

○干潟体験                       ○花いっぱい運動 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 小中学校施設整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
20,778 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   13,000 7,778 

事業内容 

各小中学校からの工事要望箇所を立会して確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施設の修繕

や工事を行い教育環境の改善に努めた。 

 

○事業内訳                                                  （単位：円） 

学 校 名 事 業 費 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 11,650,327 プールろ過機改修工事 ほか 

2 能古見小学校 800,004 パソコン室空調機修繕 ほか 

3 古枝小学校 1,014,120 プール排水バルブ取替工事 ほか 

4 浜小学校 551,448 浄化槽原水ポンプ修繕 ほか 

5 北鹿島小学校 1,287,900 昇降口建具改修工事 ほか 

6 七浦小学校・音成分校 2,589,840 校舎北側階段室外壁防水改修工事 ほか 

7 明倫小学校 412,020 プール飛込台撤去工事 ほか 

8 西部中学校 2,069,853 駐輪場コンクリートブロック擁壁撤去工事 ほか 

9 東部中学校 401,760 理科室及び美術室照明器具取替工事 ほか 

○主要施策 

学校施設の計画的な営繕の実施 

○成  果 

修繕・工事を計画的に行い、児童生徒達が過ごしやすい教育環境を整えることができた。 

 

○西部中駐輪場コンクリートブロック擁壁撤去工事 

（施工前） 

○西部中駐輪場コンクリートブロック擁壁撤去工事 

（施工後） 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
小中学校校舎大規模改造 

空調設備工事（平成 30年度分） 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
14,454 

財
源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源 

  13,900 400 154 

事業内容 

 

○工事概要 

市内小中学校空調設備工事 

平成 30年度・・・実施設計業務委託 

実施設計 平成 30年 9月 10日 ～ 平成 31年 2月 15日 

令和元年度・・・・空調機械・電気・工事監理 

工期 平成 31年 3月 15日～令和元年 7月 10日 

 

○事業費内訳                        （単位：円） 

項   目 事  業  費 

平成 30年度分 実施設計業務 14,453,640 

令和元年度分 工事及び監理（繰越） 259,687,000 

計 274,140,640 
 

○主要施策 

学校施設の計画的な大規模改造事業等の実施 
 

○成 果 

施設の改修工事を行い、教育環境の改善を行う。 

○設置が進む空調室内機 

○設置工事中の空調室外機 

事業名 小中学校情報教育施設整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
3,230 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,000 1,230 

事業内容 

 

○工事概要 

ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進のため、電子黒板の整

備を行った。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校購入費 2台 2,166,480 

中学校購入費 1台 1,062,720 

計 3,229,200 

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、情

報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 
 

○成 果 

電子黒板を整備することにより、ＩＣＴ教育の環境を整える

ことができた 

○電子黒板（明倫小） 

○電子黒板（古枝小） 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 西部中学校武道場吊り天井改修工事事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
21,146 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

6,304  11,200 3,000 642 

事業内容 

 

○工事概要 

工期 平成 30年 7月 30日 ～ 平成 30年 9月 28日 

災害時における生徒等の応急避難場所としての機能が発揮 

できるように、非構造部材（吊り天井）の撤去や照明器具等の 

耐震化に取り組む事業。 
 

○事業費内訳                     （単位：円） 

項   目 事   業   費 

吊り天井改修工事 20,088,000  

工事監理業務委託 1,057,320  

計 21,145,320  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化を図り快適な教育環境づくり 
 

○成 果 

施設の非構造部材の耐震化を行った。 ○（改修後）武道場天井 

事業名 
鹿島小・西部中・東部中学校 

楽器等及び小中学校ピアノ整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
9,969 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   9,969  

事業内容 

 

○事業概要 

指定寄附を活用し古くなった楽器の買い換え等を行った。 

ティンパニー1台、ユーフォニアム 2台、クラリネット 1本 

ホルン 1本、トロンボーン 2本、スネアドラム 1台、 

エスクラリネット 1本、サクソフォン 1本、ピッコロ 1本 

太鼓 1台、トランペット 1本、スレイベル 1台 

グランドピアノ 5台 
 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

鹿島小学校楽器購入費  358,506  

小学校ピアノ購入費 4,294,944  

中学校楽器購入費 2,451,708  

中学校ピアノ購入費 2,863,296  

計 9,968,454  

 

○主要施策 

学校の教育備品の拡充と適正な配備 
 

○成 果 

備品整備を行い、教育環境の充実を図ることができた。 

 

○鹿島小 ﾃｨﾝﾊﾟﾆ、ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ、和太鼓 

○古枝小学校 グランドピアノ 
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１０款． 教育費   （４項）社会教育費 

 

市民の誰もが、いつでも・どこでも・楽しく学べ、主体的に活動できるような生涯学習のまちづくりのため、鹿島

市生涯学習センター「エイブル」をはじめ、市民交流プラザ「かたらい」や各地区公民館等を拠点に、広く市民へ

の学習機会の提供と環境づくりに努めた。また、体験に特化した「わくわく体験隊」を実施し、さまざまな体験を

通して次代を担う青少年の健全な心身の育成を図るとともに、集団生活による自立性や社会性を育むため、青

少年体験活動事業（鹿島ドリームシップ）を実施した。 

市民図書館事業では、平成３０年度から学芸部を新設し、古文書の管理とその利用促進を図るとともに、館内

外での展示や講演活動を行った。 

一方、明治維新１５０年記念事業として鍋島直彬調査研究、田澤義鋪顕彰を行った。また、囲碁によるまちづ

くりを推進する自治体が集った「囲碁サミット2018in鹿島」を開催し、日本棋院第４４期天元戦第３局も同時期に

開催され、囲碁文化の普及・啓発につながった。 

社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活動や各

種学習会を行った。 
 

○社会教育費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
835 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 450   385 

事業内容 

 

○わくわく体験隊                                                  １４０千円 

主に小学生を対象とし、体験を重視した事業を実施し、青少年の健全育成を図った。延べ１１３人が 

参加し、遺跡探検、お仕事体験、ものづくり体験などを実施した。（４回実施） 

○ヒカルの碁鹿島スクール                                            ２６５千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計 21回開催、日本棋院鹿島支部・ボランティア講師の指 

導により、小学生 28人延べ 360人が囲碁を楽しみ、併せて礼儀作法も学んだ。 

   〇わくわく体験隊：お仕事体験                ○ヒカルの碁鹿島スクール 

 

○エイブル・地区体育館開放事業                                       ３５５千円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月までの平日午後３時～５時までを子どもの居場所 

づくりとして無料開放し、子ども達へ安全な遊び場を提供した。 

・エイブル ４，６４６人利用 ・北鹿島体育館２２８人利用 ・臥竜ケ岡体育館 ６８５人利用 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会                                   ７５千円 

市内青少年関係団体による会議を開催。放課後の子どもの安全で安心な活動場所 

を確保し、放課後対策についての意見交換を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・世代間や他地区との交流会の実施 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

小学生等を対象に、社会体験活動等により青少年の健全育成を図ることができた。 

事業名 青少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,050 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,050 

事業内容 

 

○少年体験活動事業（ドリームシップ）事業補助金                           １，５００千円 

８／２３（木）～２６（日）にかけて小学生２１人、スタッフ９人が参加。沖縄にて平和研修や 

海洋体験学習、沖縄の自然探検を行った。 
 

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金                              ３００千円 

・インリーダー研修会 ６／１６(土)～１７(日) 諫早青少年自然の家(参加者９５人、ｽﾀｯﾌ３６人) 

・球技大会 ７／２９(日)（猛暑のため中止） 

・夏休み作品展 ９／２２(土)～１０／４(木)  ４９７点（習字３６３点、図画８０点、工作５４点） 

   

   

   

   

   

   

  

    〇ドリ－ムシップ事業（沖縄宇宙通信所）      〇インリーダー研修会（諫早青少年自然の家） 
 

○青少年育成市民会議補助金                                         ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、非行防止のため青少年育成団体、関係機関及び青少

年育成指導者等の協力により下記事業を実施した。       

・第 20回少年の夢発表会については、多くの方々へ参観していただくため、今年度から市ＰＴＡ連合会活

動研究大会と合同で２／３（日）に合同で開催した。（少年の夢発表小学生７人・中学生４人）  

俳句（応募３，８６６点）  

・地域環境点検活動 １１／２９（木） （市内ディスカウントストアなど １３ヶ所） 

  

 

 

 

 

 

○ 

     

○少年の夢発表（作文）                〇少年の夢発表（俳句） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携及び育成支援 

・青少年自然体験活動・派遣交流などの推進 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

少年体験活動事業（ドリームシップ）においては、子どもたちが沖縄の文化や歴史に触れ、海洋体験や学

習をすることによって、幅広い視点から青少年の育成に資することができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニティの

充実が図られた。 

また、少年の夢発表会においては、市の将来を担う子ども達が、日常生活の中で日頃考え、思っているこ

とを、広く市民に発表することにより、市民の子供たちの健全育成に対する理解を深めることができた。 

事業名 社会教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
751 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    751 

事業内容 

 

○「第６５回成人式」開催                                            ４３１千円 

１／１３（日）新成人３７８人該当、３０５人参加 

 

○「第２７回盛年の集い」開催                                         ３００千円 

１２／９（日）開催。６５歳該当者が自ら企画・運営し、２１０人が参加した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成人式  
 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇盛年の集い 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

○まちづくり出前講座                                                ２０千円 

 平成２９年度から高齢者教室とまちづくり出前講座を統合し、受講者の利便性を向上させた。誰もが学べる

環境を提供するため、各種団体やサークルへの出前講座を実施した。４６のメニューから「ふるさとの歴史と

文化財」、「高齢者の健康・元気づくり」など９４講座を開催し２，３２３人が受講された。県内各種団体から外

部講師による支援を受け、「国際理解教育」なども学習した。 
 

〇まちづくり出前講座（健康・元気づくり）         〇まちづくり出前講座（国際交流） 

  

○家庭教育支援事業 

市内小学１年生から４年生の親子１５組３６人を対象に 

した「かんたん楽ちんランチ＆よみきかせ」を開催した。 

 

○主要施策 

家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

 

○成 果 

核家族化が進んでいる状況であるが、親子のコミュニケ 

ーションや絆を深めた。                              〇調理実習 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,400 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,400 

事業内容 

○芸術文化振興事業補助金（鹿島市文化連盟）                  ６００千円 

○田澤記念館運営事業補助金                         １,０００千円 

○日本棋院第４４期天元戦負担金                        ８００千円 

 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・文化活動ネットワークづくり 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

 
○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教育活動の支援が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 明治維新１５０年記念事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
5,238 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 3,491   1,747 

事業内容 

 

○鍋島直彬調査研究                              3,068 千円 

 明治維新期の鹿島鍋島藩と藩主鍋島直彬の蔵書を中心に、明治から現在の図書館の成り立ちにつ

いて研究し報告書等にまとめた。鍋島直彬に造詣が深いロバートキャンベル氏の講演会を開催し

た。 

 ・「鍋島直彬と鹿島の蔵書文化」「史料が語る初代沖縄県令鍋島直彬」調査報告書作成 

 ・「ロバートキャンベル氏講演会「鍋島直彬と鹿島の蔵書文化」12月 1日(日)エイブルホール 

 

○田澤義鋪顕彰事業                               2,170千円 

  「青年団の父」と呼ばれる郷土の偉人の「田澤義鋪」の偉業や精神を顕彰し、今の日本が忘れ

かけている公正・公平・正義の実現に努める心や郷土を愛する心を醸成するため、田澤義鋪顕彰

大会の実施及びパネル展、記念冊子の印刷及び田澤義鋪に関する調査報告書の作成等を実施した。 

・調査報告書「日記が語る田澤義鋪の実像」作成（300 部）・記念冊子（2,000部）・展示パネ

ル（18枚）作成 

    

〇ロバートキャンベル氏講演会          〇鍋島直彬調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇田澤義鋪顕彰事業（演劇）         〇田澤義鋪顕彰事業記念冊子 
 

○主要施策 

・明治維新期やその後の明治時代等の調査研究と地域歴史の掘り起こし 

・鹿島市の明治維新期の偉業や偉人の顕彰 

○成 果 

明治維新期の鹿島市の歴史に新たに光を当てることで鹿島市民の歴史に対する意識の向上が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 「囲碁サミット２０１８ｉｎ鹿島」事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
2,217 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,941   276 

事業内容 

 

「囲碁サミット２０１８ｉｎ鹿島」                                  2,217千円 

○主催 「囲碁サミット 2018in鹿島」実行委員会・鹿島市・鹿島市 

教育委員会 

〇開催期日 平成 30年 11月 22 日(木)～23日(金) 

〇事業内容 

◎11月 22日(木) 

 「囲碁サミット２０１８in 鹿島」 

エイブルホール 13:00～17:00 

 ・基調講演「こどもの命をつなぐ囲碁」 

原安喜子(ＩＧＯコミュニケーションズ 理事) 

  重野由紀(日本棋院 常務理事) 

 ・サミット参加市町の取り組み紹介 

 ・パネルディスカッション テーマ「囲碁による子ども

の育成」 

コーディネーター 重野由紀(日本棋院 常務理事) 

パネラー 

    原安喜子(ＩＧＯコミュニケーションズ 理事) 

    金 賢貞(日本棋院棋士 四段) 

江藤 茂(熊本子ども囲碁普及会 理事) 

    藤永 勝之（日本棋院 鹿島支部長） 

助言者  

    團 宏明(日本棋院 理事長) 

平野 則一(日本棋院 常務理事) 

・囲碁サミット交流会 18:00～ 割烹清川 

 

◎11月 23日(金・祝) 祐徳神社参集殿 9:30～12:00 

     ・寬蓮子ども囲碁教室・プロ棋士による指導碁 

                    

○主要施策 

・基調講演・参加自治体の取り組み紹介・パネルディスカッ 

ション・サミット交流会・指導碁・囲碁教室棟の実施 

 

○成 果 

全国から囲碁文化振興事業に取り組んでいる自治体のうち

１４市町の首長や囲碁愛好者が集い、囲碁文化を通して交流の

輪を広げ、自治体連携を図るとともに、次世代を担う子どもた

ちへの囲碁普及を推進するなど、我が国の囲碁文化の継承と発

展に寄与できた。 

〇基調講演 

〇宣伝ポスター 

〇パネルディスカッション 

〇指導碁 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
200 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    200 

事業内容 

 

○鹿島市みんなの集い補助金                                       ２００千円 

男女共同参画社会づくりに向けての研修や各団体の活動成果の発表を行った。 

○主要施策 

家庭生活における男女平等意識の高揚 

○成 果 

各構成団体の活動内容を報告してお互いに再認識し、「男女共同参画社会づくり」の意識づけや 

成果の発表をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

〇ステージ発表                   〇記念講演（中島玲子氏) 

事業名 公民館指定管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
58,521 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    58,521 

事業内容 

  

平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を随時開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。 

○地区公民館指定管理委託〈58,521 千円〉 

№ 公  民  館  名 委託料（千円） 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,570 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 13,324 能古見地区振興会 

3 古枝公民館・林業センター 9,105 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,840 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 9,048 北鹿島振興協議会 

6 七浦公民館・漁村センター 9,634 七浦地区振興会 
 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

・地域と密着した活動の推進 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言を行い、地域の文化・特色に即した公民館運営を

行った。 

平成３０年度は、指定管理３期目の初年度となったが、順調な公民館運営を行うことができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地区公民館管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
4,275 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,067 3,208 

事業内容 

 

○地区住民が多く集まる地区公民館において、安全に安心して地域コミュニティ活動ができるよう公民館 

施設、設備等の修繕、改修工事並びに備品等の購入を行った。 

費 目 金額（千円） 内容 

修繕料 1,488 七浦公民館男子トイレ修繕工事 ほか 

工事請負費 252 のごみふれあい楽習館テニスブロック塀撤去工事  

業務委託 739 北鹿島公民館外壁修繕工事実施設計業務 ほか 

その他 1,796 消耗品費、旅費、保険料、負担金 ほか 

合 計 4,275  
 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

 

○成 果 

 地域住民が安全安心に利用できるよう施設改修、施設維持ができた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇 能古見公民館消火水槽液面警報盤取替        〇 七浦公民館男子トイレ修繕工事 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
90,013 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   110 89,903 

事業内容 

 

平成２１年度から生涯学習センターに指定管理者制度を導入し、生涯学習事業の企画運営と施設管理

を委託し、事業の強化と利活用の推進を図った。また、開館から 17 年を経過し設備の改修や、動作不良と

なった備品等の更新を行った。 

○生涯学習推進費                       ○平成 30年度生涯学習センター利用状況 

目 決算額(千円)  施設名 利用者(人) 月あたり(人) 

生涯学習センター指定管理委託料 88,983 ホール 22,342 1,861 

需用費（修繕料） 965 研修室 13,536 1,128 

その他 65 その他 27,529 2,294 

合    計 90,013  合  計 63,407 5,283 

・えいぶる事業(10公演) 入場者数 延べ 4,121人 ・床の間コーナー展示事業 (4 回) 

・えいぶる講座 37講座(30種類) 受講者数 延べ 1,656 人  
 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・文化祭・エイブル祭など発表や交流の場づくりへの支援 

・生涯学習の情報ネットワークづくり 

・情報の提供や学習や活動の機会づくり 

・地域の学校、大学や法人、各種団体との連携による 

生涯学習の推進と文化振興            
 

○成 果   

・えいぶる講座やえいぶる事業は、参加者による提案や企画を取り入れ、「市民立」にふさわしい事業を行

うことができた。 

・えいぶる事業では、市内小学校向けのアウトリーチ事業「長崎ＯＭＵＲＡ室内合奏団」によるスクールコ

ンサートを助成事業として行った。アウトリーチは 6年目となり今後も継続実施をしていく予定。 

・えいぶる講座では、肥前佐賀幕末維新博に関連した講座として、佐賀県政出前講座を実施し、県内の

世界遺産としての価値を学ぶいい機会を作ることができた。 

・鹿島市能古見で生まれたと伝えられている水墨画家  

雲谷等顔の没後 400年にあたり、佐賀県立博物館・美術 

館の協力のもと、雲谷等顔筆とされる山水図屏風を展示

した。 

また、山口県立美術館の雲谷等顔の回顧展のバスツア  

ーを初めて企画し、好評であった。 

・施設面では、防災拠点として安全安心に利用できるよう

   設備の不具合を点検し、修理や更新を行った。 

〇えいぶるアウトリーチ事業 
 「長崎OMURA室内合奏団アンサンブル 
コンサート」 

 

 

○えいぶる講座 佐賀県政出前講座  

郷土の誇りを未来へ！～世界遺産 

「三重津海軍所跡」と幕末維新期の佐賀 

-148-



 

○社会教育費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民図書館事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
69,948 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   700 69,248 

事業内容 

 

平成２１年度から図書館事業に指定管理者制度を導入し、より専門的なスタッフの配置と知識の習得によ

り、多様化・高度化した市民ニーズに対応できる図書館作りに努めた。なお、入館者数に関しては、依然減

少傾向にあるため、入館者の増加を図るべく、企画事業や広報はもちろん、遠隔地サービスの拡充にも努

めた。 

○図書館費                          ○平成 30年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円) 

 

項  目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料 69,163 入館者数 113,218 387 

報酬 85 貸出人数 55,398 189 

図書資料、備品購入費 700 貸出冊数 251,911 862 

合   計 69,948 開館日数  292日 

 

・おはなし会、イベント開催、施設見学受入、学校支援サービス等による子どもの読書推進と利用促進 

・遠隔地サービスとしての「みにみに図書館」による配送貸出（幼・保・小中学校、企業、公民館等） 

・図書館システムと連携したインターネットサービスの充実（ＷＥＢ予約・延長手続・利用状況確認等） 

 及び、各イベント会場等での利用登録・貸出を開始 

・他機関との共催事業の実施やボランティアの活用等、地域との連携 

 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・「おはなし会」「ぶっくすくすく」など図書館企画の充実 

・子どもの読書活動推進、アウトリーチ活動の拡充 

・市民向け巡回図書「みにみに図書館」の充実  

・図書館資料の充実と提供、レファレンス（相談業務）の充実 

・学芸部事業の充実 

                                             

○成 果 

・巡回図書「みにみに図書館」の実施（幼・保・小中学校・企業等 30 ヶ所） 

 ・高齢者施設、遠隔地小学校等へ出張おはなし会実施 

 ・市役所への出張貸出（月 2回）、ぶっくすくすくの際の図書館外貸出実施  

 ・図書館 100周年事業の実施 

 ・ふるさと納税や寄附金により図書資料・備品を購入 

・蔵書点検及び資料除籍による資料の適切な管理を実施 

・レファレンス（相談業務）の強化 ※国立国会図書館より礼状 

・鹿島明治維新 150年記念事業の受託及び実施 

 

 

 

 

○明治維新150年・図書館100周年事業 

○おはなし会 
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○社会教育費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 社会同和教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,561 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,095   2,466 

事業内容 

 

○社会同和教育啓発事業 

・児童・生徒への人権に関する作文・標語・ポスターの募集と表彰 

応募総数４，１２５点  （作文：１，２２４点、標語：２，２４１点、ポスター：６６０点） 

・人権学習会の開催  ７回：４６９人 

・人権・同和問題地区別懇談会の開催 

   七浦地区 １回：21人 

   古枝地区 １回：30人 

   浜地区  １回：18人 

・市報に人権コラム「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

・文化教養講座の開催 

   教育集会所   ：書道教室（２４回：延べ２６８人） 

   同和教育集会所：ペン習字教室（２４回：延べ２４７人） 

              生花教室（１２回：延べ１０９人） 

○主要施策 

・人権啓発活動の推進 

・学校及び社会同和教育の推進 
 

○成 果 

学校・地域等における人権作品の取組みや学習会、研修会、懇談会の実施により、人権・同和問題に

対する正しい理解と認識を深めてもらうことができた。 

 

【人権ポスター】 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

〇特選（中学生）              〇特選（小学生） 

【人権標語】 

・特選(小学生…低学年) 

「おはようは たのしくすごす だいいっぽ」 

・特選(小学生…上学年) 

「もうやめて いやな言葉は ゴミ箱へ」 

・特選(中学生) 

「捨ててみて 人を比べる 物さしは」 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,342 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,342 

事業内容 

 

○県指定重要文化財「赤門及び大手門修理検討委員会及びワーキンググループ会議の開催」 141千円 

 大手門の耐震基礎診断の結果について協議を行った。 

○旭ヶ岡公園「鹿島城赤門野外博物館」説明看板更新工事                       172 千円 

旭ヶ岡公園内の老朽化した「鹿島城赤門野外博物館」の説明看板 12枚を更新した。       

   

   

   

   

 

 

 
 

 

○案内看板                         ○説明看板 

 

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査（13 件）                                 632千円 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保護のための事前調査を実施した。 

○文化財保護対策                                                 397千円 

・文化財保護審議会(1回) 

・文化財管理補助(７件) 

・文化財防火デー(北鹿島小学校・常広城跡) 

・施設維持・各種負担金・旅費・その他 

 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・文化財や埋蔵文化財の保護 

・地域の民俗芸能や祭礼行事、伝統工芸などの保存継承の支援 

・鹿島が誇る伝統文化の内外への発信 

・郷土の歴史文化を学び親しむ機会の提供 

・文化財の収集・保存と活用に向けた、施設の整備と設備の拡充 

 

○成 果 

鹿島城大手門の修理については、耐震基礎診断が完了し、修理事業を進めるための事前の調査が概ね

完了した。今後調査結果に基づき、基本設計の業務を行う予定。また文化財案内看板の設置など市指定等

の文化財保護や活用に向けた取り組みの強化を行った。埋蔵文化財については円滑に開発と文化財保護

の調整を行うことができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 伝統的建造物群保存地区対策事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
29,527 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

14,636 5,269   9,622 

事業内容 

 

○伝統的建造物群保存地区対策事業 

昨年度に引き続き、浜・大村方の「重要伝統的建造物群保存地区」の保存活用に向けて、

伝統的建造物の保存修理等を行った。 
 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

伝統的建造物修理助成 27,729 修理 3件 

工事請負費 1,754   八宿公民館横水路石積補修 

伝統的建造物群保存地区対策事業事務費 44 消耗品費、旅費 
 

○修理物件 ○八宿公民館横水路石積補修 

事業名 肥前浜宿地域情報発信事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,784 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,784 

事業内容 

 

○肥前浜宿地域情報発信事業業務 
 

・肥前浜宿地域情報発信事業業務委託 1,784千円 
 

近年観光客の増加する肥前浜宿内において、観光

案内の窓口を肥前浜駅内に常設し、長年地元のまち

づくり活動に携わってきたＮＰＯ法人に案内業務

を委託することで、観光情報の発信及び観光客のお

もてなし、動態把握につなげることができた。 

 

 

○肥前浜駅（観光案内） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 肥前浜宿地域おこし協力隊事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
2,852 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,852 

事業内容 

 

○肥前浜宿地域おこし協力隊事業 

地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化などの著しい地方において、都市部の人材を

積極的に受け入れ、地域協力活動を行うことにより、地域力の維持・強化を図る制度で、

最終的に定住していただくことを目指す。 

主な活動は、イベントや観光施設等の取材を行い、 

ツイッターやフェイスブック、ホームページ等を随時 

更新し、肥前浜宿の歴史的なまちなみの魅力を中心に 

情報発信を行い、市全体への観光連携と波及を図った。 

 

○事業内訳                      ○地域おこし協力隊員                         

内  容 事業費（千円） 備  考 

報酬 2,040 1人分 

使用料及び賃借料ほか 812 家賃・燃料費等 
 

事業名 肥前浜宿移住体験施設整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
804 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   42 762 

事業内容 

 

○肥前浜宿移住体験施設整備事業 

肥前浜宿の歴史的なまちなみに魅力を感じ、移住を希望される方が近年増加しているこ

とを受け、伝統的な茅葺町家を改修し、お試し移住の施設として平成 30年度から運用を開

始した。2組の利用があり、そのうち 1人は鹿島市への移住につながった。 

利用実績：7/10～24（神奈川県川崎市から１人） 

 9/14～28（長崎県長崎市から 2人） 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

管理委託料 409 管理運営・合併浄化槽維持管理 

光熱水費ほか 395 借地料・光熱水費等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○移住体験施設 利用者（30 歳代女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇移住体験施設 利用者（50 歳代夫婦） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 肥前浜宿継場管理事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,417 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,417 

事業内容 

 

○肥前浜宿継場の指定管理委託 

継場の管理運営を、特定非営利活動法人肥前浜宿水とまちなみの会に委託し、維持管理

を行った。重要伝統的建造物群保存地区内の文化財施設をまちづくりの拠点、観光案内の

拠点としての活用につながっている。 

平成 28年度～令和 2年度までの 5年間の指定管理期間の 3年目 
 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

管理運営委託料 1,344 指定管理 

土地賃借料・修繕費 73 土地賃借料・障子修繕 
 

事業名 旧乗田家住宅管理事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
578 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    578 

事業内容 

 

○旧乗田家住宅管理事業 

 市の重要文化財である旧乗田家住宅を平成 30年度から市有化したことに伴い、管理運営

を行った。日常の維持管理を特定非営利活動法人肥前浜宿水とまちなみの会に、年 4 回の

除草作業をシルバー人材センターに委託し、公開施設としての適切な維持管理を行った。

また、12 月には施設利用の一環として中冨記念くすり博物館の協力で、お屠蘇づくり体験

（19 人の参加）を開催し、醸造町における歴史的建造物のＰＲ及び活用につなげることが

できた。 
 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

管理運営委託料 462 管理運営委託・除草作業委託 

光熱水費・消耗品費等 116  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○除草作業委託（シルバー人材センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇お屠蘇づくり体験（12 月実施） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
伝統的建造物群保存地区対策事業 

（Ｈ29繰越） 

所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
10,140 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

5,070 1,759  3,311  

事業内容 

 

○伝統的建造物群保存地区対策事業 

「重要伝統的建造物群保存地区」の茅葺の建造物の工事（1件）は平成 29年度で完了す

る予定であったが、7月の九州豪雨災害の影響等により、屋根材（ヨシ・カヤ）が入手困

難となり、年度内の施工が困難となった。また、茅葺町家の修理の際に設置している自動

火災通報設備についても、屋根工事が完了した段階で取付けを行うため、併せて事業費補

助の一部繰越を行い、平成 30 年度に修理工事が完了した。このことにより、酒蔵通りで

最大級の茅葺の復原となった。 

 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

伝統的建造物修理助成（平成 29年繰越） 10,140 修理 1件＋防災（自火報）1件 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇修理事業（旧水頭家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          〇材料の屋根材 
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１０款. 教育費  （５項）保健体育費 

 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数６７１人）で体験教

室の実施及びクラブ員交流事業により会員発掘や活動内容の周知を図った。各種スポーツ事業では、平成

30 年度から始まった健康チャレンジ事業（健診やスポーツ教室参加等へのポイント付与）、市民体育大会や

壮年ナイターソフトボール大会等を実施し、健康づくりの一環としてスポーツ機会の提供と交流を推進した。また、

スポーツ合宿においては、青山学院大学陸上競技部など８団体の合宿を受け入れた。体育施設管理事業と

しては、蟻尾山公園クロスカントリーコース改修や市民体育館のＬＥＤ照明化などを実施した。 
 

 ○保健体育費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課  スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
10,135 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   487 9,648 

事業内容 

 

 スポーツ合宿誘致事業では、「関東学生陸上競技連盟」の大学など８団体が合宿を行った。合宿時の

交流事業では、園児や小学生を対象とした交流会や一般の方まで対象としたスポーツ教室を実施し、全

国区で活躍する選手を間近に見ることで学生はもとより一般の方がスポーツへの関心を深め、将来に向

けた夢や目標を持つ機会の創出ができた。 

また、市民がスポーツを通して健康増進が図られるように、健康チャレンジ事業や総合型地域スポーツ

クラブを推進し、気軽にスポーツを楽しめる機会と場所の提供を行った。 

県民体育大会では、本市にて開会式が行われたほか前年度順位から４つ上げ躍進賞を授与された。 
 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費（千円） 事業概要 

１ 
スポーツ推進委員育成事業 

（スポーツ推進審議会含む） 
2,046 

・スポーツ推進委員によるスポーツの振興、指導 

・総合型地域スポーツクラブによる｢四季めぐりウ

ォーキング｣などの実施 

２ 各種スポーツ推進事業 8,076 

・スポーツ合宿誘致事業の実施（８団体） 

・壮年ナイターソフトボール大会の実施 

・県民体育大会、市民体育大会実施の協力 

３ 保健体育推進事業 13 ・体育施設協会負担金ほか 

 

 

 

 

 

 

        

〇四季めぐりウォーキング              〇壮年ナイターソフトボール大会 
 

【Ｈ３０年度スポーツ合宿実績：８団体】 

・青山学院大学陸上競技部   11人   ・ひらまつ病院陸上部      22人 

・東京国際大学駅伝部    19人      ・明治大学競走部        43人 

・順天堂大学陸上競技部    32人      ・大東文化大学陸上競技部  17人 

・東洋大学陸上競技部      20人    ・日本大学陸上競技部       16人 
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○保健体育費の主な事業（続き）                          平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

 

○主要施策 

・スポーツ指導者の充実と活用 

・スポーツの生活化及び、子供から高齢者までの総合型地域スポーツクラブ（子どもの居場所づくりを

含む）を中心とした生涯スポーツの推進 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

・スポーツ合宿の推進 

○成   果 

市民に広くスポーツへの関心を与えるとともに、多様な交流機会増大による青少年健全育成並びに地

域の活性化を図るために、スポーツ合宿の誘致活動を展開し、箱根駅伝で有名な大学など８団体が合

宿した。  

 一般の方までを対象とした一流選手による陸上・スポーツ教室は非常に評判が良く、また、園児や小学

生との交流会は異世代間の交流となり、大変有意義な交流ができたほか２０２３年佐賀国体に向け、アー

チェリー教室を開催した。 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
430 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   430  

事業内容 

市内の９小・中学校の体育館を市民に対し夜間開放を実施し、スポーツの推進と体育施設の有効利

活用を図った。 

○主要施策 スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

○成   果 市内７小学校と２中学校の体育館については、一般向けに夜間開放を行いスポーツ実施

機会の提供を図った。 

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,678 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   383 2,295 

事業内容 

スポーツの普及振興、スポーツ少年団等の育成及び各種競技の技術向上を図るために、大会の

開催協力や支援事業を実施した体育協会へ補助を行った。また、県代表として全国大会、九州大

会へ出場した小中学生（個人、団体）に対し、補助金を交付した。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費 事業概要 

１ 体育協会補助金等 2,320 

・体育協会事業補助金                 950千円 

・県民体育大会業務委託(強化費含む)  1,270千円 

・スポーツ振興事業交付金(指定寄附金)  100千円 

２ 全国大会、九州大会出場補助金 373 47件 

 

 

 

 

 

 

 

〇祐徳ロードレース（招待選手を励ます会）     〇祐徳ロードレース（ハーフスタート） 
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○保健体育費の主な事業（続き）                        平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

 

○主要施策 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

○成   果 

市体育協会と共催で祐徳ロードレース等を開催し、市民の健康づくりや親睦と融和と市民間の仲間づ

くりに併せ、競技力向上やスポーツ活動人口の拡大に努めた。なお、大会には招待選手として関東学生

陸上競技連盟の強豪大学の選手が参加し、大変盛り上がった。 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
100,747 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   23,128 77,619 

事業内容 

 市民にスポーツができる場所を提供し、市民が安全にスポーツを楽しめるように、施設の維持管理、修

繕等に努め、市内体育施設においては、市民体育館のＬＥＤ照明化・女子トイレ改修、北鹿島体育館の

バレー用床金具取替、蟻尾山公園のクロスカントリーコース改修工事やグラウンドゴルフ場排水対策工事

等を実施した。 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費 事 業 概 要 

１ 
体育館及び広場 

管理事業 
20,338 

・各体育施設管理等業務委託     2,877千円 

・市民体育館電気設備改修工事    4,298千円 

・北鹿島体育館バレー用床金具取替  3,564千円 

・市民体育館女子トイレ改修ほか工事 3,866千円 

・修繕料、光熱水費ほか       5,733千円 

２ 
七浦海浜スポーツ公園 

管理事業 
5,557 

・施設管理等業務委託        2,588千円 

・光熱水費、保険料ほか        2,969千円 

３ 
北公園テニスコート施設 

管理事業 
7,441 

・施設管理等業務委託        4,946千円 

・光熱水費、通信運搬費ほか        2,495千円 

４ 体育施設管理作業事業 2,851 ・作業員賃金ほか 

５ 林業体育館管理事業 933 
・施設管理等業務委託         559千円 

・光熱水費、通信運搬費ほか       374千円 

６ 蟻尾山公園管理事業 63,627 

・指定管理委託          51,535千円 

・クロカンコース改修工事ほか    9,308千円 

・管理用車両購入費ほか       2,784千円 

  

    

 

 

 

 

 

○ 

○クロスカントリーコース改修              ○市民体育館ＬＥＤ照明化 

○主要施策 スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

○成   果 市内体育施設の改修や修繕を計画的、また迅速に実施することで、利用者が安心安全で

快適に利用できるように努めた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課 学校給食センター 

費 目 学校給食費 

事業費 

（千円） 
120,967 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

2,563  2,200 900 115,304 

 

○事業内容 学校給食には、児童生徒の心身の健やかな発達を支えるため、安全・安心でおいしい給食

を提供することが求められており、共同調理場方式で小中学校１９９日給食を実施した。 
 

小学校  ８校（うち分校１校）１，６１６食 

中学校  ２校                    ７６９食  

その他（学校職員ほか）          ２４５食 

                                           計           ２，６３０食 

 

平成２６年度から調理・配送部門を民間委託に移行し、安全・安心でおいしい給食の安定供給を前提

とし、事業の効率化を図るようにした。なお、献立の作成、給食物資の調達・検査業務、調理の指示に

ついてはこれまでどおり市で対応している。 

平成３０年度は食物アレルギー対象者（H27:27人．H28:38人．H29:44人．H30:51人）が年々増加傾

向にあることと、アレルギーの対象品目も甲殻類、魚、肉、ゴマなど３４品目と増え既存の調理場内で

のアレルギー対応除去食を作ることが困難となった。以上の理由により学校給食の安全性の確保や事故

防止の徹底を図るため食物アレルギー対策室増築工事を行った。 

 

事業費 ・食物アレルギー対策室増築工事  １１，６１０千円 

  ・食物アレルギー対策室備品     １，５６０千円  合計１３，１７０千円 

 

○主要施策 

・豊かでバランスのとれた学校給食や食育を含めた健康教育と体力づくりの一層の充実に努める。 

・学校給食における地産地消の推進と施設設備の維持、改善を行う。 

 

○成  果 

新鮮な旬の食材を多く取り入れ、行事食や各学校のアンコール給食等によりおいしい給食を提供し、

食への関心が高められた。 

また、栄養士を中心とした食育授業・指導等により、子どもたちが自らの食生活を振り返り、食に関

する知識を深め、正しい食事の摂り方や望ましい食習慣の形成が図られた。 

 

 

○食物アレルギー対策室 

 

○センター見学 
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１１款．災害復旧費  （１項）農林水産業施設災害復旧費 

 

平成３０年度発生の豪雨により被災した農地・農業用施設の復旧を行い、農林水産業の維持、農業経

営の安定を図った。具体的には崩落により一部耕作不能となっていた農地、舗装下部の路盤崩壊に伴

い通行制限を起こした農道などの復旧を行った。 
 

○災害復旧費の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 現年発生農地農業用施設補助災害復旧事業 
所管課 産業部 農林水産課 農山漁村係 

費 目 災害復旧費 

事業費 

（千円） 
31,021 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 19,265 2,900 1,019 7,837 

事業内容 

 

○平成３０年度発生の豪雨により被災した農地・農業用施設の復旧を行い、農林水産業の維持、農業経

営の安定を図った。 

 

災害名 
最大雨量（単位：月日時、㎜） 復旧事業費（単位：ヶ所、円） 

24 時間 時間 農地 施設 計 

梅雨前線豪雨① 

(Ｈ30.6.19～20) 

6/19～6/20 

84mm 

6/19 

21 時～22 時 

7 ㎜ 

  1 ヶ所(田)  1 ヶ所 

3,618,000  3,618,000 

梅雨前線豪雨③ 

(Ｈ30.7.5～7) 

7/6 

175mm 

7/6 

16 時～17 時 

52 ㎜ 

1 ヶ所(田) 

8 ヶ所(畑) 

6 ヵ所（道路） 

2 ヵ所（水路） 
17 ヶ所 

7,477,600 9,817,200 17,294,800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農地（田）畦畔・法面の復旧               ○農道路肩・法面の復旧 
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Ⅲ．特別会計 

１．公共下水道事業特別会計 

本市の下水道は、雨水対策としての都市下水路事業から始まっている。汚水と雨水を共に整備するために、

昭和６１年度に公共下水道事業に着手した。雨水事業として、中牟田、西牟田、中村及び乙丸のポンプ場建設

と、それに付随する水路の整備を行ってきた。また、汚水事業は市内中心部から汚水管の埋設工事を進めてき

た。 

平成６年１０月に大字高津原の一部で下水道が使用できるようになり、北鹿島地区（大字中村・常広・森の一

部）から大字納富分・重ノ木へと順次下水道が使用できる区域を拡げてきた。平成３０年度末で 334 ㏊の整備が

完了している。普及人口は 11,255人（4,472世帯）で普及率は 38.6％となった。 
 

（１）事業の概要 

平成３０年度は、昨年度と同様に大字納富分・重ノ木を中心に面整備（汚水準幹線と枝線工事）を進め、

汚水管 2,683ｍを布設するとともに、これらの工事の中で公共桝 176箇所を設置して処理区域の拡大に努め

た。また、下水道施設については、ストックマネジメント計画に基づき改築事業を実施した。 

 

（２）収 支 状 況 

平成３０年度公共下水道事業特別会計の収支は、歳入総額 1,539,674 千円に対し、歳出総額 1,539,624

千円となり、歳入歳出差引額の 50千円は、次年度へ繰り越した。 

歳入については、受益者負担金 36,588千円、下水道使用料 142,428千円、国庫補助金 336,050千円、

一般会計繰入金 570,165千円、地方債 450,400千円、その他 4,043千円となっている。 

歳出については、総務管理費 49,861 千円、管渠・ポンプ場などの施設管理費 21,431 千円、浄化センタ

－費 143,533 千円、汚水管渠築造工事等の建設事業費 812,056 千円、長期債の元金・利子の支払などの

公債費 512,743千円となっている。 

収 支 状 況 

（歳入の部）                   （歳出の部）          

科   目 
決算額 
（千円) 

構成比 
（％） 

 
科   目 

決算額 
（千円) 

構成比 
（％） 

受 益 者 負 担 金 36,588 2.38  総 務 管 理 費 49,861 3.24 

下 水 道 使 用 料 142,428 9.25  施 設 管 理 費 21,431 1.39 

公共下水道手数料 160 0.01  浄 化 センター費 143,533 9.32 

下水道管理使用料 47 0.00  建 設 事 業 費 812,056 52.75 

国 庫 補 助 金 336,050 21.83  内

訳 

補 助 事 業 費 672,100  

内

訳 

現 年 分 316,900   単 独 事 業 費 139,956  

過 年 分 0   公 債 費 512,743 33.30 

繰 越 明 許 分 19,150   内

訳 

元 金 406,551  

地 方 債 450,400 29.25  利 子 106,192  

内

訳 

一 般 分 396,200   合 計 1,539,624 100.00 

資 本 費 平 準 化 債 20,000      

公営企業会計適用債 15,100   下水道の普及状況                

下水道普及率 

  ④/① 
３８．６％ 

①市全体人口 

29,174 人 

②計画区域内人口 

18,171 人 

③認可区域内人口 

13,004 人 

④供用開始区域内人口 

11,255 人 

⑤下水道接続人口 

8,226 人 

計画区域内普及率 

  ④/② 
６１．９％ 

認可区域内普及率 

  ④/③ 
８６．６％ 

水洗化率（接続率) 

 ⑤/④ 
７３．１％ 

 

繰 越 明 許 分 19,100   

繰 越 金 2,050 0.13  

雑 入 1,786 0.12  

一般会計繰入金 570,165 37.03  

内

訳 

公共下水道管理費 55,434   

建 設 事 業 費 43,744   

地方債元利償還金 470,987   

合 計 1,539,674 100.00  
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○公共下水道管理費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 公共下水道(一般経費) 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 総務管理費 

事業費 

（千円） 
49,861 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  15,100 1,807 32,954 

事業内容 

 

公共水域の水質保全のため、トイレの水洗化や家庭排水の公有水面への流出防止など生活環境

の改善が必要である。そこで、下水道への接続推進活動により、水洗化（接続）率の向上を図った。  

（下水道処理区域内の水洗化率  73.1％） 

また、令和 2年度からの地方公営企業法適用に向けた移行業務に引き続き取り組んでいる。 

 

○事業内訳 

No. 内  容  等 事業費（千円） 備  考 

１ 受益者負担金一括報奨金 6,498 170件 

２ 水洗便所改造資金利子補給 0 0 件 

３ 下水道使用料徴収事務委託 10,649 水道課へ委託 

４ 公共下水道事業地方公営企業法適用移行支援業務委託 15,196  

５ 下水道管理台帳システムリース料ほか事務経費 17,518 
人件費、需用費、

委託料ほか 
 

事業名 公共下水道(施設管理) 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 維持管理費 

事業費 

（千円） 
21,431 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   13 21,418 

事業内容 

 

市街地の浸水被害を招かないよう雨水ポンプ設備の保守点検を行い、その結果に基づく機器類の

修繕等適切な維持管理に努め、大雨時には雨水ポンプによる排水運転を行った。 
 

○事業内訳 

No. 内  容  等 事業費（千円) 備  考 

１ 雨水ポンプ場の機器修繕（需用費） 9,487 
中牟田・西牟田・横田・中

村・乙丸雨水ポンプ場 

２ 
雨水ポンプ場の経常的な管理・保守点検業務委

託など 
3,708 

中牟田・西牟田・横田・中

村・乙丸雨水ポンプ場 

３ 
西牟田調整池及び西牟田第 2 雨水幹線水路浚

渫業務委託 
1,606  

４ 雨水ポンプ場地下タンク等気密検査業務委託 97 
中牟田・西牟田・中村雨

水ポンプ場 

５ 空気圧縮機タイマー設置工事ほか 1,027 
中牟田・西牟田・乙丸・中

村雨水ポンプ場 

６ 下水道施設管理のための原材料支給 399 
アスファルト合材、生コン

など 

７ 
雨水ポンプ場の光熱水費及び臨時的な運転経

費など 
5,107 

賃金、需用費（修繕料除

く）、使用料ほか 
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○公共下水道建設費の主な事業 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

○公共下水道管理費の主な事業（続き）                    平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 浄化センター及び汚水中継ポンプ場等管理 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 浄化センター費 

事業費 

（千円） 
143,533 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   142,471 1,062 

事業内容 

 
浄化センターでは、家庭や事業所からの汚水を微生物の働きで「水」と「汚泥」に分け、浄化された

水を有明海に放流している。放流水は定期的に水質検査を行い、放流水域である有明海の周辺海域

についても環境調査を行っている。「汚泥」は、本センター内で脱水減量化後、産業廃棄物処理業者

に引き渡しており、建設資材（路盤材など）に再利用されている。 

汚水処理施設（浄化センター・汚水中継ポンプ場など）は、委託により運転・施設管理を行った。ま

た、機器類の修繕を行った。  
 

○事業内訳 

No. 内  容  等 
事業費 
（千円） 

備  考 

１ 浄化センター等運転管理業務委託 102,384  

２ 浄化センター周辺海域環境調査業務委託 2,430 周辺海域の水質・底質調査 

３ 
浄化センター脱水ケーキ分析・運搬・処分及び流
入・放流水分析業務委託ほか 

17,636  

４ 浄化センター他電気工作物保安業務委託 474 
電気保安、情報配信、遠隔監
視 

５ 浄化センター直流電源装置蓄電池取替修繕ほか 10,790  

６ 浄化センター光熱水費ほか管理経費 9,819 
人件費、需用費(修繕料除く)、
役務費ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○浄化センター等運転管理業務（水質検査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○浄化センター周辺海域環境調査 

事業名 建設事業費（H29繰越） 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 建設事業費 

事業費 

（千円） 
38,810 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

19,150  19,100 50 510 

事業内容 

 
西牟田排水区の浸水被害の防止のため、高津原排水区の雨水を直接鹿島川に流すカット水路工

事を行った。 
 

○事業内訳 

No. 内  容  等 
事業費 
（千円） 

備  考 

１ 耐震実施設計業務委託 10,300 西牟田雨水ポンプ場 

２ 高津原雨水準幹線管渠築造工事 27,106 
工事件数 ２件（φ500） 
※延長は H30現年分に記載 

３ 高津原雨水準幹線管渠築造工事に伴う用地取得 1,404 ３件 
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○公共下水道建設費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 建設事業費 
所管課 建設環境部 環境下水道課 下水道係 

費 目 建設事業費 

事業費 

（千円） 
773,246 

財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

316,900  396,200 14,962 45,184 

事業内容 

 

汚水事業の面整備は大字納富分・重ノ木を中心とする鹿島南部処理分区を重点的に行い、普

及人口の増加を図った。西牟田排水区の内水浸水対策として、西牟田雨水ポンプ場のポンプ増

設・改築工事を令和２年度までの工期で現在実施中である。老朽化した下水道施設については、

ストックマネジメント計画に基づく改築事業を実施した。 

防災対策として、マンホールトイレを鹿島小学校に設置し、イベント（運動会）を通じ、実

際に体験してもらった。 

 

○事業内訳（委託料） 

No. 委 託 内 容 等 
事業費 
（千円） 

備  考 

１ 
公共下水道事業全体計画変更及び事業計画認可変

更並びに重点アクションプラン策定業務委託 
4,666  

２ 
西牟田雨水ポンプ場他建設工事委託 

（機械設備・電気設備・建築・耐震補強・土木工事） 
303,000 

西牟田雨水ポンプ場・

西牟田マンホールポン

プ・汚泥濃縮槽 

３ 小舟津汚水準幹線管渠築造工事委託 29,591 
φ250 

L=26.66ｍ 

４ 汚水準幹線・枝線測量設計業務委託 5,886 
馬渡・納富分・小舟津・横

田 

５ 実施設計、耐震診断、耐震実施設計業務委託 41,370 
中牟田雨水ポンプ場・中

牟田グリーンセンター 

６ 下水道管路施設点検業務委託 6,010  

７ 
鹿島市祐徳門前地区未普及解消事業ＰＰＰ導入可能

性調査及び発注支援業務委託 
13,500  

計 404,023  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○西牟田雨水ポンプ場他建設工事委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○マンホールトイレ整備工事 
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○公共下水道建設費の主な事業（続き） 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

○事業内訳（工事請負費） 

No. 工 事 名 内 容 事業費(千円) 備  考 

８ 
納富分・馬渡汚水準幹線・枝線管渠

築造工事 
φ150 
L=1,220.30ｍ 

85,353 工事件数 ４件 

９ 
井手分・小舟津汚水準幹線・枝線管

渠築造工事 
φ150～200 
L=1,070.10ｍ 

87,534 工事件数 ４件 

10 
納富分・馬渡・高津原・横田汚水準

幹線・枝線管渠築造工事 

φ150 

L=255.70ｍ 
16,308 工事件数 １件 

11 西牟田汚水準幹線管渠築造工事 
φ150 

L=110.00ｍ 
3,650 工事件数 １件 

12 高津原雨水準幹線管渠築造工事 
φ500 

L=301.60ｍ 
16,117 

工事件数 ４件 
※延長はＨ29繰越分を含む 

13 公共桝設置工事  2,592 工事件数 ７件 

14 マンホール蓋更新工事 240箇所 47,833 工事件数 ２件 

15 マンホールトイレ整備工事 5箇所 5,940 工事件数 １件 

16 舗装復旧工事ほか  52,577 工事件数 ７件 

計 
汚水管延長計 

L=2,682.76ｍ 
317,904  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○汚水管渠築造工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○汚水管渠埋設後の舗装復旧工事 

 

○事業内訳（公有財産購入費・補償費） 

No. 内  容  等 
事業費 
（千円） 

備  考 

17 
納富分・井手分汚水準幹線・枝線管渠築造工事

に伴う移設補償 
2,006 水道管 ２件 

18 高津原雨水準幹線管渠築造工事に伴う用地取得 197 １件 

計 2,203  

 

○事業内訳（その他） 

No. 事 業 内 容 等 事業費（千円） 備  考 

 
19 人件費等事務費ほか 49,116 

人件費、需用費、使用料

ほか 
 

 

-165-



公
共
下
水
道
年
度
別
事
業
費
　
平
成
21
年
度
～
平
成
3
0
年
度

（
単
位
：
千
円
）

区
分

Ｈ
２
１
年
度

Ｈ
２
２
年
度

Ｈ
２
３
年
度

Ｈ
２
４
年
度

Ｈ
２
５
年
度

Ｈ
２
６
年
度

Ｈ
２
７
年
度

Ｈ
２
８
年
度

Ｈ
２
９
年
度

Ｈ
３
０
年
度

国
庫

補
助

金
2
9
6
,1
3
0

1
2
7
,0
3
5

1
2
3
,5
7
5

9
6
,6
0
0

1
6
7
,8
6
2

1
3
2
,9
1
1

2
2
6
,6
1
9

1
8
8
,3
0
8

1
1
9
,8
5
0

3
3
6
,0
5
0

市
債

6
9
0
,0
0
0

1
6
6
,1
0
0

1
5
2
,8
0
0

1
6
2
,6
0
0

1
7
3
,0
0
0

1
5
0
,2
0
0

2
5
2
,2
0
0

2
1
5
,1
0
0

2
6
5
,1
0
0

4
5
0
,4
0
0

下
水
道
使

用
料

1
1
0
,1
9
4

1
1
3
,4
8
5

1
1
5
,7
3
2

1
1
8
,9
4
8

1
2
5
,0
2
0

1
2
9
,8
8
7

1
3
2
,0
5
4

1
3
6
,1
4
5

1
3
7
,1
4
9

1
4
2
,4
2
8

受
益
者
負

担
金

5
,8
6
6

2
8
,8
8
6

1
9
,8
7
0

2
6
,8
9
2

2
3
,3
3
6

2
5
,2
6
9

2
4
,8
2
5

2
2
,8
3
9

6
3
,1
4
6

3
6
,5
8
8

そ
の

他
2
2
8

2
,2
6
4

8
0

1
6
8

1
2
4

9
2

1
4
0

1
5
,1
8
2

9
0
0

1
,9
9
3

一
般
会
計
繰
入
金

5
3
9
,6
0
3

4
9
7
,8
1
0

5
1
8
,4
2
7

5
5
2
,6
3
7

5
6
7
,0
5
5

5
7
3
,7
0
2

5
9
4
,3
2
3

5
8
8
,9
2
6

5
7
6
,2
0
9

5
7
0
,1
6
5

繰
越

金
4
,7
5
0

7
4
5

1
,3
7
0

8
0
0

9
,7
6
8

1
3
,9
9
9

1
,6
4
4

3
,9
0
9

0
2
,0
5
0

歳
入

計
1
,6
4
6
,7
7
1

9
3
6
,3
2
5

9
3
1
,8
5
4

9
5
8
,6
4
5

1
,0
6
6
,1
6
5

1
,0
2
6
,0
6
0

1
,2
3
1
,8
0
5

1
,1
7
0
,4
0
9

1
,1
6
2
,3
5
4

1
,5
3
9
,6
7
4

総
務

管
理

費
2
7
,0
3
2

2
5
,8
3
0

3
1
,8
2
9

3
1
,9
7
7

3
0
,4
6
4

2
9
,5
8
6

3
5
,4
2
2

2
5
,3
9
7

4
5
,4
8
7

4
9
,8
6
1

維
持

管
理

費
1
6
,2
2
5

1
5
,3
6
0

1
5
,1
6
3

1
4
,7
3
5

1
5
,1
7
6

3
5
,6
4
1

1
3
,9
5
4

2
2
,2
0
8

2
8
,0
4
3

2
1
,4
3
1

浄
化
セ
ン
タ
ー
費

7
0
,7
5
6

7
4
,6
6
4

7
3
,3
5
8

1
1
4
,5
6
6

1
1
2
,3
7
3

1
1
5
,0
6
3

1
2
3
,5
7
1

1
3
1
,4
5
8

1
3
7
,2
1
1

1
4
3
,5
3
3

建
設

事
業

費
6
5
2
,3
9
9

3
5
1
,9
3
5

3
3
7
,1
0
2

3
1
1
,7
7
7

4
0
3
,0
4
2

3
4
2
,8
5
8

5
4
0
,1
7
7

4
7
4
,3
4
0

4
3
1
,7
7
5

8
1
2
,0
5
6

公
債

費
8
7
9
,6
1
4

4
6
7
,1
6
6

4
7
3
,6
0
2

4
7
5
,8
2
2

4
9
1
,1
1
1

5
0
1
,2
6
8

5
1
4
,7
7
2

5
1
7
,0
0
6

5
1
7
,7
8
8

5
1
2
,7
4
3

〔
う
ち
償
還
元
金
〕

〔
6
9
4
,1
6
5
〕

〔
3
0
0
,5
6
2
〕

〔
3
1
1
,3
8
7
〕

〔
3
1
9
,8
2
6
〕

〔
3
4
1
,6
1
2
〕

〔
3
5
8
,5
5
3
〕

〔
3
8
0
,0
6
2
〕

〔
3
9
1
,8
1
5
〕

〔
4
0
2
,0
8
8
〕

〔
4
0
6
,5
5
1
〕

〔
う
ち
償
還
利
子
〕

〔
1
8
5
,4
4
9
〕

〔
1
6
6
,6
0
4
〕

〔
1
6
2
,2
1
5
〕

〔
1
5
5
,9
9
6
〕

〔
1
4
9
,4
9
9
〕

〔
1
4
2
,7
1
5
〕

〔
1
3
4
,7
1
0
〕

〔
1
2
5
,1
9
1
〕

〔
1
1
5
,7
0
0
〕

〔
1
0
6
,1
9
2
〕

予
備

費

歳
出

計
1
,6
4
6
,0
2
6

9
3
4
,9
5
5

9
3
1
,0
5
4

9
4
8
,8
7
7

1
,0
5
2
,1
6
6

1
,0
2
4
,4
1
6

1
,2
2
7
,8
9
6

1
,1
7
0
,4
0
9

1
,1
6
0
,3
0
4

1
,5
3
9
,6
2
4

-166-



２．谷田工場団地造成・分譲事業特別会計 

 

平成 29年 6月に進出協定を締結した川島金属株式会社が平成 30年 7月に佐賀工場の操業を開始し

たことにより谷田工場団地は分譲完了となった。本特別会計の設置目的である用地取得や造成分譲事

業について、今後実施する見込みがないため、本特別会計は平成 30年度末をもって廃止し、決算余剰

金 25,967千円については一般会計へ繰り出した。 

そのほか、法面等の除草作業や緑地帯の施肥作業など維持管理を行った。 

今後は工場団地緑地帯及び団地内通路や法面等について、市有財産として管理する必要があるため、

立地企業 2社からのリース料歳入も含め、本特別会計に属する資産並びに権利及び義務については、

平成 31年度から一般会計に帰属するものとした。 

○谷田工場団地造成・分譲事業特別会計の主な事業  平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 谷田工場団地造成・分譲 
所管課 産業部 商工観光課 商工労政係 

費 目 工場用地取得造成分譲費 

事業費 

（千円） 
26,272 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   26,272  

事業内容 

 

収     入 支      出 

科 目 決算額(円) 
構成比 

（％） 
科 目 決算額(円) 

構成比 

（％） 

使用料 

 

土地売払収入 

 

一般会計繰入金 

 

決算剰余金 

 

預金利子 

944,000 

 

0 

 

0 

 

25,327,872 

 

0 

3.6 

 

 

 

 

 

96.4 

 

 

需用費 

 

委託料 

 

工事請負費 

 

繰出金 

 

予備費 

52,748 

 

252,160 

 

0 

 

25,966,964 

 

0 

0.2 

 

1.0 

 

 

 

98.8 

 

 

計 26,271,872 100.0 計 26,271,872 100.0 

○川島金属㈱佐賀工場 ○谷田工場団地 全景 

 

川島金属㈱進出地

未分譲用地 
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３．国民健康保険特別会計 

平成３０年度の国民健康保険事業は、医療給付事業をはじめ、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症

候群）に着目した特定健診・特定保健指導事業、重複・頻回受診者への訪問指導などの医療費の適正

化事業を実施した。また、人間ドック、脳ドックへの助成を行い、被保険者の健康増進に努めた。このほ

か、自主納付意識の向上を主眼におき、厳正な滞納処分、現年度収納対策への早期着手及び、滞納

原因に応じた滞納整理に取り組み、未済額の縮減を図った。 

また、今年度から国民健康保険の県単位化が始まり、市町ごとの国保事業費納付金・標準保険税率

の算定、国保税の一本化に向けた協議等を行った。 

（１）収 支 状 況 

歳入では、国保税の調定額、収入額ともに昨年より減少し、税収は前年度比29,735千円減の794,176

千円となった。県支出金は、保険給付費等交付金が新設され、2,442,521千円増の2,643,086千円となっ

た。 

このほか主な歳入を前年度と比較すると、一般会計繰入金が116,614千円減の343,956千円となり、歳

入合計は前年度比770,908千円減の3,798,534千円となった。 

歳出では、総務費が前年度と比較し10,940千円増の118,269千円、保険給付費が77,637千円減の

2,548,694千円、国保事業費納付金が958,092千円の皆増、保健事業費が39千円減の25,851千円、その

他支出のうち国県への返還金が6,795千円増の56,518千円となり、歳出合計は前年度比812,073千円減

の3,710,468千円となった。 

その結果、歳入歳出差引額に88,066千円の剰余金が生じたため、これを国民健康保険基金に積み立

てる。 

 

○歳入の部 

 

 

 

 

科   目 決 算 額（千円） 構 成 比（％） 一人当たり総額（円） 

国 民 健 康 保 険 税 794,176 20.9   112,537 

県 支 出 金 2,643,086 69.6 374,534 

内 訳 
保険給付費等

交  付  金 

普通交付金 2,561,109 67.4 362,918 

特別交付金 81,977 2.2 11,616 

繰入金 
基 金 繰 入 金 0 0 0 

一 般 会 計 繰 入 金 343,956 9.1 48,740 

そ の 他 17,316 0.4 2,454 

合 計 3,798,534 100.0 538,265 
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○歳出の部 

科   目 決 算 額（千円） 構 成 比（％） 一人当たり総額（円） 

総 務 費 118,269 3.2 16,759 

 
一 

 

般 

療 養 給 付 費 2,141,829 57.7 303,504 

療 養 費 22,881 0.6 3,242 

高 額 療 養 費 336,327 9.1 47,659 

小 計 2,501,037 67.4 354,405 

退 

 

職 

療 養 給 付 費 22,329 0.6 3,164 

療 養 費 208 0.0 29 

高 額 療 養 費 5,133 0.1 728 

小 計 27,670 0.7 3,921 

出 産 育 児 一 時 金 10,885 0.3 1,543 

葬 祭 費  1,230 0.1 174 

 審 査 支 払 手 数 料 7,872 0.2 1,115 

保 険 給 付 費 計 2,548,694 68.7 361,158 

 

一 

 

般 

医 療 給 付 費 分 699,403 18.8 99,108 

後期高齢者支援金分 185,967 5.0 26,352 

小 計 885,370 23.8 125,460 

退 

 

職 

医 療 給 付 費 分 2,987 0.1 423 

後期高齢者支援金分 811 0.0 115 

小 計 3,798 0.1 538 

介 護 納 付 金 68,924 1.9 9,767 

国 保 事 業 費 納 付 金 計 958,092 25.8 135,765 

保 健 事 業 費 25,851 0.7 3,663 

公 債 費 16 0.0 2 

そ の 他 59,546 1.6 8,438 

合 計 3,710,468 100.0 525,785 

○収 支（歳入－歳出） 88,066   

（２）世帯数及び被保険者数 

平成30年度における年間平均の国保加入世帯数は3,933世帯、被保険者数は7,057人で、前年度と比較し

て世帯数で86世帯減少（加入率0.9ﾎﾟｲﾝﾄ減）し、被保険者数で263人減少（加入率0.6ﾎﾟｲﾝﾄ減）となった。 

○世帯数及び被保険者数の推移（年間平均）          市全体（世帯数：10,798世帯、人口：29,174人） 

年 度 
世  帯 被 保 険 者 １世帯当たり 

被保険者数（人） 世帯数（世帯） 加入率（％） 被保険者数（人） 加入率（％） 

26 4,371 40.70 8,434 27.56 1.93 

27 4,223 39.27 8,022 26.42 1.90 

28 4,141 38.48 7,742 25.84 1.87 

29 4,019 37.30 7,320 24.74 1.82 

30 3,933 36.42 7,057 24.19 1.79 
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（３）国民健康保険税 

平成30年度の国民健康保険税は、現年課税分の調定額が807,685千円で前年度比△3.12％、26,023千円

の減となり、収納額は768,848千円で前年度比△2.82％、22,294千円の減となった。また、収納率（現年分）は、

前年度比0.3ポイント増の95.19％となった。 

○年度別保険税調定額の状況（現年課税分） 

年度 
調定額 収入済額 

1 世帯当たり調定額 1 人当たり調定額 
収納率 

（％） 
金額 対前年度比 金額 対前年度比 

（千円） （千円） （円） （％） （円） （％） 

26 875,281 803,485 200,247 94.31 103,780 94.83 91.80 

27 838,304 796,912 198,509 99.13 104,501 100.69 95.06 

28 839,413 799,388 202,708 102.12 108,423 103.75 95.23 

29 833,708 791,142 207,442 102.34 113,895 105.05 94.89 

30 807,685 768,848 205,361 99.00 114,452 100.49 95.19 

（４）保険給付費 

① 療養給付費 

平成30年度の療養給付費は、2,164,158千円（一般被保険者分2,141,829千円、退職被保険者分

22,329千円）で、前年度比2.71％の減となった。一般被保険者分及び退職被保険者分の医療費の状況

は、以下のとおりである。 

○一般被保険者（年間平均 6,996人）         ※（ ）はレセプト枚数や回数で、合計には含まない。 

区 分 件数（件） 日数（日） 費用額（円） 1 件当たり費用額(円) 1 日当たり費用額(円) 

診

療

費 

入 院 2,564 45,630 1,294,657,372 504,937 28,373 

入院外 62,067 98,997 865,577,000 13,946 8,743 

歯 科 15,120 28,776 183,014,870 12,104 6,360 

小 計 79,751 173,403 2,343,249,242 29,382 13,513 

調  剤 45,591 (56,812) 500,335,713 10,974 8,807 

食事療養 (2,473) (124,516) 82,587,873 33,396 663 

訪問看護 142 1,258 14,706,090 103,564 11,690 

合  計 125,484 174,661 2,940,878,918 23,436 16,838 

 

○退職被保険者（本人＋被扶養者年間平均 61人） ※（ ）はレセプト枚数や回数で、合計には含まない。 

区 分 件数（件） 日数（日） 費用額（円） 1 件当たり費用額(円) 1 日当たり費用額(円) 

診

療

費 

入 院 19 369 11,711,190 616,378 31,738 

入院外 626 1,082 6,465,940 10,329 5,976 

歯 科 184 368 1,934,790 10,515 5,258 

小 計 829 1,819 20,111,920 24,260 11,057 

調  剤 464 (547) 11,139,400 24,007 20,365 

食事療養 (19) (1,060) 705,972 37,156 666 

訪問看護 0 0 0 0 0 

合  計 1,293 1,819 31,957,292 24,716 17,569 
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○療養給付費における受診率、費用額等の推移 

  （一般被保険者分） 

年 度 
1 人当たり 

受診件数（件） 

1 人当たり 

費用額（円） 

1 件当たり 

費用額（円） 

1 日当たり 

費用額（円） 

1 件当たり 

日数（日） 

26 10.48 363,915 22,320 14,870 1.50 

27 10.77 402,757 23,999 16,529 1.45 

28 11.08 419,266 24,215 16,860 1.44 

29 11.28 418,453 23,734 16,492 1.44 

30 11.40 420,366 23,436 16,838 1.39 

 

 (退職被保険者等分) 

年 度 
1 人当たり 

受診件数（件） 

1 人当たり 

費用額（円） 

1 件当たり 

費用額（円） 

1 日当たり 

費用額（円） 

1 件当たり 

日数（日） 

26 11.60 369,286 20,620 14,963 1.38 

27   12.26 455,599 24,257 18,511 1.31 

28 11.87 442,239 24,224 17,751 1.36 

29 12.15 462,455 24,340 18,238 1.33 

30 13.59 523,890 24,716 17,569 1.41 

 

② 高額療養費・高額介護合算療養費 

      平成30年度の高額療養費は、支給件数5,266件(月平均439件)、支給額340,482千円（月平均

28,374千円）となり、前年度比3.77％、13,357千円の減となった。 

また、高額介護合算療養費は、支給件数12 件、支給額758千円となった。 

○高額療養費及び高額介護合算療養費内訳 

区  分 件  数（件） 金   額（円） 

高額療養費 

一般被保険者 5,230 335,349,488 

退職被保険者 36 5,132,618 

合計 5,266 340,482,106 

高額介護合算療養費 

一般被保険者 12 757,530 

退職被保険者 0 0 

合計 12 757,530 

 

③ 出産育児一時金及び葬祭費 

平成30年度における出産育児一時金については、支給件数26件、支給金額10,884千円で、前年

度比25.52％の減となった。 

また、葬祭費については、支給件数41件、支給金額1,230千円で前年度比26.15％の増となった。 
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（５）保 健 事 業  

   高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した生

活習慣病の予防を行う「特定健診・特定保健指導」を実施した。受診者増対策として、集団健診の実施や

未受診者への電話、訪問、受診勧奨はがきの発送などを行った。 

   また、人間ドック・脳ドック助成事業や生活習慣病予防教室などの国保単独の保健事業を実施し、生活

習慣病の重症化予防に努めた。 

○保健事業の主な事業 平成 30 年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特定健診等事業費 
所管課 市民部 保険健康課 予防係 

費 目 特定健診等事業費 

事業費 

（千円） 
17,856 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 14,399  601 2,856 

事業内容 

 平成 30年度内に 40歳～74歳になる国保被保険者に対し、特定健診を実施した。健診結果で、メタボリ

ックシンドロームのリスクが高い方に対し「積極的支援」、リスクが出てきた方に対し「動機付支援」の特定

保健指導を実施した。 

 

特定健診対象者 

（Ｈ30．4 月時点） Ａ 

特定健診受診者 

Ｂ 

特定健診受診率 

Ｃ＝Ｂ÷Ａ 

5,１１9人 １,997 人 39.0％ 

特定保健指導対象者 

Ｄ 

特定保健指導終了者 

Ｅ 

特定保健指導利用率 

Ｆ＝Ｅ÷Ｄ 

243人 108人 44.4％ 

（参考資料）  

鹿島市国保の特定健診受診率等の推移と鹿島市で計画した目標値 
 

区  分 

鹿島市国保実績 Ｈ30 

鹿島市 

目標値 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 

速報値 確定値 速報値 確定値 速報値 確定値 

特定健診受診率 40.4％ 40.2％ 38.8％ 39.3％ 39.0％  43％ 

特定保健指導利用率 22.6％ 48.3％ 29.7％ 61.2％ 44.4％  50％ 

事業名 はりきゅう施術助成費 
所管課 市民部 保険健康課 国保係 

費 目 療養費 

事業費 

（千円） 
1,509 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,509    

事業内容 

国保被保険者に対し、被保険者の健康保持のため、はり術及びきゅう術の施術に対し、1 回 900 円の

助成を行った。 

施術回数 

施術延べ人数 
施術に対する

補助額 
一術 

二術 合計 
はり きゅう 

 918件  28件  731件  1,677件  659 人 1,509千円 
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○保健事業の主な事業(続き) 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 国保単独事業 
所管課 市民部 保険健康課 国保係 

費 目 保健推進費 

事業費 

（千円） 
6,297 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 4,876  24 1,397 

事業内容 

○人間ドック・脳ドック助成事業(4,400 千円） 

   協定を締結している医療機関での人間ドック・脳ドックについて２万円の助成を行った。 

 

人間ドック 脳ドック 
合計 

日帰り 1 泊 2日 日帰り 2日 日帰り 簡易 物忘れ 

127人 4人 6人 27人 55人 1人 220人 

 

○はりきゅう無料健康相談（170 千円）   回数 6回 ・ 相談者数 42人 

○訪問指導事業（1,185 千円） 

   レセプト等に基づいた頻回・重複受診者訪問や、特定健診結果で重症化予防が必要な者等に対

し、看護師等が訪問指導を行った。平成 30年度は、372件行った。 

○生活習慣病予防事業（309 千円） 

   運動教室を実施し、将来の生活習慣病発生を防止する取組みを行った。 

   運動教室（織田病院委託） ： 延 76人 

○医療費適正化事業（233 千円） 

   ジェネリック医薬品希望シールを、被保険者証更新時に国保全世帯へ送付し、「ジェネリック医薬品

利用差額通知」を 7月と 1月に送付した。 

○生活習慣病予防教室（かたらい） 

 

 

 

 

 

メタボ 
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４．後期高齢者医療特別会計 

後期高齢者医療制度は、75 歳以上の高齢者（一定の障害があると認定された 65 歳から 74 歳までの人を

含む）の医療を国民全体で公平に支える制度として、平成 20 年 4 月に開始された。後期高齢者医療制度の

財源構成は、患者負担 1 割（または 3 割）を除くと、公費 5 割、現役世代からの支援 4 割、後期高齢者から徴

収する保険料 1 割となっている。 

「後期高齢者医療特別会計」では、市町で徴収した保険料と一般会計繰入金の一部を、｢佐賀県後期高齢

者医療広域連合（県内全自治体 10 市 10 町で構成）｣に納付することとなっている。 

制度の運営は広域連合が行い、市は保険料収納及び各種申請・相談の窓口業務を行った。なお、広域連

合全体の被保険者は、平成 31年 3月末現在で 124,299 人となっている。 

 

 

（１）加 入 者 数 

平成 30 年度の鹿島市の後期高齢者医療制度の加入者(被保険者)は、年度平均で 4,895人だった。 

○鹿島市の後期高齢者医療制度加入者の状況 

区   分 
被保険者数 

年度平均（人） 

被保険者数 

年度末（人） 

    

75歳以上 4,793 4,790 

65～74歳 102 95 

合 計 4,895 4,885 

 

（２）収 支 状 況 

平成30年度の収支状況は、歳入総額419,162千円に対し、歳出総額417,560千円で、歳入歳出差引額で

1,602千円の歳入超過となり、平成31年度会計へ繰り越し、広域連合への納付金として支払うこととなる。 

歳   入 歳   出 

科 目 
決 算 額 

（ 千 円 ） 

構 成 比 

（ ％ ） 
科 目 

決 算 額 

（ 千 円 ） 

構 成 比 

（ ％ ） 

後期高齢者医療保険料 269,148 64.2  総 務 費 11,852 2.8 

内

訳 

特 別 徴 収 173,562 41.4 後 期 高 齢 者 医 療 

広 域 連 合 納 付 金 
404,549 96.9 

普 通 徴 収 95,586 22.8 

繰 入 金 147,082 35.1  
内

訳 

広域連合事務費分 18,915 4.5 

内

訳 

事 務 費 分 11,808 2.8 保 険 料 納 付 金 269,275 64.5 

広域連合事務費分 18,915 4.5 保険基盤安定負担金 116,359 27.9 

保険基盤安定繰入金 116,359 27.8 

諸 支 出 金 1,159 0.3 繰 越 金 1,477 0.4 

そ の 他 1,455 0.3 

合 計 419,162 100.0  合       計 417,560 100.0 

   ○収支（歳入―歳出） 1,602  
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（３）収 納 状 況 

平成３０年度保険料の現年度分の調定額は267,605千円で、収納額は267,119千円となり、収納率は

99.82％となった。 

○保険料の状況 

区  分 
調定額 (円) 

A 

収入済額 (円) 

B 

未還付額 (円) 

C 

収納額 (円) 

D＝B－C 

徴収率 

D÷A 

① 特別徴収 172,663,900 173,562,400 898,500 172,663,900 100.0 

② 普通徴収（現年） 94,941,500 94,635,641 180,200 94,455,441 99.49 

③ 現年度分計(①＋②) 267,605,400 268,198,041 1,078,700 267,119,341 99.82 

④ 普通徴収（滞納） 1,464,165 949,727 1,200 948,527 64.78 

保険料（合計） (③＋④) 269,069,565 269,147,768 1,079,900 268,067,868 99.63 

 

○収納区分                       ○収納方法 

○佐賀県の保険料率 

区分 H30～H31 

所得割 9.88％ 

均等割 51,800円／年 

 

○保険料の軽減措置と対象者数 

１ 
世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が 33 万円＋（50 万円×被保険者数）を

超えない場合、均等割が 2割軽減となる。 
328人 

２ 
世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が 33 万円＋（27.5 万円×被保険者数を

超えない場合、均等割が 5割軽減となる。 
482人 

３ 
世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が 33 万円を超えない場合、均等割が８.

５割軽減となる。 
1,171人 

４ 
世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が 33 万円を超えないで、被保険者全員

が年金収入 80 万円以下（その他各所得がない）の場合、均等割が 9割軽減となる。 
924人 

５ 
被用者保険の被扶養者だった人が後期高齢者医療に加入した場合、所得割が賦課さ

れず、均等割が 5割軽減となる。 807人 

 

区  分 人数（人）  区 分 件数 構成比 

特別徴収のみ 3,997 特別徴収 25,112 75.43％ 

普通徴収のみ 766  

普通徴収 

口座振替 5,642 16.95％ 

特徴・普徴両方あり 473 コンビニ収納 907 2.73％ 

合   計 5,236 窓口収納 1,629 4.89％ 

合  計 33,290 100％ 
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Ⅳ．公営企業会計（※独立採算制による企業経理を行う会計） 

１．水道事業会計 

鹿島市の上水道は地下水を水源とし、市民生活に欠くことの出来ない安全でおいしい水を安定的に供給

するため、昭和２６年、第１次拡張事業により計画給水人口１５，０００人、１日最大給水量２，８００㎥/日に給水

区域を拡げ、昭和２９年の市政施行以後は、第２次、３次、４次拡張事業を行い、時代のすう勢による給水人

口の増加や生活様式の変化等がもたらす水需要の増加に対応してきた。しかし、昭和５０年代になると既設水

源井戸の枯渇が顕著となり、取水能力も低下したため、第５次拡張事業では更に需要量の増加を見込み、枯

渇水源の補水を目的として新たに地下水源を求め、計画給水人口 ３０，０００人、計画最大給水量１３，５００

㎥/日の認可を得て給水を行った。（※現在の水源１２箇所）その後、昭和６３年には、今後の更なる水需要の

拡大に対応し、安定した水源を確保するため中木庭ダムに水源を求め、計画給水人口を３３，２００人、計画

最大給水量１９，１００㎥/日とする第６次拡張事業の認可を受け、事業を継続している。 

（１）事業の概要 

（ア）事業の状況 

平成３０年度は、主な事業として久保山配水池改修事業費では、老朽化した久保山配水池に替わ

る新久保山配水池の造成工事、送水管新設工事及び築造工事を行った。なお、築造工事について

は次年度に渡る工事であるため、予算については、次年度に繰り越した。施設費では、老朽化で不具

合が生じていた七浦送水流量計の取替工事を行い、改良費では、市道馬渡・辻線下水道工事に伴う

配水管布設替工事や市道浅浦・仏谷線等の送・配水管等を老朽化及び漏水のため布設替工事を行

った。 

（イ）給配水の状況 

平成３０年度の給水戸数は、前年度に比べ１８戸増加して９，５２２戸となっているが、給水人口は３２

６人減少し２５，４３６人となった。また、年間配水量は、前年度より０．５％減少して２，８９９，０８４㎥とな

り、年間有収水量は前年度より１．１％減少し２，３１６，２１５㎥となった。なお、水利用の効率を示す有

収率は、前年度より０．４ポイント減少して７９．９％となった。 
 
（２）収支状況 

（ア）収益的収支の状況（※営業活動の経費、料金収入や人件費、物件費など） 

決算状況については、収益的収入のうち水道料金収入が前年度に比べ１．０％（４，６２６，５４３円）

減少し４７３，００１，３２６円となり、その他の収益を加えた総収益は５４３，３０８，８８２円（消費税及び地

方消費税込５８２，４５０，５０４円）となった。一方、収益的支出は営業費用が２．３％（８，４７３，０６０円）

増加し、営業外費用が１２．３％（６，８４３，５４９円）減少したことから、総費用は４４７，４３３，５５３円（消

費税及び地方消費税込４５５，５９４，９０６円）となり、当年度の純利益は、前年度より６，０２５，０００円

少ない９５，８７５，３２９円となった。 

（イ）資本的収支の状況（※将来の経営活動に備える施設整備や企業債〔借入金〕の償還など） 

資本的収入の総額は１２１，２９５，８１６円（消費税及び地方消費税込）であり、主な内訳は水道施設

の整備に要する企業債１１２，５００，０００円、消火栓の更新に伴う一般会計負担金１，６００，０００円、

簡易水道事業債元金補助金等に伴う他会計出資金として５，１９０，０１６円、下水道工事に伴う工事補

償金２，００５，８００円である。一方、資本的支出総額は４５４，８３４，６５６円（消費税及び地方消費税

込）であり、内訳は人件費等の事務費に６，６１７，４４３円、施設費では七浦送水流量計取替工事等に

９，１５９，４４０円、改良費では消火栓設置及び配水管新設・布設替工事等に３６，２６９，６４０円、久保

山配水池改修事業費に１５７，２３８，２７０円、企業債償還元金に２４５，５４９，８６３円である。 なお、資

本的収入が資本的支出に対し不足する額３３３，５３８，８４０円は、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１５，００５，５６０円、当年度分損益勘定留保資金１６８，８１０，５１４円、建設改良積

立金７５，３４８，６９９円及び減債積立金７４，３７４，０６７円によって補填している。 
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○収益的収支状況  （※営業活動の経費、料金収入や人件費、物件費など） 

 

（収入の部） ※事業収益                        （支出の部） ※事業費 

 

○資本的収支状況   （※将来の経営活動に備える施設整備や企業債〔借入金〕の償還など） 
 

（収入の部） ※資本的収入                       （支出の部） ※資本的支出 

 

 

科  目 決算額（千円） 

 

科  目 決算額（千円） 

１．営業収益 530,553 １．営業費用 （※次頁参照） 392,013 

 

 

 

 

１．給水収益 510,836  

 

 

 

 

 

 

１．原水及び浄水費 60,949 

２．受託工事収益 313 ２．配水及び給水費 35,018 

３．新設負担金 5,951 ３．受託工事費 312 

４．その他営業収益 13,453 ４．総係費 80,267 

２．営業外収益 51,827 ５．減価償却費 213,726 

 

１．受取利息及び配当金 0 ６．資産減耗費 1,741 

２．他会計補助金 2,661 ７．その他営業費用 0 

３．雑収益 2,509 ２．営業外費用 64,677 

４．長期前受金戻入 46,657  

 

 

１．支払利息及び企業債取扱諸費 48,193 

３．特別利益 0 ２．雑支出 871 

 １．固定資産売却益 0 ３．消費税及び地方消費税 15,613 

合  計 582,380 ３．特別損失 14,514 

 

 １．引当金 14,514 

 ２．その他特別損失 0 

     合  計 471,204 

科  目 決算額（千円）  科  目 決算額（千円） 

１．他会計出資金 5,190 １．建設改良費 （※次頁参照） 209,285 

 １．他会計出資金 5,190  １．事務費 6,618 

２．他会計負担金 1,600 ２．施設費 9,159 

 １．他会計負担金 1,600 ３．改良費 36,270 

３．工事負担金 0 ４．第６次拡張事業費    0 

 １．工事負担金 0 ５．久保山配水池改修事業 157,238 

４．工事補償金 2,006 ２．企業債償還金 245,550 

 １．工事補償金 2,006  １．企業債償還金 245,550 

５．固定資産売却収入 0           合  計 454,835 

 １．固定資産売却収入 0  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇七浦送水流量計 取替工事 

６．企業債 112,500 

 １．企業債 112,500 

合  計 121,296 
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○事業費の主な事業                                 平成３０年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 水道事業（一般管理） 
所管課 水道課 管理係 

費 目 営業費用 

事業費 

（千円） 
392,013 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,661 389,352 

事業内容 

上水道は市民生活に欠くことのできないライフラインであり、安全でおいしい水の安定供給を行うため、水

道施設の維持管理費用等として、今年度は以下の支出を行った。 

№ 内 容 決算額（千円） 

１ 水源地電気料、委託料、検査手数料他 ６０，９４９ 

２ 給配水管修理費、量水器修繕費他 ３５，３３０ 

３ 検針業務、その他一般委託料他 ８０，２６７ 

４ 減価償却費 ２１３，７２６ 

５ 資産減耗費 １，７４１ 
 

事業名 水道事業（施設整備） 
所管課 水道課 工務係 

費 目 建設改良費 

事業費 

（千円） 
209,285 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  112,500 8,796 87,989 

事業内容 

 

主な事業として、新久保山配水池改修事業に係る造成工事、送水管新設工事及び舗装復旧工事を行

い、新久保山配水池築造工事に着手した。また、市道浅浦・仏谷線配水管布設替工事等を行った。 

№ 内 容 決算額（千円） 

１ 新久保山配水池造成工事 １１５，７１１ 

２ 久保山配水池改修事業 新久保山配水池築造工事 (出来高)１９，７００ 

３ 久保山配水池改修事業 送水管新設工事 １３，０５７ 

４ 市道浅浦・仏谷線 配水管布設替工事 １０，５５２ 

５ 久保山送水管新設工事に伴う舗装復旧工事 ６，７０７ 

６ 下古枝水源地導水管新設工事 ６，４３７ 

７ 七浦送水流量計取替工事 ４，８９２ 

８ 市道島田線配水管布設替工事 ３，９４２ 

９ 市道広瀬・辻線配水管布設替工事 ３，６１８ 

１０ 市道馬渡・辻線下水道工事に伴う配水管布設替工事 ３，５１０ 

１１ 浜水源地導水管新設工事ほか７件 ９，４５３ 

※事業費との差額については、人件費等の事務費（６，６１８千円）、工具器具及び備品の購入（２，６４５ 

千円）、立木補償（２，０６３千円）、新品量水器の出庫（３８０千円）によるものである。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新久保山配水池築造工事（久保山配水池改修事業） 
 

〇送水管布設工事（久保山配水池改修事業） 
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所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

総務課 H30.9.10 8,672,580

（一般管理費） （97.80%）

総務課 H30.4.1 9,782,153

（庁舎管理費） 随意契約

総務課 H30.4.2 14,738,760

（庁舎管理費） （100.00%）

総務課 H30.4.1 7,474,000

（市民会館費） 随意契約

総務課 H30.11.14 24,990,120

（市民会館費） （98.25%）

総務課 H30.7.30 5,929,200

（消防施設費） 変更 H30.11.30 （96.92％）

総務課 H30.7.30 15,400,320

（消防施設費） （93.08％）

総務課 H30.4.1 5,155,056

（災害対策費） 随意(単価)契約

企画財政課 H30.10.29 8,424,000

（情報システム管理費）
（92.45％）

企画財政課 H30.12.10 9,160,080

（情報システム管理費）
（91.73％）

福祉課 H30.4.1 9,000,000

(生活保護総務費) 随意契約

福祉課 H30.4.1 5,755,000

(生活保護総務費) 随意契約

福祉課 H30.4.1 5,983,632

(社会福祉総務費) （100.00％）

福祉課 10,670,400

（社会福祉総務費） 随意契約

福祉課 8,337,600

（生活保護総務費） 随意契約

保険健康課 H30.4.1 8,671,000

(高齢者福祉総務費) 随意契約

保険健康課 H30.4.1 16,000,000

(高齢者福祉総務費) 随意契約

保険健康課 H30.4.1 6,515,000

（保健衛生総務費） 随意契約

保険健康課 H30.4.1 6,160,000

（保健衛生総務費） 随意契約

農林水産課 H29.9.11 54,177,120

（農地整備費） 変更 H30.3.23

　 変更 H30.5.31

16
高齢者生きがいデイサービス事業委託
○期間：H30．4．1～H31．3．31

19
南部地区小児時間外診療事業（鹿島藤津
地区医師会分）委託
○期間：H30．4．1～H31．3．31

鹿島市大字高津原813
（一社）鹿島藤津地区医師会

（96.88％）

17
生活支援体制整備事業委託
○期間：H30．4．1～H31．3．31

鹿島市大字高津原4326番地1
社福）鹿島市社会福祉協議会

18
休日こどもクリニック指定管理委託
○期間：H30．4．1～H31．3．31

鹿島市大字高津原813
（一社）鹿島藤津地区医師会

13
鹿島市民交流プラザ清掃業務委託
○期間：H３０．４．１～R３．３．３１(３年間)

14 民生・児童委員調査活動委託
鹿島市民生児童委員連絡協議
会

20

鹿島市大字納富分１７３６番地１
株式会社　ダック

15 生活保護システム更新導入業務委託
秋田県秋田市南通築地15-32
北日本コンピューターサービス㈱

12
平成３０年度　鹿島市生活困窮者
就労準備支援事業業務委託

鹿島市大字高津原4326番地1
社福）鹿島市社会福祉協議会

10

グループウェアシステム更新業務における機器
のリース料
○期間：H31.3.19～R6.3.18（5年リース）
※左記金額は契約対象期間合計額

（三者契約）
福岡市博多区博多駅前２-２-１
NTTファイナンス株式会社九州支店
福岡県福岡市博多区冷泉町５－３５
ICTコンストラクション株式会社

7
小型動力ポンプ積載車（2台）
小型動力ポンプの購入（3台）　の購入

佐賀市鍋島町大字八戸3081
株式会社　サガハツ

8

11
平成３０年度　鹿島市生活困窮者
自立相談支援事業業務委託

鹿島市大字高津原4326番地1
社福）鹿島市社会福祉協議会

鹿島市民会館指定管理委託
○指定期間：Ｈ26.4.1～Ｈ31.3.31（5年間）

鹿島市大字納富分2700番地1
(一財)鹿島市民立生涯学習・文化振
興財団

鹿島市大字常広139番地2
鹿島機械工業株式会社

3

9

ファイルサーバー・ADサーバー更新業務にお
ける機器のリース料
○期間：H31.1.19～R6.1.18（5年リース）
※左記金額は契約対象期間合計額

（三者契約）
福岡県福岡市博多区東比恵3-1-2
富士通リース株式会社九州支店
佐賀県鹿島市大字納富分4114-34
有限会社善基商事

6 音成地区防火水槽設置工事
鹿島市浜町甲4754番地
峰松建設

2
鹿島市庁舎 宿・日直業務委託
○期間：H29.4.1～H32.3.31（3年間）

鹿島市大字納富分3209-2
(公社)鹿島市シルバー人材セン
ター

H30.4.1

1
マイクロバス購入１台
（三菱ローザ　佐賀800す3591）

5
新鹿島市民会館（仮称）建設基本設計・実
施設計業務委託料（2018年度分）
○期間：H30.11.14～H31.11.29

東京都新宿区戸山3-15-1
有限会社　ナスカ

4

H30.6.1

平成29年度　農業基盤整備促進事業
音成地区ほ場整備工事（音成工区3期）

太良町大字大浦乙491-5
株式会社　肥前建設

○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧

契約年月日

鹿島市防災情報伝達システム（CATV屋内
放送システム分）業務委託（設置・障害対
応）

鹿島市古枝甲937番地1
株式会社　ネット鹿島

鹿島市大字高津原1193
特定非営利活動法人
余暇センター きたじま

平成30年度 鹿島市庁舎・鹿島新世紀セン
ター清掃業務委託

鹿島市大字納富分2158番地3
株式会社　カシマ美装
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所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

農林水産課 H29.11.13 68,151,240

（農地整備費） 変更 H30.3.26

　 変更 H30.9.10

農林水産課 H30.7.17 73,643,040

（農地整備費） 変更 H30.3.27 （89.90％）

農林水産課 H29.11.13 12,385,440

（農地整備費） 変更 H30.2.2

　 変更 H30.4.27

農林水産課 H29.12.25 10,858,320

（農地整備費） 変更 H30.3.23

　 変更 H30.4.27

農林水産課 H30.6.11 5,932,440

（農地整備費） 変更 H31.3.22 （96.21％）

農林水産課 H30.6.25 15,494,760

（農地整備費） 変更 H31.11.27 （95.08％）

農林水産課 H30.8.13 10,422,000

（農地整備費） （98.57％）

農林水産課 H30.10.29 5,999,400

（農地整備費） （68.50％）

農林水産課 H30.10.29 10,737,360

（農地整備費） 変更 H31.3.26 （94.87％）

農林水産課 H30.9.25 13,268,880

（農地整備費） 変更 H31.2.27 （98.63％）

農林水産課 H30.9.19 5,564,160

（農地整備費） 変更 H31.2.25 （94.59％）

農林水産課 H30.5.1 10,260,000

（農地整備費） 変更 H30.9.11 （97.05％）

農林水産課 H29.5.1 40,426,560

（漁港管理費） 変更 H29.8.16 （94.05％）

農林水産課 H29.5.18 17,679,600

（水産業振興費） 変更 H29.7.18 （99.70％）

農林水産課 H29.7.10 30,423,600

（漁港管理費） 変更 H29.12.6 （97.99％）

農林水産課 H29.8.15 15,043,320

（漁港管理費） 変更 H30.2.28 （75.21％）

農林水産課 H29.10.6 9,535,320

（漁港管理費） 変更 H29.11.17 （99.37％）

商工観光課 H30.4.2 10,000,000

（商工業振興費） 随意契約

商工観光課 H30.4.1 8,500,000

（観光費） 随意契約

21
平成29年度　農業基盤整備促進事業
音成地区ほ場整備工事（古場城工区2期）

鹿島市大字高津原3541-1
株式会社　植松建設（95.99％）

22

かしまビジネスサポートセンター設置・運営
事業業務

鹿島市大字高津原4296番地41
鹿島商工会議所

27

28

29

鹿島市干潟展望館指定管理委託
○期間：H30.4.1～H31.3.31

鹿島市大字音成甲4427番地6
七浦地区振興会

平成29年度　農業基盤整備促進事業
基盤整備（西葉地区）水路整備工事（前篭工
区）

鹿島市大字常広93番地1
㈱中野建設 鹿島支店

（99.90％）

（99.35％）

平成29年度　農村地域防災減災事業（農業
用河川工作物等応急対策事業）
大工田頭首工補修工事

佐賀市高木瀬西六丁目9番1号
株式会社　協和製作所

平成29年度　地域農業水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ事業　山王頭首工補修工事

佐賀市高木瀬西六丁目9番1号
株式会社　協和製作所

○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧

契約年月日

25

26

平成30年度多良岳オレンジ海道道路維持管
理業務委託

鹿島市大字納富分291番地3
有限会社　吉武建設

平成30年度　団体営農道整備事業
多良岳オレンジ海道橋梁点検等業務委託

鹿島市大字音成甲4467番地
国際技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱鹿島営業所

23

24

平成30年度　地域農業水利施設ストックマネ
ジメント事業　若宮頭首工補修工事

佐賀市高木瀬西六丁目9番1号
株式会社　協和製作所

平成30年度　農村地域防災減災事業（調査
計画事業）　花取外地区ため池ハザードマッ
プ作成業務委託

嬉野市嬉野町大字下宿乙1672
玉野総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社佐賀
事務所

平成29年度　漁港海岸保全施設整備事業
七浦漁港外1地区長寿命化計画策定業務委
託

佐賀市天神1-1-34　株式会社日
本港湾ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ西日本事業本部
九州支店佐賀事務所

平成29年度　漁港海岸漂着ごみ緊急対策事
業　漁港区域内漂着物処理業務委託

唐津市畑島5793番地
株式会社　鶴松造園建設

平成30年度　農村地域防災減災事業
黒岩外地区ため池耐震調査業務委託

鹿島市大字音成甲4467番地
国際技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱鹿島営業所

平成30年度　県単林道事業
林道中木庭線落石防護網設置工事

鹿島市浜町341番地1
㈱池田建設

平成30年度　農山漁村地域整備交付金事業
林道橋梁・トンネル点検業務委託

鹿島市大字音成甲4467番地
国際技術コンサルタント㈱　鹿島
営業所

平成30年度　県単小規模事業
飯田漁港箱崎地区2号物揚場拡幅工事

鹿島市大字中村1591番地の3
鹿島興産　株式会社

30

平成30年度　漁港施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業
浜漁港干拓物揚場等補修工事

鹿島市浜町甲4754
峰松建設

平成29年度　鹿島市地区漁場環境保全創造
事業　（海底耕耘・堆積物除去）業務委託

31

32

36

佐賀市西与賀町大字厘外821-2
佐賀県有明海漁業協同組合

平成29年度　漁港施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業
浜漁港干拓物揚場外1施設補修工事

鹿島市大字森1598番地
中尾建設　株式会社

38

39

37

35

33

34
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所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

商工観光課 H29.12.28 149,860,800

（観光費） （97.98％）

商工観光課 H30.8.27 121,521,600

（観光費） （98.10％）

商工観光課 H30.8.28 5,508,000

（観光費） 随意契約

商工観光課 H30.9.26 70,729,200

（観光費） （97.54％）

都市建設課 H30.6.25 6,151,680

(道路維持費) 変更 H30.10.24 （96.88％）

都市建設課 H30.5.14 5,068,440

(道路新設改良費)
変更
変更

H31. 1.23
H31. 3.11 （93.50％）

都市建設課 H30.6.26 12,493,440

(道路新設改良費) 変更 H31.2.20 随意契約

都市建設課 H30.8.13 5,140,800

(道路新設改良費) 変更 H30.12.6 （94.26％）

都市建設課 H30.10.16 6,111,720

(道路新設改良費) 変更 H31.1.31 （94.95％）

都市建設課 H30.10.29 8,773,920

(道路新設改良費) 変更 H31.2.12 （94.92％）

都市建設課 H30.7.17 29,297,160

(道路新設改良費) 変更 H30.11.12 (97.90%)

都市建設課 H30.8.13 9,960,840

(道路新設改良費) 変更 H30.11.22 (96.69%)

都市建設課 H30.8.27 5,175,360

(道路新設改良費) 変更 H30.11.26 (80.00%)

都市建設課 H30.10.16 20,696,040

(道路新設改良費) 変更 H31.3.14 (97.77%)

都市建設課 H30.11.27 10,249,200

(道路新設改良費) 変更 H31.2.22 (99.17%)

都市建設課 H30.9.26 21,799,800

(道路新設改良費)
変更
変更

H31.3.11
H31.3.18 (97.89%)

都市建設課 H31.3.26 96,606,000

(道路新設改良費) （94.74％）

都市建設課 H29.9.26 29,419,200

(道路新設改良費)
変更
変更

H30. 2.27
H30. 3.16 (88.27%)

都市建設課 H30.3.27 9,844,200

(道路新設改良費) 変更 H30.7.24 (96.97%)

都市建設課 H30.10.16 18,565,200

（まちなみ活性化事業費） (97.94%)

都市建設課 H30.5.30 9,948,000

（文化財保護対策費） 随意契約

鹿島市大字高津原4214番地10
㈱栗山組

平成30年度　道の駅鹿島干潟交流館　第3
期工事

鹿島市大字高津原4214番地10
㈱栗山組

42

43

40

41

○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧

契約年月日

44
地域密着型市道改修事業
市道松角・住宅線路肩改修工事
　L=47.2ｍ

鹿島市大字納富分41番地
馬場組

平成30年度　道の駅鹿島干潟交流館工事
監理業務委託　第3期

鹿島市大字山浦甲2358番地1
(有)草設計事務所

平成29年度　道の駅鹿島干潟交流館　第2
期工事(●明許繰越29→30)

鹿島市大字高津原4214番地10
㈱栗山組

平成30年度　道の駅鹿島干潟交流館　第3
期工事その2

45
社会資本整備総合交付金事業
西牟田地区社会実験支援業務委託

鹿島市大字納富分2492番地1
㈲松尾総合設計
㈱ｼｰﾄﾞ鹿島支店（Ｈ30.7.2変更）

46
社会資本整備総合交付金事業
鹿島市道橋定期点検業務委託

佐賀市鍋島町大字八戸字上深
町3182　　公益財団法人
佐賀県建設技術支援機構

47
社会資本整備総合交付金事業
上古枝橋補修設計業務委託

鹿島市大字納富分2492番地1
㈱シード鹿島支店

48
社会資本整備総合交付金事業
組知橋橋梁補修設計業務委託

鹿島市大字音成甲4467番地
国際技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱鹿島営業
所

49
社会資本整備総合交付金事業
皿山橋拡幅詳細設計業務委託

鹿島市大字納富分2492番地1
㈱シード鹿島支店

50
社会資本整備総合交付金事業
西牟田虹の大橋（上部工）橋梁補修工事
橋梁補修工事　N=1橋

鹿島市大字音成丙1666番地
㈱辻野組

51
社会資本整備総合交付金事業
市道井森線舗装補修工事
　 L=265.6m

鹿島市大字常広93番地1
㈱中野建設 鹿島支店

52
社会資本整備総合交付金事業
市道五本松・新籠線舗装補修工事
　L=81.4m

鹿島市大字森1598番地
中尾建設㈱

53
社会資本整備総合交付金事業
田中橋橋梁補修工事
　橋梁補修工事　N=1橋

鹿島市大字音成丙1666番地
㈱辻野組

54
社会資本整備総合交付金事業
市道乙丸・吹上線他２路線歩道帯カラー舗
装工事　　カラー舗装工　L=620m

鹿島市大字高津原3735番地1
藤永建設㈱

55
辺地道路整備事業
市道中川内・広平線道路改良工事（その１）
　L=180ｍ

鹿島市大字高津原3885番地
㈱太田尾建設

56
辺地道路整備事業
市道中川内・広平線道路改良工事（その２）
（●明許繰越30→31）　L=290ｍ

鹿島市大字納富分4124番地
中島建設㈱

57
辺地道路整備事業　市道中川内・広平線道
路改良工事(現道取付部)　(●明許繰越29
→30) L=228.8ｍ

鹿島市大字納富分3108番地1
増田建設㈱鹿島支店

58
辺地道路整備事業
市道中川内・広平線道路改良工事（現道取
付部その２)(●明許繰越29→30)　L=40.0ｍ

鹿島市大字高津原4076番地1
藤津産業㈱

59
平成30年度　第34号　肥前浜宿街なみ環
境整備事業
庄金防災公園整備工事

鹿島市大字納富分281番地1
木下建設株式会社

60
平成30年度　第5号　肥前浜宿街なみ環境
整備事業　肥前浜駅駅前広場等整備デザ
イン研究（基本設計・実施設計）業務委託

佐賀県佐賀市本庄町1番地
国立大学法人佐賀大学
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所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

都市建設課 H29.4.20 7,254,360

（まちなみ活性化事業費） 随意契約

都市建設課 14,256,000

（住宅管理費） （97.63％）

都市建設課 H30.9.26 8,334,360

（住宅管理費） 変更 H31.1.7 （97.44％）

都市建設課 H29.9.15 1,152,163,244

（住宅建設費） 変更 H31.3.22 随意契約

教育総務課 H28.10.3 65,448,000 東京都調布市調布ヶ丘3-6-3

(学校給食費) 随意契約 シダックス大新東ヒューマンサービス㈱

教育総務課 H30.6.25 11,610,000 鹿島市大字森71番地5

(学校給食費) (97.55%) (有）双葉建設

教育総務課 H30.4.2 8,876,637

(学校管理費） 随意契約

教育総務課 H30.8.13 31,596,480

(学校管理費) (93.73%)

教育総務課 H30.7.30 20,088,000

(学校管理費) (98.31%)

教育総務課 H30.10.16 11,340,000

(学校管理費) (94.25%)

教育総務課 H30.9.10 7,570,800

(学校管理費) (97.00%)

教育総務課 H30.11.6 6,882,840

(学校管理費) (92.81%)

教育総務課 H31.3.13 7,562,160

(学校管理費) (98.94%)

教育総務課 H31.3.15 29,160,000

(学校管理費) (94.87%)

教育総務課 H31.3.15 48,060,000

(学校管理費) (96.15%)

教育総務課 H31.3.15 44,277,840

(学校管理費) (97.92%)

教育総務課 H31.3.15 44,064,000

(学校管理費) (98.12%)

教育総務課 H31.3.15 34,182,000

(学校管理費) (94.90%)

教育総務課 H31.3.15 52,380,000

（学校管理費） (95.83%)

生涯学習課 H30.4.1 7,570,000 鹿島市大字高津原４３２６－１

(公民館費) 随意契約 鹿島公民館運営協議会

生涯学習課 H30.4.1 13,324,000 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 鹿島市大字山浦甲２１５１

(公民館費) 随意契約 指定管理委託 能古見地区振興会

福岡市博多区綱場町5番15号
株式会社都市環境研究所
九州事務所

62
第2号社会資本整備総合交付金事業
市営井手分住宅屋根改修工事（1･7･8棟）

鹿島市大字納富分3947番地4
ネックスコーポレーション㈱

H30.7.30

61
平成２９～３０年度　鹿島市歴史的風致維持
向上計画策定支援業務委託（2年契約）

○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧

契約年月日

63
第33号市営住宅改修事業
市営末光執行分住宅集会所横広場舗装工
事　 A＝799㎡

鹿島市大字高津原3735番地1
藤永建設株式会社

66

64

65
学校給食センター調理等業務委託
○期間：H29.4.1～H32.3.31(3年契約)
※左記金額はＨ30年度支払済額

学校給食センター食物アレルギー対策室増
築工事

福岡市博多区博多駅前2-2-1
ＮＴＴファイナンス㈱九州支店

69 西部中学校武道場吊り天井改修工事
鹿島市大字高津原3885番地
㈱太田尾建設

67 小中学校学校環境整備等業務委託
佐賀市本庄町大字袋246番地1
(公社)佐賀県シルバー人材センター

鹿島市中村住宅整備事業
鹿島市大字納富分4124番地
北鹿島中村住宅株式会社

70 鹿島小学校プールろ過機改修工事
鹿島市大字高津原41番地3
㈱宮園電工

71
鹿島・能古見・古枝・七浦・音成分校及び西
部中学校大規模改造空調設備工事実施設
計業務委託

鹿島市大字納富分1005番地1
(有)和光設計

68
能古見小学校及び西部中学校パソコン教
室タブレット型機器等リース　能36西41台
期間：Ｈ30.9.1～Ｈ35.8.31（5年契約）

72
浜・北鹿島・明倫小学校及び東部・西部中
学校大規模改造空調設備工事実施設計業
務委託

鹿島市大字納富分1005番地2
(有)和光設計

73
鹿島市立小中学校空調設備設置工事監理
業務委託(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字納富分1005番地3
(有)和光設計

74
鹿島・能古見及び古枝小学校空調設備設
置工事（電気工事）
(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字高津原41番地3
㈱宮園電工

75
鹿島・能古見及び古枝小学校空調設備設
置工事（機械工事）
(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字高津原4002番地
㈱兼茂

76
浜・北鹿島・七浦及び七浦小学校音成分校
空調設備設置工事（電気工事）
(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字高津原41番地3
㈱宮園電工

77
浜・北鹿島・七浦及び七浦小学校音成分校
空調設備設置工事（機械工事）
(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字高津原41番地4
㈱宮園電工

78
明倫小学校東部・西部中学校空調設備設
置工事（電気工事）(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字井手40番地
㈱岡田電機

79
明倫小学校東部・西部中学校空調設備設
置工事（機械工事）(●明許繰越Ｈ30→Ｒ1）

鹿島市大字高津原41番地4
㈱宮園電工

80 鹿島公民館指定管理委託

81
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所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

生涯学習課 H30.4.1 9,105,000 鹿島市古枝甲１４４８－１

(公民館費) 随意契約 古枝地区振興会

生涯学習課 H30.4.1 9,840,000 鹿島市浜町甲４４０１－２

(公民館費) 随意契約 浜町振興会

生涯学習課 H30.4.1 9,048,000 鹿島市大字常広１０１－１

(公民館費) 随意契約 北鹿島振興協議会

生涯学習課 H30.4.1 9,634,000 鹿島市大字音成戊１９２２－１９

(公民館費) 随意契約 七浦地区振興会

生涯学習課 H30.4.1 88,983,000 鹿島市大字納富分２７００番地１

(生涯学習推進費) 随意契約 (一財)鹿島市民立生涯学習・文化振興財団

生涯学習課 H30.4.1 69,163,000 鹿島市大字納富分２７００番地１

(図書館費) 随意契約 (一財)鹿島市民立生涯学習・文化振興財団

生涯学習課 H30.4.1 51,535,000 鹿島市大字納富分5900番地

(体育施設管理費) 随意契約 （一財）鹿島市体育協会

生涯学習課 H30.10.16 8,729,640 鹿島市大字納富分41番地

(体育施設管理費) （97.04％） 馬場組

87 図書館指定管理委託

88 蟻尾山公園指定管理委託

89 蟻尾山公園クロスカントリーコース改修工事

84 北鹿島公民館指定管理委託

85 七浦公民館・漁村センター指定管理委託

86 生涯学習センター指定管理委託

82 古枝公民館・林業センター指定管理委託

83 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館指定管理委託

○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧

契約年月日
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○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧【公共下水道事業特別会計】

所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

環境下水道課 H29.7.20 15,195,600

（総務管理費） 随意契約

環境下水道課 H30.4.1 102,384,000

（浄化センター費） 　 随意契約

環境下水道課 H29.10.17 4,665,600

（建設事業費） （54.9％）

環境下水道課 H30.1.19 16,340,000

（建設事業費） 変更 H30.3.16 随意契約

環境下水道課 H30.7.17 26,017,200

（建設事業費） 変更 H30.12.3 （98.0％）

環境下水道課 H30.9.26 17,280,000

（建設事業費） 変更 H31.2.25 （98.0％）

環境下水道課 H30.5.28 5,886,000

（建設事業費） 変更 H30.10.10 （95.9％）

環境下水道課 H30.6.22 703,000,000

（建設事業費） 変更
変更

H31.2.20
H31.3.18 随意契約

環境下水道課 H30.8.6 27,300,000

（建設事業費）   随意契約

環境下水道課 H30.8.6 10,320,000

（建設事業費）   随意契約

環境下水道課 H30.8.10 13,500,000

（建設事業費） 変更 H31.3.5 随意契約

環境下水道課 H30.8.13 29,591,298

（建設事業費） 変更 H31.3.8 随意契約

環境下水道課 H30.11.14 6,010,200

（建設事業費）   随意契約

環境下水道課 H31.1.8 10,950,000

（建設事業費） 変更 H31.3.14 随意契約

環境下水道課 H30.6.25 36,655,200

（建設事業費） 変更
変更

H31.1.21
H31.2.12 （97.9％）

環境下水道課 H30.6.25 14,796,000

（建設事業費） 変更 H30.10.24 （97.9％）

環境下水道課 H30.6.25 27,475,200

（建設事業費） 変更
変更

H30.11.9
H31.2.1 （98.0％）

環境下水道課 H30.7.17 29,948,400

（建設事業費） 変更
変更

H30.12.12
H31.1.15 （98.8％）

環境下水道課 H30.7.17 5,940,000

（建設事業費） 変更 H30.10.3 （98.6％）

環境下水道課 H30.7.30 9,460,800

（建設事業費） 変更
変更

H30.9.28
H30.10.15 （98.2％）

環境下水道課 H30.8.13 15,314,400

（建設事業費） 変更 H30.11.26 （98.0％）

契約年月日

21

平成30年度　第6号　公共下水道事業
井手分汚水準幹線・枝線（1119～1124)管
渠築造工事　Ｌ＝286.40ｍ

鹿島市大字高津原4002番地
株式会社　兼茂

17

18

19

20

1
鹿島市公共下水道事業地方公営企業法適用
移行支援業務委託（平成30年度分）○期間：
H29.7.20～H32.3.31（3年契約35,640,000円）

佐賀市開成5丁目4番11号
株式会社日水コン　佐賀事務所

2
平成30年度～平成31年度　鹿島市浄化センター
等運転管理業務委託（平成30年度分） ○期間：
H30.4.1～H32.3.31(2年契約204,768,000円）

福岡市中央区天神4-2-20
日本管財環境サービス藤津清掃
社共同企業体

3

平成29年度　第27号　鹿島市公共下水道事業全体
計画変更及び事業計画認可変更並びに重点アクショ
ンプラン策定業務委託（平成30年度分）○期間：
H29.10.17～H30.8.31（2年契約22,140,000円）

佐賀市神野東2丁目1番3号
株式会社東京設計事務所　佐賀
事務所

4
平成29年度　鹿島市公共下水道西牟田雨
水ポンプ場耐震実施設計業務委託（●明
許繰越29→30）

東京都文京区湯島2-31-27
日本下水道事業団

5

平成30年度  第9号　公共下水道事業
高津原雨水準幹線（1041・1042）管渠築造及び西牟
田汚水準幹線・枝線（4074・4076）管渠築造工事
L=262.50ｍ（●明許繰越29→30）

鹿島市大字森1598番地
中尾建設　株式会社

6
平成30年度  第26号　公共下水道事業
高津原雨水準幹線（1034・1038）管渠築造
工事   L=127.60ｍ（●明許繰越29→30）

鹿島市大字山浦丁516番地
株式会社　山礼建設

7
平成30年度　第1号　公共下水道事業
馬渡・納富分・小舟津・横田汚水準幹線・
枝線測量設計業務委託

鹿島市大字納富分2492番地1
株式会社シード　鹿島支店

8

平成30年度～平成32年度　鹿島市公共下水道西牟
田雨水ポンプ場他建設工事委託（平成30年度分）
（●明許繰越30→31）○期間：H30.6.22～H33.3.31(3
年契約1,353,000,000円）

東京都文京区湯島2-31-27
日本下水道事業団

9
平成30年度　鹿島市公共下水道
中牟田雨水ポンプ場他耐震診断業務委託

東京都文京区湯島2-31-27
日本下水道事業団

10
平成30年度　鹿島市公共下水道
中牟田グリーンセンター実施設計業務委
託

東京都文京区湯島2-31-27
日本下水道事業団

11
平成30年度　第12号　鹿島市祐徳門前地
区未普及解消事業ＰＰＰ導入可能性調査
及び発注支援業務委託

佐賀市開成5丁目4番11号
株式会社日水コン　佐賀事務所

12
平成30年度　第21号　公共下水道事業
長崎本線肥前鹿島・肥前浜駅間56k368m付
近 小舟津汚水準幹線管渠築造工事委託

13

14
平成30年度　鹿島市公共下水道
中牟田グリーンセンター耐震実施設計業
務委託（●明許繰越30→31）

15
平成30年度　第2号　公共下水道事業
馬渡汚水準幹線・枝線（1153～1161・Ｓ
145）管渠築造工事　Ｌ＝500.40m

16
平成30年度　第4号　公共下水道事業
井手分汚水準幹線・枝線（1115～1117）管
渠築造工事　Ｌ＝195.40m

平成30年度　第10号　公共下水道事業
井手分汚水準幹線・枝線（1069・1093・
1097～1104）管渠築造工事　Ｌ＝374.50ｍ

鹿島市大字音成丙1650番地3
日高建設　株式会社

平成30年度　第11号　公共下水道事業
マンホ－ルトイレ整備工事（鹿島小学校）

鹿島市大字森71番地5
有限会社　双葉建設

平成30年度  第14号　公共下水道事業
馬渡汚水準幹線・枝線（395-2・395-3・
397）管渠築造工事　Ｌ＝118.50ｍ

鹿島市大字三河内乙1941-1
織田建設　有限会社

平成30年度　第19号　公共下水道事業
井手分汚水準幹線（1061）・小舟津汚水準幹
線・枝線（251-1）管渠築造工事  Ｌ＝213.80ｍ

鹿島市浜町341番地1
株式会社　池田建設

福岡市博多区博多駅前3-25-21
九州旅客鉄道株式会社

平成30年度　第31号　公共下水道事業
下水道管路施設点検業務委託

鹿島市大字三河内乙70番地
株式会社　有明清掃社

東京都文京区湯島2-31-27
日本下水道事業団

鹿島市大字納富分4124番地
中島建設　株式会社

鹿島市大字高津原3885番地
株式会社　太田尾建設
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○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧【公共下水道事業特別会計】

所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契　　約　　内　　容 契約の相手方

環境下水道課 H30.8.27 25,758,000

（建設事業費）
変更
変更

H31.2.12
H31.3.4 （98.0％）

環境下水道課 H30.10.29 16,308,000

（建設事業費） 変更 H31.2.26 （98.0％）

環境下水道課 H30.11.12 26,568,000

（建設事業費） 変更 H31.3.13 （80.0％）

環境下水道課 H30.12.10 21,265,200

（建設事業費） 変更 H31.3.13 （98.8％）

環境下水道課 H30.12.10 13,478,400

（建設事業費） 変更 H31.2.26 （98.4％）

環境下水道課 H30.12.10 9,936,000

（建設事業費） 変更 H31.3.12 （96.8％）

環境下水道課 H30.12.25 12,798,000

（建設事業費） （96.7％）

環境下水道課 H30.12.25 22,464,000

（建設事業費） 　 　 （97.9％）
29

平成30年度　第42号　公共下水道事業
井手分・納富分汚水準幹線・枝線舗装復旧工事

西松浦郡有田町本町乙3007-8
株式会社　下建設

27
平成30年度　第36号　公共下水道事業
納富分・鹿島汚水準幹線・枝線舗装復旧工事

鹿島市大字常広93-1
株式会社　中野建設　鹿島支店

28
平成30年度　第41号　公共下水道事業
馬渡･小舟津･鹿島･高津原･納富分汚水準幹
線･枝線舗装復旧工事

鹿島市大字中村1591番地3
鹿島興産　株式会社

鹿島市大字高津原3182-2
福市建設　株式会社

平成30年度  第29号　公共下水道事業
納富分(101-1～101-3）・馬渡（396・1127）・高津原（4104-
4）・横田（30-3）汚水準幹線・枝線管渠築造工事
L=255.70m

鹿島市大字三河内乙2091-1
有限会社　江頭建設

26
平成30年度　第35号　公共下水道事業
納富分汚水準幹線・枝線（351・352）管渠築造工
事　L=110.10m

鹿島市大字音成丙1650番地3
日高建設　株式会社

契約年月日

24
平成30年度　第32号　公共下水道事業
鹿島･横田汚水幹線･準幹線･枝線マンホール
蓋更新工事

鹿島市大字高津原3541-1
株式会社　植松建設

25
平成30年度　第33号　公共下水道事業
鹿島･高津原汚水幹線･準幹線･枝線マンホー
ル蓋更新工事

鹿島市大字高津原3735番地1
藤永建設　株式会社

22

23

平成30年度  第20号　公共下水道事業
納富分汚水準幹線・枝線（1001・1003・1005・1007・
1009・1011）管渠築造工事  L=491.30ｍ
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○平成30年度　契約金額　500万円以上の事業一覧【水道事業会計】

所　　管　　課
（費　目）

契約金額（円)
（落札率）

契約の相手方

H30.4.16 115,711,200 平成30年度 第1号 鹿島市大字納富分954番地4

変更 H30.11.22 (97.08％) 盛永建設(株)

・土工（掘削工）　V=4,931㎥

・函渠工(ｶﾙﾊﾟｰﾄ)　L=10m

・落差工　N=１式

・基礎工(ﾗｯﾌﾟﾙ基礎工)

　　　　　　　　V=1,665㎥

H30.5.1 10,551,600 平成30年度 第2号 鹿島市大字納富分1614番地2

変更 H30.9.25 (95.72％) (株)大隈設備工業

・布設延長 NS-E種 φ100 L=219.8ｍ

・NS形ソフトシール仕切弁 φ100 N=1基

・地下式消火栓 N=1基

H30.5.1 13,057,200 平成30年度 第3号 鹿島市大字高津原4002番地

変更 H30.8.17 (94.82％) (株)兼茂

・久保山Ａ GS形 φ250 L=145.9ｍ

・久保山Ｂ NS-E種 φ150 L=145.9m

・久保山Ａ 急排型空気弁 φ50 N=1基

・久保山Ｂ 急排型空気弁 φ50 N=1基

H30.5.1 6,436,800 平成30年度 第6号 鹿島市大字高津原696番地

変更 H30.8.17 (95.90％) （有）山中鉄工

・配水用ポリエチレン管 φ200 L=15.6m

・ソフトシール仕切弁 φ200 N=1基

・ソフトシール仕切弁 φ75 N=2基

・ＡＳ本舗装工（ｔ=5cm） Ａ＝314.7㎡

H30.8.27 255,541,623 平成30年度 第9号 九電工・岡田電機建設共同企業体

(88.44％) (代表者)

　PC円筒形（２重）タンク 佐賀市神野2丁目6番26号

(株)九電工　佐賀支店

・底版工事　Ｖ=216.0㎥ (構成員)

・側壁工事　Ｖ=499.0㎥ 鹿島市大字井手40番地

・ＰＣ工事　　 t=27.4t (株)岡田電機

H30.8.27 6,706,800 平成30年度 第12号 鹿島市大字中村1591番地3

変更 H30.11.7 (96.42％) 鹿島興産(株)

・施工延長 L=503.0ｍ

・表層工（t=5cm） Ａ=956.0㎥

・表層工（t=3cm） Ａ=177.0㎥

H30.5.28 10,584,000 平成30年度 第1号 鹿島市大字森1364番地

(94.41％) 九州水工設計(株)鹿島支店

業務委託

・水道施設台帳整備 33施設

・耐震簡易診断 20施設

2

3

4

5

水道課
（改良費）

市道浅浦・仏谷線　配水管布設替工事

水道課
（久保山配水池改修

事業費）

久保山配水管新設工事に伴う舗装復旧工事

6

水道課
（久保山配水池改修

事業費）

（●予算繰越H30→R元）

久保山配水池改修事業  新久保山配水池築造工事

　有効容量V=3,200㎥　　内径Ｄ=18.4ｍ

・屋根,歩廊工事　V=68.0㎥

・塗装工事　　　A=3447.0㎡

・付帯設備工事　N=１式

（螺旋階段、避雷針、防護柵）

水道課
（久保山配水池改修

事業費）

新久保山配水池造成工事

・擁壁工(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ)L=66m

水道課
（久保山配水池改修

事業費）

久保山配水改修事業　送水管新設工事

・護岸工(巨石積工)A=63㎥

・仮設工(仮道路工)N=１式

・送水,配水,排水,越流管工

N=１式

下古枝水源地導水管新設工事

7 水道課
（総係費）

鹿島市水道施設　台帳整備及び耐震簡易診断

契約年月日 契　　約　　内　　容

水道課
（改良費）

1
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平成３０年度  鹿島市   

主要施策の成果説明書   

令 和 元 年 ９ 月 ６ 日   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒849-1312 

佐賀県鹿島市大字納富分 2643番地１ 

鹿島市役所 総務部 企画財政課 

TEL 0954-63-2101（企画財政課） 

FAX 0954-63-2129（ 代 表 ） 

 

○この資料は、鹿島市のホームページにも掲載しています。 

詳しくは鹿島市のホームページをご覧ください。 
 
 
 
 

http://www.city.saga-kashima.lg.jp 

鹿島市役所 検索 


